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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／爺わら




デザイン／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ







●序章　俺の股間がエクスカリバー




「この扉の向こうに、魔王メサイヤがいるのか……！」

　剣の柄に手をかけて呟つぶやいたのは、ワイヴァーン・フォン・デ・エクスキングという名の少年だった。

　しかし名前が長いから親しいものからは、

　ヴァン、

　と呼ばれている。

　やや癖のあるブロンドを無造作にまとめあげ、襟足には少しだけ髪がかかっている。

　その身体をところどころに装飾を施したライトアーマーで包んでいた。これは防御力よりも動きやすさに重きを置いた装備だ。

　そんなヴァンは、嚙かみしめるようにして呟いた。

「ついに親の……そして妹の仇かたきがこの扉の向こうにいる……」

　声は抑えられてはいるものの、並々ならぬ殺気を放っている。

　ときは魔王メサイヤが復活し、魔物が溢あふれる戦乱の世。

　場所は北方に位置する堅けん牢ろうな城塞都市、ロシュアーナ城。

　その玉座の間へと続く、扉の前。

　このロシュアーナ城は、元々は人間の城だったが、極地より進軍してきた魔王軍との激戦の末に一ヵ月前に陥落し、今では魔物どもの巣窟となっている。

　だがヴァンは、ここに辿たどり着くまでに数々の魔物の群れを倒し、こうして魔王メサイヤを討ち取る直前にまでやってきていた。

　城の外からは、隣国の兵士たちの鬨ときの声が聞こえてくる。

　ヴァンを魔王の元へと送り届けるために、兵士たちと魔王軍がぶつかり合っているのだろう。

　その陽動作戦の甲か斐いもあり、ヴァンはここまで来ることができた。

　そして数えきれぬほどの犠牲からなる情報によれば、この城の……、この扉の向こうに人類の宿敵──魔王メサイヤがいるはずだ。

　ヴァン自身、ここにくるまでにかなり消耗していた。

　それでも、ヴァンがここまで来れたのは、背中を守ってくれてきた存在があったからこそであった。

「……ヴァン様、怒りに我を忘れぬよう、くれぐれもご注意下さい」

　ヴァンの背後で呟つぶやいたのは、一人の少女だった。

　滝のように流れる銀髪をお尻のあたりまで伸ばし、白く透き通る肌は、扱い方を間違えたら染みをつけてしまいそうなほど。

　銀髪のあいだからは、エルフ特有の尖とがった耳が伸びている。

　その華きや奢しやな手には、杖つえが握られていた。杖の先端部には天球儀がしつらえられている。

　この天球儀の杖で、彼女は何度もヴァンの背中を守ってきた。

「シルフ、安心してくれ。確かにメサイヤは家族の仇かたきだ。だが俺は魔王を倒すためにここまできたんだ。しくじりはしないさ」

　シルフと呼ばれた少女は、それでも心配そうにヴァンの背中を見つめている。

「そう言って、いつも無茶するんですから」

「それに代々俺の家系に伝わっているこいつもあるんだ」

　ヴァンが懐から取りだしたのは、うっすらと黄金に輝く真球のオーブだった。

　光の玉──。

　勇者の家系であるヴァンの家に、代々伝えられてきたオーブである。

　伝承によれば、魔王メサイヤとの戦いで勇者が窮地に陥ったときに、この光の玉をかかげると、どこからともなく聖剣エクスカリバーが現れ、その力を発揮すると言われている。

　だがヴァンは、懐の深いところに光のオーブをしまった。

「こんなものの力を借りずに、俺たちだけの力でメサイヤを倒してやるぜ」

「ヴァン様、それが無茶というのです」

「だけどエクスカリバーの力を借りても、今までのご先祖様は、メサイヤを倒すことができずに封印するだけでやっとだったんだろう？　それなら、この戦いに俺がピリオドを打ってやる……！」

「確かにそうですけど……」

「まあ、それだけ俺がシルフのことを頼りにしてるっていうことさ。いつも守ってくれてるだろ？　背中」

「あ、当たり前ですっ。ヴァン様になにかあったら、私は……っ。私にとって、ヴァン様は大切なお方なんですから」

「エルフ族のお姫様たるシルフにそんなことを言ってもらえるとはありがたいな。ここまで付き合ってくれて感謝しているぜ」

「やめてください。それにお礼を言われるのは、すべてが終わってから──」

「ああ、そうだな！　そしたら俺、お前と結婚するって決めてるんだ」

「な、なにを急に言うのです!?　そういうことを言って、ヴァン様はいつも無理をするんですからっ」

「それじゃあいいのか、結婚しなくて」

「いいえっ。ヴァン様の許嫁いいなずけは、世界中で私だけです。この戦いが終わったら、きっと」

「ああ、そうだな。するか、結婚！」

「……はいっ」

　ヴァンとシルフは力強く頷うなずき合うと、目の前の……玉座の間へと続く扉を開け放った。





☆






　そこは世界の深しん淵えんを思わせるほどの闇と静寂に包まれていた。

　暗闇に踏み込んでいくと、

　ボッ。

　扉の両側にあった燭しよく台だいに、青い炎が燃え上がり、ボッ、ボッ、ボッ。

　その先にある燭台にも次々と炎が燃え上がっていき、ヴァンの足元から一直線に敷かれているレッドカーペットを照らし出していく。

　そこは生き物の気配をまったく感じることのできぬ、石畳が敷き詰められた広間だった。

　つい先日……、魔王軍によって陥落する前には、荘厳な雰囲気が漂う玉座の間だったことが信じられぬほどの暗闇に包まれている。

「どうやらパーティーの準備はできているようだな」

　ヴァンは怯ひるむことなく先に進み、シルフが続く。

　やがて燭しよく台だいは先にある巨大な玉座を照らし出すと、止まった。

　その玉座に、超然と足を組んで座しているのは、長身瘦そう軀くの男。

　魔王メサイヤ──。

　長身瘦軀の身体に漆黒のローブを纏まとい、白夜の冷気を放っているかのような銀髪。

　その銀髪を貫くようにして、左右にはドラゴンを思わせる角が生えている。

　病的なまでに白い面持ちに、血のように朱い瞳。

　その双そう眸ぼうは、ヴァンのことを冷たい笑みを浮かべて見つめていた。

　メサイヤは右手に持った、なみなみと注がれたワイングラスを揺らしながら口を開く。

「フッ。待っていたぞ、人間。ずいぶんと扉の前で立ち止まっていたから、てっきり逃げるのかと思っていたところだ」

「お前が、魔王メサイヤ……！」

「その通り。だが我の名前だけ知られているというのも無作法というもの。お主の名を……、名乗れい！」

　メサイヤの低い声は、地響きとなって玉座の間に轟とどろいた。

　しかしここで怯むわけにはいかない。

「俺は勇者の末まつ裔えいヴァン！　メサイヤ、お前を倒すためにここまできた。覚悟するがいい！」

「勇者の末裔だと？　エクスキングはその街ごと焼き払ったと記憶しているが？」

「俺はその生き残りだ！　この十年、お前を殺すためだけに生きてきた……！」

　ヴァンは銀のロングソードの柄を握りしめると、シャラリ、一気に抜く。

　そしてメサイヤに向かって一気に距離を詰めると、そのままの勢いでメサイヤの眉間を割ろうと一撃が炸さく裂れつ──、することはなかった。

　ヴァンの一撃を受け止めたのは、メサイヤの真剣白刃取りであった。

　それも両手を使っていない。

　左手の、親指と人差し指のみで、まるで蝶ちようのようにロングソードを摘まんでいる。

「これが勇者とやらの一太刀とは、片腹痛いわ」

「まだまだ！　俺の力はこんなもんじゃないぜ……！」

　剣を押し込むと、メサイヤの指先からバチバチと火花が散り、一拍遅れて剣圧が二人を中心として渦巻く。

　それでもメサイヤは立ち上がることなく足を組んだまま、薄ら笑いを浮かべていた。

「こんなもの、児戯にも等しいわ。散れい！」

「……やばいっ」

　メサイヤの瞳の奥底に妖しい光が煌きらめくのと同時、ヴァンは後ろに跳躍していた。

　直後には、ヴァンがいたところに炎の奔流が生まれ、消えていた。

　ブレス攻撃──。

　どうやら頭から生えているドラゴンの角は飾りではないらしい。

「お前が我を封印した、勇者の末まつ裔えいだと？　どうやら我が眠っているあいだに、人間どもはずいぶん弱体化したとみえる」

「そいつはこれから確かめてみるんだな。俺の怒り、そして妹の仇かたき！」

「怒りを力と変えるか。少年よ」

　メサイヤの言葉を受け、ヴァンは腰を落としてロングソードを構える。

　しかし内心では穏やかではなかった。

（思っていたよりも、レベルの差がある……？）

　剣を引いたとき、メサイヤはほとんど動じなかった。それはメサイヤがほとんど指先に力を籠めずに一太刀を受け止めたことを意味する。

　ヴァンの構えているロングソードに、青白い燭しよく台だいの炎が反射して揺らめいている。それはヴァンの心を映し出しているようでもあった。

（はたして俺は、メサイヤを倒して世界に平和を取り戻すことができるのだろうか？）

　確かに今の一撃は挨拶代わりではあったが、それでも確実にメサイヤの眉間を捉えていたはずだ。

　しかしメサイヤは玉座から一歩も動かずに冷笑を浮かべている。

　目の前にいる魔王……この世に生きとし生ける人間から恐れられている存在。

　世界中に魔物という破壊の象徴をばらまき、そして蔓まん延えんさせ、人間を滅ぼそうと殺し、陵辱し……、それは何度も繰り返されてきた歴史だ。

　それでもヴァンまでも、その恐怖に飲まれるわけにはいかない。

　人類はメサイヤが目覚めるたびに、なんとか封印してきたのだ。

（だが、俺にそんなことができるのか……？）

　こうして相対するまでは、封印だけでは生ぬるい、メサイヤとの長い戦いにピリオドを打ってやろうと息巻いていたというのに。

　しかしたった一太刀を交わしただけで、それは無謀なことだったのかと思い知らされる。

　そんなヴァンの動揺が伝わったのだろう。

「どうした、威勢がよかったのは最初だけか？」

　メサイヤは、蔑んだ笑みを浮かべ、ワイングラスを揺らしている。

「今にそのワイングラスにメサイヤ、お前の血を注ぎ込んで赤く染め上げてやるぜ！」

「ふっ。口だけは達者なようだな」

　メサイヤの言うとおりだった。

　だがここまできて逃げるわけにもいかない。

　しかしどうすればメサイヤに一太刀を浴びせることができる……？

　ヴァンが握りしめている銀のロングソードは、女神の祝福を受けて神聖なる力を帯びている。

　その一撃が、まるで蝶ちようを捕らえるかのように指先で摘ままれてしまった。

（次の一手は、どうすればいい……!?）

　逡しゆん巡じゆんしている、そのときだった。

　たらり、メサイヤの眉間から深紅の血が滲にじみ出してくると、ワイングラスへと落ちていったのだ。

　どうやらヴァンの一撃をうけて、無傷ですんだというわけではなさそうだ。

　それがよほど信じられなかったのだろう。

　メサイヤは顔を撫なで、そこについている血液を凝視していた。

「メサイヤ、次にお前はこう言うはずだ。よくも俺の顔に傷をつけてくれたな、と」

「それが分かっていれば、貴様らの運命も分かるはず」

　メサイヤは血が入ったワイングラスを投げると、ジュッ、それは床に落ちる前に蒸発していた。

「貴様らを、この世から消し去ってくれるわ！」

　メサイヤは、血のついた手のひらをかざす。

　するとそこから深紅の炎が上がると、蛇のようにうねりだしたではないか。

「勇者よ、茶番はお終いだ」

　手のひらから生まれた炎は、うねうねと曲がりくねって密度を増していく。

　その先端部にはドラゴンの顔が出現し、獲物であるヴァンとシルフに牙を剝いていた。

「まずい、あんなもので攻められたら堪ったものじゃないぞっ」

「ヴァン様、下がってください。ここは私が引き受けます！」

　天球儀の杖つえをかかげ、前に出たのはシルフだった。

「いけそうなのか、シルフ」

「分かりません。しかし魔法での勝負なら任せてください！」

　言い終えるや否や、シルフの足元に青白い魔法陣が展開される。

「術式展開！　魔法陣を描画します！」

　ほどなくして、ヴァンたちを包み込むようにドーム型の水のヴェールが出現した。

「そんな粗末な水のヴェールで我が魔術を受け止められると思っているのか!?　二人揃そろって消し炭にしてくれるわ。……ぬん！」

　メサイヤは拳を握りしめると、二人に向けて突き出す。と、同時に炎のドラゴンが牙を剝いて襲いかかってきたではないか。

「正面から受け止めます。衝撃に備えてください！」

　だがシルフも負けてはいない。

　天球儀の杖つえをかかげ、直後──、

　水と炎がぶつかり合い、凄まじい衝撃波が弾けた。それはドラゴンの咆ほう哮こうのようにも思われる。

　あまりの衝撃に、ヴァンは水のヴェールからはじき出されそうになるほどだった。

　だが一歩でもこの魔法陣から出るわけにはいかない。

　なぜなら、水のヴェールの周囲には、ドラゴンがとぐろを巻き、そして牙を剝いて障壁を突き破ろうとしているのだ。

　もしも少しでも出れば、消し炭になることだろう。

「くうぅっ、思っていたよりも、重たい……です！」

　水のヴェールが、生み出されては直後には蒸発していく。それでもなんとか耐えられているのは、シルフの魔力があってこそなのだろう。

　しかしここで攻撃に転じることができなければ、ドラゴンの餌食となってしまう。

「ヴァン様……ッ、ここは、もうあの力に頼るしかない、かと……！」

「あ、あの力……!?　くっ、確かにここは光のオーブに頼るしかないのか!?」

　ヴァンは懐から光のオーブを取りだす。

　さっきまではぼんやりと弱々しい光を放っていただけのオーブだが、メサイヤを前にして、そしてヴァンのピンチに呼応するかのように、力強い光を放っている。

「こ、こいつが光のオーブの真の姿なのか!?　ずいぶん温まっているようだな！」

　魔王軍によってヴァンの生家が街ごと焼き払われたとき、父からこのオーブを持って逃げるように言われた。

　そのときはなぜこんなオーブを……、と思っていたが、どうやらメサイヤを倒すにはこいつに頼るしかなさそうだ。

「光の玉をかかげることによって、どこからともなく聖剣エクスカリバーが出現し、魔王メサイヤを打ち砕かん……」

　言い伝えが真実ならば、勇者であるヴァンの元にエクスカリバーが現れるはずだ。

　しかし、どこから!?

　その辺は言い伝えではぼかされていたからよく分からなかったが、迷っている暇などなかった。

　こうしている瞬間にも、水のヴェールは削られているのだ。

「ヴァン様、早く……！　もう持ちこたえられませんっ」

「ああ、分かってる！」

　ヴァンは光の玉をかかげると、

「さあ、エクスカリバーよ！　勇者である俺の元に、その姿を現すがいい！」

　カッ！

　その瞬間、光の玉からまばゆい光が放たれた。

　その光自体に聖なる力が宿っているのだろう。

　炎のドラゴンは苦しげな咆ほう哮こうを上げると、霧散した。

「あ、危ないところでした……」

　シルフの水のヴェールも直後には消失する。どうやら魔力を使い果たしたようだ。

　だが、肝心のエクスカリバーは？

「……伝説によれば、勇者である俺の元にエクスカリバーが出現し、魔王を討ち滅ぼす予定なのだが……」

　しかし周囲を見回してみても、それらしきものは見当たらない。

　ヴァンの手には、ほのかな光を放つオーブが握られているばかりである。

「そ、それは百年前に我を封印せし光の玉……！」

　メサイヤは苦々しく呟つぶやく。

　そのときだった。

　もっこり。

「えっ、ちょっ、待っ……ッ」

　ヴァンの股間が膨らんだかと思ったら、黄金に輝きだしたではないか！

「ちょっ、こんなときに！　なんだよこれ、俺の股間が、股間がぁ！　怒張してきているぞぉぉ！」

　どんなに両手で押さえつけようとしても、その部分は硬くなっていて抑えきることさえもできない。むしろその大きさを増していく。

「うおお!?　いくら勇者だからって、こんなところが勇ましくなっても困るぞ！」

　その様子には、さすがのシルフもドン引きしていた。

「やだ……。ヴァン様の……、大きく、膨らんでいます……？」

　こんなところで勇ましくなっても勇者なんかじゃない。

　ただの変態だ。

「し、鎮まれ、俺の股間！」

　どんなに両手で押さえつけようとしても、今やヴァンの股間は神々しいまでの光を放っている。

　指の隙間から放射状に光が溢あふれ出し、そして──。

「パオーーーン！」

　まばゆい光とともに出現したのは、

「げえ……っ」

「う、うそ……」

　その姿に、ヴァンばかりかシルフまでも言葉を失ってしまった。

　なにしろ、ズボンを突き破ってヴァンの股間から出現したのは、ピンク色をした象さんの顔だったのだ！

「ちょっ、タイム！　なんで俺の股間が象さんになってるんだよ！　しかもこいつ、外れないぞ！」

「ヴァン様の……、象さんになってます……？」

　驚いているヴァンたちだが、しかし象さんは平然としゃべり出す。

　それも野太い男の美声で。

「ふふふ、驚くことはないぜ。なにしろこの俺様……パオ吉きち様が登場したからにはな！」

「なっ、象のくせにしゃべるだと!?　こんなものがエクスカリバーだっていうのか!?」

「おめーがそう言うんなら、そうなんじゃねえのか？」

「んな適当なこと言うな！　くっ、外そうにも外れねえぞ！　痛いてえ！」

「おいおい、こうなったら俺様とお前は一心同体なんだ。無理に引っ張ると伸びるぞ」

「……くっ！」

　股間に現れた象さんを外そうとしても、股間に激痛が走る。これ以上引っ張ったら、大惨事になることだろう。

　だがそんなヴァンを差し置いて、パオ吉はさも当然のように言うのだった。

「今は驚いている場合じゃないだろ？　ほーら主賓だっているんだ」

　パオ吉と名乗った象は、その鼻先をメサイヤへと向ける。

　そのメサイヤの顔には、明らかに焦燥の色が滲にじみ出してきていた。

「むう、その忌々しき姿、忘れもせん。百年前に我を封印した元凶！」

「ええっ、こんなのに!?」

　驚いてしまうヴァンだが、パオ吉は続ける。

「そうさ。俺様が魔王封印の切り札よ！　また会ったな、メサイヤ！」

「またも我の邪魔をしに現れたか。だが百年前のようにはいかんぞ。なにしろこの勇者は、あまりにも未熟！」

「そいつは、やってみないと分からないだろう？」

　戸惑っているヴァンの股間と、メサイヤのあいだで話が進んでいく。

　どうやら、ここからパオ吉が本領発揮してメサイヤを封印することができるらしいのだが……。

　しかしまさか伝承のエクスカリバーが、こんな象さんだったとは。

　それはご先祖さまも恥ずかしかっただろう。どうりでぼかされて伝えられていたわけだ。

「おう、俺様を呼び出した勇者……ヴァンとか言ったな。そこのお嬢ちゃんの名前は？」

「シ、シルフと申します」

　股間に敬語を使われるのも、なんだか妙な気分がする。

　しかしパオ吉きちは、そんなことが吹き飛ぶほど、とんでもないことを言い放つのだった。

「それじゃあシルフ。俺様に触るんだ！」

「えっ、えええ!?　そんなことできると思います!?」

「驚くのも無理はない。だが今の俺様は腹が減ってるんだ！」

「そ、そんなことを言われましても……」

「俺様は女の子を食べることによって力を得ることができるんだ」

「た、食べる、ですって!?」

「大丈夫。優しくするから。さあシルフ、なにも躊躇ためらうことはない。俺様に触るんだ！」

「そ、そんなこと、できるはず、ないです……っ」

　ただでさえドン引きしているシルフは、頰を真っ赤にしてしまう。

　無理もないだろう。

　仮にもパオ吉がある位置は、ヴァンの股間なのだ。ピンク色のデフォルメ象さんというフォルムもあって、あまりにも卑ひ猥わいすぎる。

「さ、さすがに、ヴァン様のここに触るのは……」

　躊ちゆう躇ちよしているシルフだが、残されている時間はあまりなかった。

「エクスカリバーよ。今度こそ勇者とともに地獄に送ってくれるわ！　この百年の屈辱……とくと味わうがいい！」

　メサイヤは両手を天へとかざす。

　すると轟ごう音おんとともに天井が吹き飛び、青空が露わになったではないか。

　あまりの衝撃に、一帯の雲が吹き飛んでいる。

「このロシュアーナ一帯、この世から消滅させてくれるわ！」

　両手をかざしたメサイヤは宙に浮くと、城の上空で巨大な火球を生成しはじめる。

　それは太陽のように白く輝き、刻一刻とその大きさを増していった。

　あまりの熱に、肌を刺すような感覚。

「まずい、あんなものが飛んできたら蒸発するぞ！　シルフ、頼む。ここはひとつ俺の股間に触ってくれないか!?」

「うう～。ヴァン様がそう言うのなら……ひっ、ひううっ」

　白魚のような指先が、パオ吉の頰に触れた、その瞬間だった。

　パオ吉が神々しく輝いたかと思ったら、大きく膨らんできたではないか！

「ああっ、プニッとして柔らかくて……、力が吸われていきますぅ……！」

「おおお！　初々しい手つきが堪らん！　シルフの体温が流れ込んでくるぞおおお！」

「いやぁ……ッ、柔らかかったのに硬くなって……っ、それに大きくなってきてます!?」

　怒張したパオ吉きちを前にして、シルフはぺたりと座り込んでしまう。その頰は微かに赤らみ、どこか緩んでいるようにも見えた。

　だがパオ吉はまだまだ食べ足りないのだろう。

「もう我慢できん！　シルフ、全部頂くぜ！　今の俺様は腹が減ってるんだ！」

「えええっ！　だ、だめぇ！」

　シルフの悲鳴が響き渡る。

　突如パオ吉の鼻が伸びると、蛇のようにシルフの身体に巻き付いていたのだ！

　それも、ローブをはだけ、胸を強調するようにして縛り上げている。露わになったのは、シルフらしい白のブラだった。

　これにはさすがのヴァンも驚いてしまう。

「ちょっ、パオ吉、やり過ぎだって！」

「な、なにをするのです!?　パオ吉さんっ」

「女体が昂たかぶれば昂ぶるほど、羞恥心を感じるほどに、俺様の腹は満たされるんだ。時間がないからちょっと乱暴になるが、我慢してくれよ！」

「んあっ。パオ吉さんのお鼻が、おまたに食い込んできてますぅ……っ」

　顔を紅潮させたシルフは、脚を閉じようとする。だがそれは叶かなわぬことだった。
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　すでに股間にはパオ吉きちの鼻が入り込んでいて、深く食い込んでいる。

「さあシルフ、どこが感じるのか？　やはりこのわがままに育ったおっぱいか？　それともうなじか？　それとも……エルフ特有の、尖とがった耳か？」

　ふぅ、パオ吉が耳元に吐息を吹きつけると、

「んんんっ。お耳は、お耳はぁ……っ。変な気持ちになってきちゃう……。こんなの、絶対におかしいのに……んんっ」

　こうして鼻を巻き付けられている瞬間にも、シルフは昂たかぶっているのだろう。シルフの頰は今にも蕩とろけそうなほどに緩みきっていた。

「あっ、ああぁ……。駄目、ですぅ……。力が吸い取られていって……ああっ」

　ピクンッ、

　ソプラノボイスとともにシルフの身体が跳ね上がる。

「ふふふ。どうやら羞恥心が搔かき立てられているようだな。耳でこんなに感じるんだから、たわわに実った禁断の果実は、さぞ美味しいことだろう……じゅるり」

「おいっ、パオ吉、いくらなんでもそれ以上はマズいって」

「なにを躊躇ためらっているんだヴァン。これは必要なことなんだぞ。こうしないとメサイヤによって世界は闇に包まれるだろう」（キリッ）

「くっ。変態のくせに正論なのが悔しい……ッ」

　ヴァンは官能的に痙けい攣れんするシルフを前にして、拳を握りしめることしかできなかった。

　だがこうしている瞬間にも、シルフの暖かい感触が、パオ吉を通じて伝わってきている。

　パオ吉の鼻先は、ローブをはだけられて剝き出しになっている、シルフのブラへと潜り込もうとしていた。

「さあ、メインディッシュの時間だ。ブラのなかは、どうなってる……？」

「堪忍して下さい……ううっ、そこは弱いんですぅ……」

　ややきつめのブラに包まれている、豊満な果実……。

　その谷間は甘い蒸気に満たされていた。

　潜り込んでくる鼻先を、甘美な締め付けで迎え入れてくれる。

「おっぱいのあいだに潜り込んで来て……んああっ、擦らないでぇ……っ、それ以上はおかしくなってしまいます……っ」

「どうやらよほど胸が弱いようだな。大人しい顔して弱点を晒さらしているなんて、なんとけしからん娘なんだ」

「そんなこと言っても……あひっ。勝手に大きくなって……んああっ。はぁ……はぁ……はぁぁん！　溶けちゃいましゅう……。もう、これ以上は……んんっ」

「まだまだこれからだろう？」

「おい、なにがこれからだよ。これ以上はマズい。シルフを怒らせたらあとが怖いぞ」

　さすがのヴァンも止めに入る。が、

「ヴァンよ。男ならこの光景を見てビンビンこないのか!?」

「いや、確かに感じるが……っ」

　パオ吉きちを通じて、シルフの熱や湿度が伝わってきている。

　乳房からフェロモンの混じった汗が浮かんでくると、男の象徴にしっとりとまとわりついてくる。

　それはもっと官能を貪ろうとする、女体の本能のように思われた。

「お胸が溶けちゃう……っ。熱すぎて、ううっ、溶けちゃいますう……っ」

　シルフ自身気づいていないのだろう。

　切なそうに内股をすり合わせようとしているのを。

　少女の花園からは、熱い蜜が溢あふれ出してきているのを。

「いい感じに昂たかぶってきたじゃないか。それじゃあ最後のお楽しみといこうか」

「らめっ。これ以上は本当に堪忍して下さいっ」

「俺様は、ショートケーキのイチゴは最後まで取っておく派なんだ。シルフ、お前さんのイチゴを頂くことにするぜ」

　ブラの下に潜り込んだ鼻先が、その頂を捉える。

　その部分は、ヴァンが想像していた以上に硬いシコリのようになっていた。

「やはりか。こんなに硬く勃起していたとはな。けしからんおっぱいだ」

「こんなことされたら……あっ、あひ！　らめッ、痺しびれちゃう……んはぁ！」

　乳首に触れられたシルフはくぅっ、歯を食いしばるも、しかし溢れ出す官能に抗うことなどできるはずがない。

　稲妻に打たれたかのように背筋を反らせてしまう。

　それが、おっぱいをもっと触って欲しいといわんばかりのポーズになっていたとしても。もはやシルフは、官能に逆らうことができなくなっている。

「そこはダメッ！」

「なにを言ってるんだ。こんなに嬉うれしそうにしているっていうのに」

　鼻先が乳首に吸い付く。

　その瞬間、シルフの嬌きよう声せいが響き渡った。

「んあ！　あああっ！　ああん！　ら、らめぇ！　痺れるっ、痺れちゃい、ましゅう！　吸っちゃいやぁ！　こんなの、初めてなのに！　おっぱい痺れて……、おまたが熱くなって……、おかしくなってしまいますぅ……！」

　柔らかな乳房が波打つたびに熱く蕩とろけそうになり、男を喜ばせようと張ってきた。

　それでもパオ吉は容赦しなかった。

　シルフもまた、その刺激に身体が勝手に反応してしまっている。

　鼻が食い込んでいる。

「あっ！　あっ！　あっ！　あっ！　あっ！」

　もはや言葉にならぬソプラノボイスの悲鳴を上げて痙けい攣れんすると、

　──プシュッ、プッシャアアアア！

　その光景に、ヴァンは目を疑ってしまった。

　シルフは、ブラを突き破るほどの勢いで、母乳を噴き出したのだ。

　それは射精と見まごうほどの勢いだった。

「ふふ。さすが巨乳なだけあるな。こんなにも元気よく快楽を放出するとは、大人しい顔して、ずいぶんと大胆じゃないか……ごくごく、ちゅーちゅー」

　シルフのブラに潜り込んでいるパオ吉きちは、噴きだし続けている母乳を余すところなく吸い尽くしていく。

「ああっ、す、吸わないでぇ……！　熱いのが、溢あふれ出してきちゃう」

「だがシルフよ、この母乳を飲んでやらないとローブがドロドロになっちまうぞ？」

「ひっ、ひううっ、それはパオ吉さんが変なことをしているから……っ。ああっ、だめぇ、それ以上は、本当に堪忍して下さい……っ。でないと私は……」

　シルフの身体が、ブルリと痙攣する。





[image: ]





　その直後だった。

「あ、ああぁ……」

　シルフの緩みきった口から弱々しい声が漏れると、

　しゅいいいいいい……、くぐもった水音とともに、シルフの股間から聖水が滲しみ出してきたではないか。

　それは純白のローブを、鮮やかなレモン色へと染めていった。

「おおう、聖水までサービスしてくれるなんて、なんと淫乱な娘なことよ」

「……って、おいパオ吉きち！　さすがにマズすぎるだろ!?」

　どうやらシルフは達したばかりか、あまりの快楽に失禁してしまったようだ。

　緩みきった尿道から溢あふれ出してきた聖水は、パオ吉の鼻をイタズラっぽく撫なで回していき、床へと恥辱の瀑ばく布ふを作り上げる。

　ツーンとした刺激臭が、湯気となって立ち昇っていった。

「あのシルフが、おもらしするなんて……」

「実に背徳的な光景だな。うん」

「な、なにが背徳的だよっ」

「そんなこと言って、ヴァンも感じるんだろう？　シルフの包容力のある温もりを！」

「た、確かに……！」

　パオ吉に言われたとおりだった。

　シルフの母乳と聖水によって、ヴァンの股間ははち切れんばかりに熱くなっている。

　ドクンッ、

　ヴァンは確かに感じた。

　自らの鼓動が強く、早くなっていくのを。

　それはパオ吉にも伝わっているのだろう。

　パオ吉は黄金に輝くと、その太さを増して怒張していく。

「うおおっ、俺の股間が膨らんでいる、だとお!?　おい、このままだとまずい、早くシルフから鼻をほどくんだ！」

「おうよ。シルフの出血大サービスのおかげで、俺様も満腹だ。はち切れんばかりにムキムキだぞぉ！」

　パオ吉は満足したのか、シルフへと食い込んでいた鼻をほどく。

　するとシルフは力なく倒れ込み……そうになったところを、ヴァンに受け止められた。

　その身体は熱に浮かされているのかと思うほどに熱くなっていた。

「シルフっ、大丈夫か!?」

「ひ、酷い目に遭いました……。ヴァン様のエッチぃ……」

「ち、違っ！　俺がシルフのエッチな姿を見たかったわけでは……！」

「見たく……ないのです？」

「い、いや、そういうわけではっ。見たい、見たいぞ。うん」

「やっぱりヴァン様のエッチ……」

「ど、どうしろってんだよ。とりあえずシルフは休んでるんだ。あとは俺がなんとかしておくから！」

「お願いします……。もう、動けません。私の全部、ヴァン様にあげちゃいました」

　腰が抜けているのだろう。

　シルフはぺたんとお尻をついてしゃがみ込んでしまい、はだけられた胸を隠そうと着衣を整える。

「ヴァンよ、感じるだろう？　シルフの温もりを……！」

「あ、ああ。はち切れそうだ」

　ヴァンは確かに感じていた。

　シルフから流れ込んできた温もりを。

「俺様も、もう腹一杯だぜ……っ」

　シルフとの『食事』を終えたパオ吉きちは、今にもはち切れんばかりに怒張していた。

　それはまるで大砲のように。

　黄金に輝く大砲は、上空で火球を生成しているメサイヤへと向けられる。

　ムキムキに怒張した股間を上空へと向けるその光景は、まさに変態そのものであった。

　さすがにヴァンまでも恥ずかしくなってきてしまう。

「くっ。なんで俺がこんなことをしなけりゃいけないんだ……！　俺の大事な部分が、こんなに膨らむなんて……！」

　そんなヴァンの股間では、パオ吉が苦しげに呻うめいていた。

「ヴァン、思っていたよりもシルフの想いが強くて、今にも破裂しそうだ……っ」

「こんなに膨らんで暴発直前なんて、ヤバすぎるだろ！」

「だが威力は保証するぜ！　それにメサイヤの奴も準備できたみたいだな！」

「待ちくたびれたわ」

「待ってくれているとは、相変わらず律儀な奴だな」

「相手が備えている最中に攻撃するなど、魔王の沽こ券けんに関わる。それに二度と我の前に姿を現さぬよう、この一帯ごと消滅させてくれるわ！」

　メサイヤが生成している純白の火球は、この城ほどの大きさへと成長していた。

　あんなものを食らったら、この世から城ごと消滅することだろう。

　だが、シルフを欲望の限り食い尽くしたパオ吉の鼻も、大砲のように膨張し、黄金に輝いている。

「おのれ、なんと卑ひ猥わいな……！　勇者共々、この世から消してくれるわ！」

「そいつはどうかな？　見せてやろう、真のエクスカリバーの力とやらを！」

「させるか！　我のもとに現れし太陽よ！　勇者もろとも焼き払え！」

　メサイヤはかかげていた両手を振り下ろすと、ゆっくりと巨大な火球が下りてくる。

「くっ。このままだとマズい！」

「ヴァンよ、男ならどっしり構えろ！　俺様の真の力を見せてやる！　エネルギー充塡百二十パーセント！　発射アアアアアアアア！」

「ちょっ、やっぱりここから出てくるのかよ!!」

　ヴァンは目を疑ってしまった。

　なにしろパオ吉きちの鼻が脈動すると、黄金のビームが発射されたのだ。

　そのビームは、メサイヤが生み出した火球とぶつかり合うと、

　カッ！

　あたりが熱を持った閃せん光こうに包まれる。

「うおお！　俺の股間がエクスカリバー！」

　ヴァンはわけも分からぬままに股間からビームを放つことになった。

　股間から噴き出す黄金のビームは、火球にめり込んでいき……、ゆっくりと火球を押し戻していく。

　だがメサイヤも負けてはいなかった。

「くっ。こんなふざけた攻撃に、我が負けるものか。ふん！」

　メサイヤが火球へと拳を振り下ろすと、火球はビームを押し返しながら、ゆっくりとヴァンたちに迫ってくる。

「マズいぞパオ吉！　このままだと押し切られる！」

「慌てるな、ヴァン。感じるだろう!?　お前の股間に、欲望がビンビンに渦巻いているのを！」

「感じるが、いちいち言い方が卑ひ猥わいなんだよ！」

「一気に放つぜ！」

　ビュク！　ビュククッ！

　パオ吉の鼻が大きく脈動し、黄金のビームが神々しく白みがかる。

「おのれ、なんと卑猥な……！」

　メサイヤは更に火球を押し込もうとしてくるが、だがビームの勢いのほうが勝った。

「な、なんだと!?　我の魔力を押し返してきてる……、だとぉ!?」

　それは直後に起こった。

　火球にめり込んでいたビームが、貫通したのだ。

「なっ、バカな！」

　そのことがよほど意外だったのだろう。

　メサイヤは避ける間もなく、正面からビームを受け止めることになった。

「こんな卑ひ猥わいなものに、我が屈するものか……！」

「まだまだぁ！　俺様の力はこんなもんじゃねえぜ！」

「うおおっ！　俺の股間が暴れ回って……！　両手で押さえつけてないと暴れ回る！」

　ヴァンは必死になって竿さおを抑えるも、パオ吉きちの鼻が脈打ち、更にビームが太くなる。

　これにはさすがのメサイヤにも耐えることができなかった。

「くっ。こんな……、こんな攻撃に我が屈するなど……あり得ぬ！　あり得ぬぞおお！」

　極太のビームを受け、メサイヤの身体がジリジリと後ろに下がっていく。

「俺様の……勝ちだ！」

「おのれっ、おのれぇぇぇぇ！」

　その言葉とともにメサイヤは光の奔流に飲まれ、遥はるか彼方へと吹っ飛んでいった。

「メ、メサイヤを倒したのか……？」

　上空に目を細めても、ちょっと確認することはできなさそうだ。

　しかし深手を負わせることができたのは間違いではないだろう。

　……こんなふざけた攻撃で深手を負ってしまったメサイヤに、ほんの少しだけど同情してしまうが。

　だがそんなことよりも。

「俺の股間が、股間がぁ！　止まらないぞ！」

　ヴァンは自らの股間に戸惑ってしまう。

　股間から発射されているビームが止まらずに、むしろ暴れ回って玉座の間を破壊しだしたのだ。

「おいパオ吉、どうやって止めるんだよ！」

「全部出し切るまで止まらないのは、男なら分かるだろ？」

「そんなこと言っても反動を抑えきれないぞ！　このままだと身体ごと吹っ飛ばされる！」

「あわわっ、ヴァン様っ。どうか落ち着いて！」

　慌てたシルフに、股間を押さえつけられたのがトドメだった。

「シルフに握りしめられてる……！　おっぱいにはさまってるぅ！　シルフ、離せ、マズいって！」

「でも、離したら吹き飛んでいってしまいます！」

「確かにそうだが！」

　吹き飛ばされる瞬間、シルフの身体を抱きしめる。ふっくらとした胸の感触が伝わってきて──、

「パオーーーン！　こうなったら俺様も止まらないぜぇ！」

「うおおっ、踏ん張りきれない!?」

「あーれー」

　キラーン──、ヴァンはシルフを抱きかかえたまま、青空の彼方へと吹っ飛んでいた。

　黄金のビームを発射しながら、それは流れ星のように。

























　……そして、誰もいなくなった……。





●第一章　俺様がエクスカリバーだ！




「ハッ!?　ここはどこだ!?」

　パオ吉きちのビームによって吹き飛ばされたその先。

　ヴァンは目を覚ますなり、勢いよく身体を起こした。

　どうやら吹き飛ばされた衝撃で気を失っていたらしいが……。

　そこは春の日差しに照らされた、広大な草原だった。

　涼風が頰を撫なでていくと、草原に風の足跡が残されていく。

「ずいぶん吹き飛ばされたみたいだな……」

　幸いなことに怪我はしていないようだ。きっとシルフが咄とつ嗟さに守備力を上げる魔法をかけてくれたのだろう。さすが頼りになるパートナーといえた。

　そんなシルフは、ヴァンの腕のなかで気を失っていた。

　だが気を失っていても、シルフはヴァンの手を握りしめている。

　ヴァンがシルフを頼りにしているように、シルフもまたヴァンのことを頼りに思ってくれているのだ。

「シルフ、怪我はないか？」

　エルフ特有の尖とがった耳元で囁ささやいてみるも、返事はない。

　もしかしたら、どこか服の下を強く打っているのかも知れなかった。

　ちなみにシルフは攻撃魔法と補助魔法は得意としているが、回復魔法はまったく使うことができない。

　こればかりは本人の性格や資質に関係があって、努力ではどうにもできないらしい。

　だからシルフとの二人旅では、いつも薬草を多めに持つことにしていた。

「とりあえずは薬草の準備をしておくか」

　懐の麻袋から薬草を取りだして煎じておこうと思い、シルフの身体を横にずらそうとしたそのとき。

　ふとヴァンは重要なことを思いだした。

「た、確か、ここに吹っ飛んできた原因は……!!」

　そう。

　光の玉を使ったときに、股間にエクスカリバー……というか、パオ吉きちが出現してしまっていたのだった。

　戦々恐々と、ゆっくりとシルフの身体を横にずらしていく。

「……元に戻ってくれてたりしないかなぁ？」

　だがそんなヴァンの儚はかない思いは、直後には粉砕されることとなった。

「げえ」

　ヴァンはカエルが潰れたみたいな声を上げてしまう。

　シルフのお尻の下から現れたのは、紛れもなくピンク色をした象さん……パオ吉だったのだ。

「よう、ヴァンよ。やっと目を覚ましたか。まあ、シルフのケツも柔らかくて居心地がよかったがな」

　パオ吉は、何事もなかったかのような、野太い男の美声で喋しやべりはじめる。

「なんで元に戻ってないんだよ……っ」

「そりゃあ、俺様はメサイヤを倒すために降臨したんだからな。あのビームでメサイヤは深手を負ってはいるだろうが、倒しきれてはいない。だからメサイヤを倒すまでは一いち蓮れん托たく生しようってやつだ」

「ちょっと待て。それじゃあ俺はこんなものをぶら下げたまま生活しなくちゃいけないっていうことか!?　どうするんだよトイレとか。俺の股間を返してくれ！」

「心配ない。そういったものは俺が性なる……げふんげふん。聖なる力でどうにかしておいてやる」

「なにが聖なる力だよ！　こんなデカいものぶら下げて生活するなんてレベル高すぎるだろ！　俺は露出狂か!?」

「俺様の堂々とした佇たたずまいを見て露出狂とは失礼な」

「余計にヤバいわ！　くっ、こいつ、外れないぞ！　ふぬぬぬぬ！　ぐおおっ、痛いってぇぇぇ！　呪われた装備よりもたち悪いんじゃねえのか!?　外れろぉぉぉ！」

　どんなに鼻を引っ張っても、バネのように伸びるだけだ。

「あんまり引っ張ると元に戻らなくなるぞ。少年よ」

「せめて縮め！」

「そいつはできない注文だな。まあ、ずっと氷漬けにしておけば縮むかもしれんがな。だが、そんなことしたら大変なことになるのは分かってるだろう？」

「知るか！」

「こうなった俺様は、ヴァンの身体の一部と化しているからな。まぁ、メサイヤを倒すまでの辛抱だ」

「くっ。なんということだ……！」

　ズボンにしまおうとするも、それはサイズ的に諦めた方がよさそうだった。

　なにしろパオ吉きちの耳は、ヴァンのウエストからはみ出すほどに広がっているのだ。

　こいつを無理やり収めようとすると、ズボンがパンパンになって余計に危ないことになるに違いなかった。

　だが不幸中の幸いか、ビームを放ったときと比べると小さくはなっている。

　あのままの大砲サイズだったら、それこそ変態露出狂になるところだった。

「……さっきはあんな大砲みたいに膨らんでたのに、今ではずいぶん大人しくなってるじゃないか。この調子でもっと小さくなってみろよ」

「これは賢者タイムだよ。男なら知ってるだろ？」

「素直に頷うなずくと思っているのか、変態象さんめ」

「早く俺様のサイズに慣れることだな。それよりもいいのか？　シルフが怪我をしていないか確かめないと。怪我をしていたら大変だろ」

「くっ。変態のくせに言ってることがまともなのが悔しい……ッ」

「ほーら、服の下を打っているかも知れない。男なら、ローブをガバッとはだけてみせるんだ」

「た、確かにっ。だが……ッ」

　シルフを怒らせたら怖いのは、ヴァンが一番よく知っている。

　それにシルフとは、この世界に平和を取り戻すまでは清い関係を保っていようと約束しているのだ。

　宿屋の部屋だって別々にとるし、ましてや裸なんて、この旅に出てずいぶん長いが一度たりとも見たことがない。

　そんなシルフを、介抱しなくてはいけないとはいえ、胸をはだけるだなんて。

「躊躇ためらうことなんかないぞ。ほら、これは必要なことなんだ！」

「ぐ、ぐううっ」

　パオ吉きちの言葉に押され、シルフのゆったりとしたローブ……集中力を増幅させる安らぎのローブ……その胸元に手を伸ばす。

　このまま左右に開けば、はだけることは容易だが……だがしかし！

「意外とウブだな。なにを戸惑っている。早くしないと命に関わるかも知れないんだぞ」

「ううっ、命に関わる……っ」

　そう言われると、ここで怖じ気づくわけにもいかなかった。

　ヴァンは震える手でローブを握ると、

「ま、ままよ……！」

　ガバッとシルフのローブを左右に割っていた。

　むわっとしたミルク臭が立ち昇ってくる。

　露わになったのは、シルフらしい清せい楚そな白のブラジャーだった。

　ただしその清楚なデザインとは裏腹に、ブラからは大きく膨らんだ果実がこぼれ落ちそうになっている。

　ブラの頂には、乳白色の染みが浮き上がっていた。

　パオ吉にあんなことをされて母乳を噴き出したのだ。ブラは母乳によって濡ぬれそぼっている。

「うほっ。デカいのは分かっていたが、エルフなのにこんなにあるとは！　ゆったりとしたローブを着ていたから着瘦せしていたのか。こいつは嬉うれしい誤算だ！」

　股間でパオ吉が早くも膨らみ始めている。

「こら、賢者タイムじゃなかったのかよっ。なに大きくなってるんだ！」

「若いの。俺様とお前は一心同体だ。若いんだから復活も早いんだろう？」

「な、なにをお前は言っているっ」

「正直になれよ。さあ、ブラを外すんだ。さっき潜り込んだから分かる。ブラでかなり締めつけているようだぞ。早く楽にしてやるんだ」

「くっ。いちいち言ってることが正論なのが悔しいっ」

　シルフのふっくらとした身体には、ブラのヒモが食い込んでいた。ちょっとヒモがずれていて、赤い跡が残っている。

　確かに苦しそうだが……、

「どうやって外すんだよっ。俺は知らないぞ」

「背中にホックがある。そいつを外すんだ」

「……なんで知ってるんだよ」

「男のたしなみってやつだ」

　パオ吉きちに言われたとおりに、仰向けになっているシルフの背中に手を回し、手探りでホックを探していく。

「……こいつか？」

　ぷつんっ。

　微かな手応え。直後にはブラが弾け飛び、染み一つない乳房が波打っていた。

「こ、これがシルフのおっぱい……」

　いつも近くにいるというのに、こうして見るのは初めてだったりする。

　シルフの双丘はミルクプリンのように波打っていて、その頂は桃色に染まっていた。

「おほっ。こいつは見事な身体をしているなっ。俺様のテンションもビンビンだ！」

「なにを嬉うれしそうにしてるんだよっ。介抱してやってるだけなんだぞっ」

　ヴァンも口では反論する。

　だがしかし、見てはいけないと分かってはいても！

　分かってはいても、男の悲しい性だろうか？

　視線はシルフの双丘へと吸い寄せられていってしまう。

　ツンとピンク色に上向いた、シルフの頂……そこにはぷっくりとした乳白色の雫しずくができあがりつつあった。

「ま、まさか、シルフ、まだ母乳が出てるのか……!?」
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「俺様に触れた少女は、みんな女になっちまうのさ。そして腹を満たしてくれるんだ」

「な、なんてことしてくれたんだよ……止まらないのか？」

「まあな。ヴァン、お前のことを考えている限りは」

「なっ」

　どうやらご先祖様は、とんでもないものを残してくれたようだ。

　ヴァンは深いため息をついてしまう。

「このさき俺、どうなっちまうんだ……」

「悩んでる暇はないぞ。上を楽にしてやったら、次は……分かるよな、少年よ」

「く、くううっ」

　締めつけを楽にしてやったら、次は打撲していないかを確かめなくてはいけなかった。

　この陶器のように真っ白な、シルフの肌を隅々まで。

「レッツ、身体検査の始まりだ！」

「お前はもうちょっと大人しくしてろ！」

　ヴァンを差し置いて、股間のパオ吉きちは大きく膨らんでいる。どうやらテンションも最高潮に達しているようだ。

　その双そう眸ぼうは、だらしなく垂れ下がっていた。

　だけど、悪いことはするもんじゃない。

「あれ、私はなんでこんなところに……？」

　さすがに胸をはだけられて違和感を覚えたのか、シルフが起きてしまったのだ。

　そして自らのあられもない姿を見て、短い悲鳴を上げてみせる。無理もない。シルフのその気持ちはよく分かる。

　そしてこのあとどうなるのかも。

　シルフの碧眼の焦点が、デレデレに緩みきったパオ吉に結ばれると、

「きゃあああ！　変態モンスター！」

　パッチーン！

　見事なビンタがパオ吉の頰に炸さく裂れつすると、その痛みはヴァンにも伝わるのか、地面がひっくり返ったかのような痛みが全身を駆け抜けていった。

「おごおっ！　シルフのビンタが俺の股間にッ！」

　あまりの痛みに、ヴァンは身体を丸めて悶もだえ苦しんでしまう。その股間ではパオ吉が縮み上がって青ざめていた。

「ど、どうやら俺様とヴァンは痛覚を共有しているようだな……ッ」

「こんなときに冷静に判断するなぁ……！」

　しかし男にしか分からない痛みに耐えているヴァンを前にして、シルフは首をかしげているばかりである。

「あれ、ヴァン様……。それにパオ吉きちさん。私は気を失っていたのです？」

「お、おう……。だけど詳しい説明はちょっと待ってくれ。まずはこの痛みが引いてくれないことには……ッ」

「あともうちょっとだったのにな、少年よ」

「お前は黙ってろ」

　パオ吉にデコピンしてやると、更なる痛みに襲われてしまう。

「くっ、くううっ、分かってはいたけど、やり場のない怒りが……ッ」

　ヴァンは呻うめきながらも、その場で痙けい攣れんし続けるのだった。
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「大丈夫です？　ヴァン様」

「あ、ああ……。なんとかな」

「その、すみませんでした。急なことだったので、つい……」

「いや、気にしないでくれ。目を覚ましてあんなものを見せつけられたら、俺だって本気で叩たたいていたと思うし」

　あれからどれだけの時間が経ったのかは分からない。

　恐らく時間にして五分くらいのはずだが、ヴァンにとっては永遠とも感じられる（心底どうでもいい）時間となってしまった。

　なんとか復活すると、だがまずはハッキリさせておかなければならないことがある。

　それはつまり、パオ吉の正体だ。

　こんなものが聖剣だなんて言われても、ヴァン自身が納得しがたいものがあった。

「……で、お前は一体何者なんだ」

「俺様か？　パオ吉ってんだ。よーく覚えておけ」

「名前を聞いてんじゃねえよ。光の玉を使ったと思ったら、こんな変態象さんが出てくるなんて、そんなこと知らねえぞ。お前の正体はなんなんだよ」

「なんだ、俺様の正体が気になるのか？」

「当たり前だ。こんな見てくれしてるってのに。本当にお前が、先祖代々伝えられてきたエクスカリバーなのか!?」

「ヴァンがそう聞いてるんなら、そうなんだろ？」

「くっ、適当にはぐらかしやがって……、俺は絶対に認めないぞっ。それじゃあ百歩譲ってパオ吉がエクスカリバーだとして、なんで剣の形をしてないんだよ。いきなり大砲みたいに怒張するなんて変態すぎるだろ！」

「あのときは……俺様も腹が減っていてな。無我夢中でシルフに貪りついてたら怒張してた。それだけ美味かったってことだな！」

「うう、ヴァン様に食べられちゃいました……」

　シルフはあの時のことを思いだしてしまったのだろう。みるみるうちに頰が赤くなっていく。

「あ、あれは事故というか、なんというか……好きで裸を見たわけではっ」

「じ、事故だなんて……。やっぱり私の裸なんて、見たくないのです？」

「い、いや、そういうわけでは……。見たい！　すっげぇ見たい！」

「……ヴァン様のエッチ」

「だからどうしろと」

　ああ、なんだか本当に面倒なことになってきた。

　ヴァンは思わず頭を抱えてしまう。

「くっ、こんなものが本当にエクスカリバーなのか……!?」

「あんまり細かいことを気にしてるとモテないぞ、少年よ」

　パオ吉きちははぐらかすばかりで、まともな答えが返ってくる気配はなかった。

「くそっ、ズボンに収められたら、さっさとお前のことなんてしまってやるのに……っ」

「ふっ。頰を撫なでていく風が気持ちいいな。ブラブラ行こうぜ」

「これじゃあ俺が変態みたいじゃないか……っ」

　不幸なことに、パオ吉はズボンに収まらないほどのサイズを誇っている。

　仕方がないので、フェイスオープンモードで歩くしかなかった。ご先祖様も、とんでもないものを受け継がせてくれたものだ。







　幸いなことに、吹き飛ばされた先……この光景には見覚えがあった。

　しばらく草原を歩いて行くと、馬車の轍わだちが刻まれた街道に出ることができる。

　近くには、岩を削った道標もあった。

「北に進むとミストラルがあるな」

「魔術都市ミストラルですね。以前ヴァン様と立ち寄ったことがありましたっけ」

「ああ、そうだな。とりあえず今日はそこで宿を取って、これからの予定を立てるか」

「はい、そうですね……」

　頷うなずくシルフだが、その顔色はどこか物憂げだった。

　さっきまで魔王メサイヤと戦い、討ち取るチャンスを逃してしまったのだ。

　きっとメサイヤは、勇者であるヴァンに刺客を送ってくるに違いない。

　そうなる前に、この戦いに決着をつけなくてはいけなかった。

　残された時間は、あまりにも少ない……。
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　街道を歩くこと三時間ほど。

　途中で馬車が通りがかったら相乗りさせてもらおうと思っていたけど、結局は踏破することになってしまった。高かった太陽は、いまにも地平線に吸い込まれそうになっていて、赤く燃え上がっている。

　外敵の侵入を防ぐための外壁……そこにある門をくぐれば、魔術都市ミストラルだ。

　だが街に入る前に、ハッキリさせておかなくてはならないことがあった。それは。

　ヴァンは足を止めて切り出した。

「おいパオ吉きち」

「なんだよ。早く街に入ろうぜ。都会の美女が俺様を待っているんだからな！」

「やはりか。イヤな予感が的中したぜ」

　なにしろ風に揺られていたパオ吉の鼻が、街に近づくにつれて硬くなってきたのだ。その変態度は増していた。

　ここは喝を入れて小さくしておかなければ。

「パオ吉よ。美女を見つけたらどうするつもりだ？」

「どうするって、もちろんスカートのなかに潜り込んで、楽しいことをするに決まってるじゃないか。ぐふふ」

「そう言うと思ったぜ。そんなことしたら俺が牢ろう屋や送りになるんだよ。そうだな、ここは協定を結んでおこうじゃないか」

「なんだよ、改まって」

「いいか、もしもお前が変なことをしようとしたら……」

　ヴァンは両手の拳を、パオ吉のこめかみにあたる部分にあてる。

「ま、まさか……!?　おいヴァン、やめろ！　そんなことしたらお前だって痛いだろ！」

「牢屋送りになるよりはマシだ。もしも変なことを企てたら、こうだからな！」

　ヴァンは自らの股間を両手の拳でグリグリ圧迫し始める。いわゆる、ウメボシというやつだ。

「んっっほおおお!?　らめッ！　俺様のフェイスが睾こう丸がんマッサージィィィ！」

　ビクッ！　ビククッ！

　パオ吉は鼻を二、三回痙けい攣れんさせると、ぐったりと弛し緩かんした。

「はぁ……はぁ……はぁ……。俺も痛いが……牢屋送りになるよりはマシだからな……。玉々が潰れるかと思ったぜ……」

「そんなに痛いのです？　ヴァン様」

「…………こめかみにやるよりは、まぁ、確実に痛いと思うぞ」

　男にしか分からない痛みにシルフは首をかしげているばかりだった。

　ヴァンは大人しくなったパオ吉きちをぶらさげて、ミストラルの街へと踏み込んでいく。
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「相変わらず活気に溢あふれているな」

「ええ。この街は魔導師による自治がしっかり機能しているから、商人も冒険者もたくさん集まってくるんですよね」

　シルフの言葉通りだった。

　街の中心部を貫く大通りには魔力の炎が灯り、道行く人々を温かく照らしている。

　ちょうど夕飯時ということもあって、大通りは活気に満ちあふれていた。

　……が。

　当然のようにヴァンは股間に突き刺さる視線を感じていた。

　ヴァンの股間には、隠しようもないピンクの象さんがぶら下がっているのだ。それも当然のことだろう。

「ねえねえお母さーん。あの人、おちんちんに象さんをぶら下げてるよ！」

「シッ、見ちゃいけません！」

　ヴァンのことを不思議そうに見つめていた子供は、母親に小脇に抱えられてどこかへと行ってしまった。

　道行く人々の視線が痛すぎる。

　これじゃあ露出狂みたいだ。

「隠すなよ？　躊躇ためらっていると余計に不審に見えるぞ。俺様みたいに堂々としていろ」

「呪われた装備よりもたちが悪いんじゃねえか!?　早いところ宿を取っておかなければ。たしかこの通りにあったよなっ」

「空飛ぶクジラ亭ですね。あそこのお料理はとっても美味しいから、またいつかきてみたいと思っていたところです」

「よし、さっさと駆け込むぞ」

「はい。今夜は久しぶりにたくさん食べられそうです♪」

　魔法を使うためには多くの集中力を必要とするらしいが、それよりも重要なのがシルフ曰いわく、バランスの取れた食事らしい。

　なのでシルフは抜群のプロポーションに見合わずに、かなりの大食いだったりする。

　その量たるや、食べ盛りであるヴァン三人分を軽く凌りよう駕がするほどだ。

　あんまりにも大食いなので一度だけそのことをからかってやったことがあったが、本気で怒られてしまった。

　それ以来というもの、生暖かく見守ることにしている。

「空飛ぶクジラ亭……、あった、ここだな」

　大通りの一角に、一際大きいレンガ造りの旅籠はたごを見つける。

　看板にはその名の通り、空を悠々と飛んでいるクジラが描かれていた。

　商人が集まるということは、それだけ新鮮な素材が集まるということでもある。それに腕のいいコックもいるから、今夜はここで英気を養うことにしよう。

　……そう思ってフロントにいくなり恰かつ幅ぷくのいい中年のマダムに掛け合ったのだが。（ちなみにそのマダムはヴァンとパオ吉きちを二度見して鼻で笑った。勘弁して欲しい）

「ほ、本当に部屋が一つしか空いてないのか？」

「今日は商人の団体さんが来ててねえ……。ダブルルームしか空いてないんだよ」

「ツインじゃなくて!?」

「そう。大きなダブルベッドが、真ん中にズドンだよ」

　ベッドが二つあるのならともかく、まさかのダブルとは。

　しかしマダムは、ヴァンとシルフを見比べるなり、どこか嬉うれしそうに唇の端を吊つり上げるのだった。

「まあ、あんたたちなら問題なさそうだけど。お安くしておくよ」

「待て。俺とシルフはそんな関係じゃねえって」

「あらら、付き合ってるんじゃないのかい？　あんた、そんな立派なもんぶら下げてるのに」

「い、いや……そのことにはあまり触れないでくれっ。それに付き合ってるわけでは」

　後ろに立っているシルフも、なぜか心配そうな声色で、

「ヴァン様……、付き合ってるわけじゃ、なかったのです？」

「ちょっ、シルフまでなにを言い出すんだよ。俺はよくても、こんなもんぶら下げてる野郎なんかシルフは嫌だろ!?」

「そんなこと、私に言わせないで下さいっ」

　一応、世界に平和を取り戻すまでは清い関係を……ッ。それに股間にはパオ吉という危険物も装備されているのだ。

　この状況で同じ部屋に泊まるのは、ラッキースケベで済むはずがなかった。

（どうする？　どうする、俺！）

　その動揺を、マダムに悟られてしまったのだろう。

　半ば無理やりに、ヴァンは引っ張られていくことになるのだった。

「はい、お二人様、ごあんな～い」







　ヴァンたちが通された部屋は、二階の角部屋だった。

　一人で寝るにはあまりにも広すぎる……そして二人で寝るにはちょっと手狭なベッドには、なぜかピンクの花びらが散らされている。

「ちょっとくらい大きな声を出しても壁、厚いから気にしなくていいよ」

　中年マダムは言い残すと、さっさと部屋を出て行ってしまった。

「あの、ヴァン様？　なぜベッドに花びらが？」

「さ、さあな、あのばあさんの趣味じゃないのか？」

　ごまかすも……あのマダムめ、余計なことをしてくれる。

　ヴァンとシルフくらいの年頃の男女が、二人きりで旅をしているのだ。そういうふうに見られても仕方ないところはあるが。

　だが真面目なシルフは、早速切り出すのだった。

「それでヴァン様。改めてですが……、この股間の象さんはなんです？　パオ吉きちさん、と仰っていましたが」

「あ、ああ……」

　できることならパオ吉のことはスルーしておいて欲しかった。一生ものの傷になりかねない。

　しかしそうも言ってられないだろう。

「なんだと言われても、俺も困るのだが。本当にこいつがエクスカリバーなのかよ……」

「だから、ヴァンたちがそう聞いてるんなら、そういうことにしておこうぜ。ちょっとくらいミステリアスなほうが格好いいだろ？」

「どの面下げて言ってやがるんだ、こいつは」

　ちなみに、こうしているあいだにも、パオ吉はその大きさをちょっとだけ増しているようだった。具体的には、シルフと二人きりになった、その瞬間から。

「ああ、ヴァン様の腰のあたりが、こんなに可愛くなってしまっているだなんて……」

　シルフは口元に手をあてて、頰を赤らめている。

　よほど股間から生えているピンク色の象さんが衝撃的なのだろう。その視線はパオ吉に釘くぎ付づけになっていた。

　それにメサイヤとの戦闘中にあんなことをされてしまったのだ。必要に迫られていたとはいえ。

「ふふ。そんなに見つめないでくれよ。照れるじゃないか」

「み、見つめてなんかいませんっ。ああ、なんでこんな酷いことに」

「俺様を呼び出したのはお前さんたちだろう？　こうなった以上は俺様とヴァンは、メサイヤを倒すまで一心同体。苦楽をともにする仲ってものさ」

「そ、そんな……」

　ショックなのは分かるが、しかしそんなに股間を見つめないで頂きたいところだ。

　羞恥プレイにもほどがある。

「それではメサイヤを倒すことができれば、ヴァン様を元に戻せるということです？」

「そういうことになるな。なにしろ、この魔物に満ちあふれた世界では、安心して俺様も寝てられないってもんだ。それに一度でも光の玉に俺様が封印されたら、再び呼び出せるようになるまで何年かかるか分からないしな！」

「な、なんということでしょう……。それでは本当にメサイヤを倒すまでヴァン様はこの姿ということです？」

「諦めるんだな、お嬢ちゃん」

「……分かりました。それでは一刻も早く、世界に平和を取り戻しましょう！」

　シルフは両手を握りしめて呟つぶやく。

　思っていた以上に、シルフは真面目なようだ。

　そして必死なようだった。

「ぐふふ。なんでそんなに必死なのかな？　お嬢ちゃん」

「そ、そんなこと……パオ吉きちさん、あなたには関係のないことです」

「そんなこと言うなよ。俺様だってヴァンの一部なんだ。それにしっかりと言葉にしないと伝わらないことだって、この世にはいっぱいあるだろう？」

「ううっ、変態象さんのくせに正論なのが悔しいです。だ、だって……、こんな象さんじゃ……で、ででで、できない、じゃないですか……」

「んんん？　なにができないのかな？　このエロエルフ」

「それは……！」

「俺様は見た目通りに鼻はいいんだ。その鋭い嗅覚によれば、シルフ、お前さんのうなじから甘酸っぱい香りが漂ってき」

「お黙りなさい、変態象さん♪」

　パオ吉の言葉を遮る、シルフの冷たい一言。

　そして笑顔（絶対怒っている）で、パオ吉の両耳を摑つかむと、

「パオオ!?　耳はよくない！　引っ張ったら皮が元に戻らなくなってしまう！」

「シルフ、よすんだ！　今から俺がウメボシをするから……あああっ、そこを引っ張られると……ヒギイ！」

　宿屋の角部屋で、悲鳴の二重奏が響き渡るのだった。





●第二章　アカリの身体はお兄様専用です！




　翌朝。

　朝日を孕はらんだ白いヴェールのカーテンが揺れると、心地のいい風が流れ込んでくる。

　実に爽やかな朝だったが……。

　しかしダブルベッドの端っこで目を覚ましたヴァンは、ゲッソリとやつれきっていた。

　ちなみにその全身は身動きが取れないように、ロープで縛られていたりする。

　ゆうべのうちにヴァンから言いだして、シルフに縛ってもらったのだ。股間が暴走せぬように、と。

「緊縛プレイとは、若いのにずいぶんマニアックだな、少年よ」

「お前のせいだろ！　ったく、昨日は大変な目に遭ったぜ……。我が息子であるパオ吉きちよ。シルフを怒らせたら怖いからな。絶ッッッ対に変なことを言うんじゃないぞ」

「そ、それは承知した。俺様は耳が弱いんだ」

「俺ももう耳は勘弁な……」

　シルフに引っ張られた感触を思いだしたのか、パオ吉は青ざめて縮み上がってみせた。

　あんなことを繰り返されたら、そのうち耳を広げて空を飛べるようになってしまいそうだ。そんな勇者、嫌すぎる。

　しかし先に起きて身支度をすませたシルフの怒りはまだ収まっていないらしい。

「まったくパオ吉さんったら、今度変なこと言ったら、このくらいじゃすまさないんですからねっ」

　プンプンと怒りながらも、シルフはロープを解いてくれた。

「ブ、ブ了解ラジヤー。今後は注意する」

　本当に大丈夫なのだろうか。

　我が股間のことながら、早くも心配になってくる。

「とりあえず朝飯、食わないとな。今後の予定はそれからだ」

　シルフにロープを解いてもらって、ベッドから立ち上がろうとした、そのときだった。

　異変はすぐに現れた。

「な、なんだか強烈な立ちくらみが……。た、立てないぞ」

　ヴァンは強烈な目め眩まいを覚えると、立ち上がることすらできずにベッドの縁に腰を下ろしてしまったのだ。

「大丈夫です？　ヴァン様。顔色が優れないようですが」

「いや、ちょっと休まないと無理そうだ」

　なんだか猛烈に身体が重たくて、それに怠だるさも感じる。

　昨日は気を張っていたからだろうか？

　いや、それはないだろう。

　今までだって、戦いの連続だったのだ。

　もっと酷い怪我だってしたこともある。

　それなのに、なぜこんなに身体が重たい？

「少年よ、これはもしかしてエクスカリバーを使った反動かもしれんぞ」

　ヴァンと同じようにゲッソリとやつれているパオ吉きちが口を開く。

「エクスカリバーの反動だって？　どうするんだよ、こんなに怠だるいと立ち上がれないぞ」

「怠いといったら、それじゃあヤルことは決まってるよな。男ならご飯の一本や二本抜いてスッキリしようぜ。やってもらう相手は……分かってるよな」

「お前はなにを言っている。それにご飯の単位は『本』じゃなくて『杯』だぞ。しかもなんだよ相手って」

「とぼけなくてもいいぞ。エクスカリバーは、しっかり手入れしてやらないと錆さび付いちまうしな！」

「な、なんということだ……！」

　あんまりな現実に、ヴァンは頭を抱えてしまう。

　だが頭を抱えていると……、

　部屋の外からけたたましくも軽やかな足音が聞こえてきたかと思ったら、勢いよくドアが開け放たれたのだ。







「あはっ。やっぱりお兄様だ……！」

「ア、アカリ!?」

　やや低めの、アルトのボイス。

　しかしその声は嬉うれしそうに跳ね上がっていた。

　ドアを開いて入ってきたのは、華きや奢しやな少女だった。

　背丈のあるモデル体型なシルフと比べると、頭一つ分くらい小さい。

　やや癖のある桃色の髪を肩まで伸ばし、右耳元だけに小さなお下げを結んでいる。

　十分に育った身体は、装飾を施されたライトアーマーに包まれていた。その腰には、華やかな細工が施されたレイピアが提げられている。

「お久しぶりなの、お兄様！」

　アカリと呼ばれた少女は、ヴァンを見つけるなり、パァッ、と明るい笑みを浮かべてみせる。

「ちょっ、アカリ、今お兄ちゃんは取り込み中なんだっ」

　ヴァンは咄とつ嗟さに股間を両手で隠すが（それでも隠しきれていない）、

「隠さなくていいよ？　昔、一緒にお風呂に入ったときに、おちんちんも、おまたもぜーんぶ見せあったじゃないの」

「アカリ、やめろ！」

　ヴァンの制止も聞かず、アカリは部屋に上がり込んで来るなりいきなりパオ吉きちをご開帳したではないか。

　ぼろんっ、

　両手に隠されていたパオ吉がおめみえしてしまう。

「フッ。俺様をご開帳するとは、ずいぶんと大胆なお嬢ちゃんだな」

　普通だったらドン引きする光景だが、しかしアカリはさも当然のように言うのだった。

「あなたがエクスカリバー？　伝説の通り、勇ましい顔をしているようね」

「褒めるなよ。照れるじゃねえか」

「ちょっ、アカリ、お兄ちゃんのおちんちんをそんなに見つめちゃいけませんっ。いきなり来たと思ったら、なんてことするんだよっ」

「だってお兄様、エクスカリバーを発動させたのだから、聖騎士であるアカリが駆けつけてくるのは当然のことでしょう？」

「そ、そうなのか!?」

「そのためにアカリはずっと修道院で聖騎士になるために修行してたんだから。それもすべてお兄様のために」

　この少女、本名を、

　アカリ・フォー・ラ・エクスキング、

　という。

　姓から分かることだが、ヴァンと同じように勇者の子孫であり、遠戚にあたる少女だ。

　まだヴァンが子供のころは、たまに会って一緒に遊んだものだ。

　最後に会ったのはまだ幼いころだったが、そのころと比べるとずいぶんと女らしく成長している。

　子供のころは表情に乏しく内気で、いつもヴァンの背中に隠れている感じの女の子だった。

　本を読んでやったら喜んでくれる、可愛らしい妹のような存在だったのだが……、

　その妹のような少女によって、ヴァンの股間はご開帳されている。

「お兄様ったら、この街に来ているのなら挨拶に来てくれてもいいのに。この魔術都市ミストラルは、エクスキング一族ゆかりの地でもあるのは知ってるでしょう？」

「す、すまん。だがまさかこんな格好で会いに行くわけにもいかないし。しかしアカリよ、いきなりなんてことをするんだっ。お兄ちゃんの股間を開くなんて」

「だって、こうしないとエクスカリバーにご奉仕できない」

「ご、ご奉仕!?」

　まさかの言葉にヴァンは変な声を出してしまった。

　急なことに呆あつ気けにとられていたシルフも、やっとのことで口を開く。

「誰です!?　ヴァン様のだ、だだだ、大事なところをいきなり開くだなんて！」

　だがアカリは冷たい笑みを浮かべると言うのだった。

「アカリはお兄様にお仕えするために正当な修行を積んだ聖騎士。あなたこそ誰なの？」

「わ、私はシルフ・ユグドラシル。エルフの正統な王位継承者ですっ」

「いくらお姫様だからって、お兄様を……、エクスカリバーを発動させてメサイヤを討ち取ることができないなんて」

「そ、それは急なことでっ」

　顔を赤くして反論するシルフだが、アカリは、

「ふふん。シルフ、大方、あなたの『マナ』が未熟だから、エクスカリバーを制御できずに暴走させちゃったんじゃないの？」

　鼻でせせら笑ってる。

「うう～っ。なんです!?　急に来たと思ったらマナとか、人のことを未熟だなんて！」

「マナとは、エクスカリバーの力の根源。エクスカリバーは、女体からマナを吸収することによって、その力を発揮するの。知らないの？」

「し、知らないもなにも……！　あのときはパオ吉きちさんがお腹が減ったと言って巻き付いてきて、それで……ッ」

「為すがままに吸われちゃったんだ。やっぱり未熟なんだから」

「……くっ」

　言葉に詰まっているシルフに、アカリは挑発的な笑みを浮かべると、

「ここは聖騎士であるアカリが、お兄様を元気にしてあげる」

「聖騎士ですって!?　淫らな性騎士の間違いじゃないです!?」

　シルフとアカリ、向き合って立っている二人のあいだに、バチバチと火花が散る。

　ヴァンはこの時に直感する。絶対にこの二人は気が合わない。

　正に水と油だ。

「ま、まあまあ、二人とも抑えて」

「そうだぞ二人とも。それにシルフもなかなか美味かったしな」

　こうなると男どもは穏便に済ませてもらうしかなくなる。

　だが……、直後に、アカリの口からとんでもない言葉が発せられるのだった。

「お兄様。アカリの身体、使って、いいよ？」

「なっ！」

　これにはさすがのヴァンも言葉を失ってしまった。

　アカリの身体を使っていい、ということは……!?

「アカリがマナを補充してあげる。昨日はいっぱい頑張ったから、立てないでしょ？」

「あ、ああ。確かに怠だるくて堪らないが……って、おい!?」

「むほ!?　慎ましやかながらも、張りを感じさせる膨らみ♪」

「そんな、破廉恥です！」

　ヴァンはおろか、その場にいるものすべてが凍りついた。

　なにしろ、アカリはなんの躊躇ためらいもなく胸をはだけてみせたのだ。どうやらライトアーマーは、簡単に胸をはだけられるような造りになっているらしい。

　ライトアーマーというしがらみから解放された乳房は、かなり圧迫されていたようだ。

　ヴァンの眼前で、プルンと豊かに波打っている。

　シルフと比べるとやや小ぶりではあるが、それでも十分に大きかった。その頂は、キイチゴのように色づいている。

「アカリが勃たせてあげる。お兄様、そのままベッドの縁に腰掛けてて。アカリが元気にしてあげるから」

　乳房を晒さらしたアカリは、ヴァンの股間に向き合うと跪ひざまずく。

　それはあまりにも扇情的な光景だった。

「げ、元気にって、まさか、アカリ……!?」

「うん。お兄様に、おっぱいでご奉仕してあげる」

　アカリはさも当然のように呟つぶやく。

「お、おっぱい!?　なにを言ってるんだ、アカリよっ」

「おっぱいで、気持ちいいこと、してあげるって言ってるの」

　だがそんなことを目の前で言われて、黙っていられるシルフではなかった。

「なっ、はしたないっ。そんなこと、不潔ですっ」

　だがアカリも負けてはいない。

「なにをそんなに恥ずかしがってるの？　これは必要なことなの。アカリが見せてあげる。本当のマナの送り方というものを」

　本を読んでやったら、素直に喜んでくれる内気な女の子だったのに──。

　妹のように可愛がっていた少女が、こうして乳房をはだけて跪いているという光景は、それだけでも禁忌を犯しているような気分になってくる。

「さあお兄様。アカリがご奉仕してあげるからジッとしててね？」







　パオ吉きちに触れた瞬間、背筋に甘美な電流が走った。

　初めてのことだったので、アカリはピクリ、微かに痙けい攣れんしてしまう。

　軽く達すると聞いていたから覚悟はしていたけど、もしも知らなかったら危ないところだった。

　それでも取り乱すわけにはいかない。

　アカリは努めて冷静な声で、

「お兄様のここ、赤ちゃんのほっぺたみたいに柔らかい」

「ふっ、褒めてくれるなよ」

　とろんとまなじりを下げるパオ吉きちだけど、当の兄は、すっかり取り乱していた。

「や、やめるんだ、アカリ。妹だと思っていたお前に、こんなことをされるなんて、絶対におかしい……ッ」

「アカリだって、もう大人なんだから。いつまでも妹扱いしないで。ほら、お兄様、しっかりとアカリだけを見て？」

　アカリは、両手で乳房を寄せると、パオ吉をサンドイッチしていく。

　これにはパオ吉も呻うめき声を上げてみせた。

「おうふ……。アカリは健康的な、いい乳をしているじゃないか。将来が楽しみだな」

「お褒めにあずかり光栄なの。エクスカリバー」

「修道院で修行を積んだというのは本当のようだな。いい感じに締め付けてくれる」
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「だけどこうして本番を迎えるのは今日が初めて。普段はバナナを挟んで練習していたの。どうかしら、お兄様、アカリは上手くできてる？」

　しかし兄はシルフを前にして、

「そ、そんなこと俺に聞かれても、怖くて答えられないぞ……っ」

　まだ躊躇ためらっているようだ。

　シルフもまた、両目を吊つり上げていた。

「こんなの、絶対ダメ、です……っ」

「未熟者は大人しくしてて。これは神聖な儀式なんだから」

「……ぐぬぬ」

　挑発的に言ってやると、シルフは悔しそうに唇を嚙かみしめる。

　そんなシルフを前にして、兄は快楽への踊り場で足踏みをしていた。

「お兄様。なにも躊躇うことはないの。今はアカリだけを見ていてほしい」

「んなこと言っても」

「それじゃあ……、これならどう？」

　アカリは指先で、自らの乳首に触れる。

　キイチゴのようにプックリと赤らんでいる頂は、かすかに乳白色の体液に濡ぬれていた。

「ああ、アカリのおっぱいから母乳、出てきちゃってる」

「ふっ。俺様に触れた少女は、それだけでみんな女になっちまうのさ」

「それもあるけど……アカリは、お兄様のこと、いつも考えてたんだからね？」

「そ、そんなこと言われてもっ」

「アカリの母乳、味わってみて」

「な、なにをしてるんだ、アカリ……！」

「アカリさん、そんな、いけません！」

「少女の身体には、生まれながらにしてマナの種子が宿っているの。エクスカリバーに触れることによってその種子が目覚め、こうやって熱を宿した母乳によってマナを送り込むことができるようになる。……シルフったら、そんなことも知らないの？」

「知りません、そんなこと！」

「ふふっ、それじゃあ、そこで大人しく見てることね」

「……くっ」

「うおお……っ。アカリのふっくらした感触が、吸い付いてくるぞぉ……っ」

「こらヴァン、腰を引くな。もっと堪能させろ！」

「無茶言うなよっ」

　兄の腰が後ろに引けるのを感じる。それも当然のことだと思う。

　なにしろ、アカリは指で母乳をすくい取ると、聖剣へとまぶしていったのだ。

　丹念にまぶしていき……パオ吉きちは、アカリの母乳でヌルヌルになっていた。

「アカリの甘い熱、伝わってる？」

「ああ、溶けそうだ……ッ。だけどアカリがこんなに大胆なことするなんて」

「これはお兄様が元気になるために必要なことなの。それだけエクスカリバーを使ったときの反動は凄いんだから。分かるでしょう？」

「そりゃあそうだが……っ」

「それじゃあ遠慮なく、アカリのおっぱいで果てて？　そのために、今までいっぱいバナナで練習してきたんだから」

　おっぱいで挟んで腰を上下させるというのは、思っていたよりも重労働だった。

　それに息をしようとすると、兄の香りが鼻孔に満たされて目め眩まいを覚える。

　染み一つなかった乳房は桃色に染まり、汗が浮かび上がってきていた。

　それが聖剣にまぶされた母乳と混じり、グチュグチュと淫いん靡びな音が、双丘の谷間から絞り出されている。

（やだ……。アカリのおっぱい、こんなにエッチになっちゃうんだ……）

　今までは兄のことを考えて、何度もバナナで練習してきたけど、こんなにも淫靡な光景にはならなかった。

　だが子宮に眠っていたマナの種子が目覚めた影響なのだろうか？

　乳首からは母乳が溢あふれ出し、兄を歓喜の快楽へと導こうと波打っている。

　兄が高まるのと同じように、またアカリも高まっていた。

　堪らずにアカリは呟つぶやいていた。

「触って……」

「えっ？」

　その一言がよほど意外だったのだろう。兄は聞き返してくる。

　こんなこと、恥ずかしくて言いたくないのに。

　しかし溢れ出す快楽に、アカリは我慢することができなかった。

「触って欲しいの。アカリの女の子の膨らみに」

「そ、そんなこと言われても」

「こんなこと、恥ずかしくてお兄様にしかお願いできないんだから。どうかアカリの勇気に応えて。勇者、でしょう？」

「そうだぞ、少年よ」

　やや投げやり気味にパオ吉が言う。

　それでもアカリはパイズリをしながら続けるのだった。

「お兄様。大切なのは、エクスカリバーの主であるお兄様への好意、そして感度と羞恥心なの。それらが強ければ強いほど、アカリの身体の中で、マナが凝縮されるんだから」

「さすがアカリ、詳しいな。俺様は昨日は腹が減ってたから、シルフをガッツリ頂いたが……。なるほど、あの暴走はシルフの羞恥心と好意が強すぎたゆえの暴走だったのか」

「だ、だからあんな大砲が……っ」

「しかしアカリは、ヴァンへの想いは文句なしだが、まだ羞恥心が足りていないようだな。それを搔かき立ててやれるのは、ヴァン、勇者であるお前しかいない」（キリッ）

　パオ吉きちは決めたつもりのようだが、すっかり表情が緩みきっている。

「その通り、エクスカリバー。さあお兄様、ちょっとだけでいいから、アカリに触って」

「どの辺がいいんだ？」

「そんなことを言わせるなんてお兄様ったらエッチなんだから。でも特別に教えてあげる。アカリは、その……てっぺんが……よく、感じると思う……。ピリッてするの」

「わ、わかった」

　兄の指先が、ゆっくりとキイチゴへと伸びていく。その指先は、緊張のあまりに小刻みに震えていた。

（こんなに緊張されると、アカリまで緊張してきてしまう……）

　こうやってエクスカリバーにご奉仕するのは必要なことだというのに、とてもイケナイことをしているような気になってくる。

　だが、その指先が触れようとした、そのときだった。

「だ、だめー！　ヴァン様、それ以上はいけません！」

　やはりというか、邪魔が入る。

　顔を真っ赤にさせたシルフによって、ヴァンの手が取られていた。

「ダメですっ。これ以上破廉恥なことをしたらいけませんっ。たとえエクスカリバーのためとはいえ！」

「シルフ、邪魔しないでくれる？　これはお兄様を元気にするために必要なことなの。それとも、あなたにできるというのかしら？」

「ぐ、ぐぬぬ……っ」

　シルフは悔しそうに唇を嚙かんでいるばかりだった。

「おいヴァン。俺様はもう我慢できないぞ。早くおっぱいに触ってやれよ。アカリだってお預けされて、どんどん熱くなってきてるしな！」

「そう。お兄様。これ以上アカリのことを焦らさないでほしいな」

「ちょっ、アカリ……！」

　戸惑う兄の手を取り、ゆっくりと乳首へと導いていく。

　兄の爪が触れた、その瞬間だった。

「んああっ」

　乳首から甘美な電流が走ったかと思ったら、全身を駆け抜けていったのだ。

　自分で触れるのとはわけが違う。

　溢あふれ出してきた官能に気まずくなって、もじもじと内股を擦り合わせてしまう。

（こんなに熱くなるなんて。下着、あとで換えておかないと。あ、でもお兄様で汚してしまった下着を穿はいたままでいるというのも……）

「アカリの先っちょ、コリコリになってるのか……？」

　戸惑っている兄は、すぐに指先を離そうとするけど、

「……お兄様、もっとアカリを味わってほしい」

「で、でも……、触るのは、なんだか悪い気がするし……」

「アカリが触っていいって言ってるんだよ？　そんな恥ずかしいこと、何度も言わせないで欲しいな」

「お、おう……それじゃあ、軽く、いくからな……？」

　アカリの大事な部分が熱くなっているとも知らずに、兄は興味深そうにキイチゴを転がしてきた。

「アカリのてっぺん、こんなに固くなってるのか。キイチゴ……いや、レーズンみたいに弾力があるな」

「んあっ。そ、そこは敏感だから……だめっ」

「あ、ああ。悪い」

　やはり兄はすぐに指を離してしまう。

　残ったのは、物足りないむず痒がゆさだった。

「ほ、本当にやめないでよ、お兄様。転がして欲しいの」

　自分でも矛盾したことを言っていると分かっている。しかし昂たかぶってしまった身体は正直だった。

　兄の指先で弄ばれると、プシュッ、絹糸のように細い母乳が噴き出してくる。

「お兄様ぁ……！　アカリはもう我慢できない……溶けるっ。んんっ、はううううっ！」

　お腹の奥底に眠っているマナの種子が芽生えると、急速に熱を帯びて子宮が溶かされそうになる。

「アカリのマナが凝縮されてるの……ンッ！　お兄様に受け取ってもらうために、お兄様のことをずっと想ってきたんだから……っ」

「うおおっ、アカリっ、おっぱいが吸い付いてきてるぞっ」

「俺様をこんなに挟み込んでくるとは……！　熱くて溶けそうになってるぞお！」

「お兄様！　もっと、もっとアカリのおっぱいをいじめて……！　アカリを突き上げて！　あっ、あひっ！」

　乳首を摘ままれたのと同時。

　サッと視界が真っ白になって、アカリは頂点へと昇り詰めていた。

　プシュッ！　プッシャアアアアア！

　両方の頂から母乳が噴き出す。それは男の射精のようにもみえた。

「くっ、くうううっ」

　アカリは唇を嚙かみしめると、身体を丸めて切なげに痙けい攣れんした。

　それでも兄にマナを送り込もうと、自らの乳房を両手で挟み込んでいる。

　ふっくらとした肉の狭間を聖剣に貫かれ、甘い香りとともに母乳が湧き出してきた。

　もはや聖剣は、アカリの母乳でヌルヌルになり、硬くいきり立っている。

「アカリ、離れるんだ！　もう、俺も限界だから……！」

「いいえ、離さない……ッ。お兄様を気持ちよくできるまでは……！」

　切なげに微笑むアカリ。

　その顔に向けて、

「パオーーーン！」




　ドピュッ！　ドピュピュ！




　パオ吉きちの咆ほう哮こうとともに、ピンクがかったレインボーな液体がアカリへと顔射されたではないか。

　桃色の髪も、整った鼻び梁りようも、体液塗まみれになっていく。

　それ自体にマナを凝縮させる作用があるのだろう。正面から受けたアカリは、「あっ」と短い声を漏らすと、達していた。

「ああ、お兄様からいい匂いが……。んんっ！　はふぅ……」

　その言葉とともに、アカリはビクビクと身体を痙攣させてしまった。

　気がつけば、クロッチの裏側は生卵を流し込まれたかのようにヌルヌルになっている。

「俺様の聖なる液体……聖液には、女体にのみ効く催淫効果があるからな。ご褒美ってやつさ」

「なにがご褒美だよっ。だ、大丈夫かよ、アカリ。なんだか苦しそうに痙攣しているが」

「苦しい？　お兄様のためなら、むしろ心地いいくらい」

「そ、そうなのか？」

「これでマナの補充も上手くいったはず。お兄様、元気出た？」

「おお、なんか分からんけど、怠だるさがなくなってる！」

「それはよかった……。アカリはもう限界……」

　初めてマナを受け渡したが、想像していた以上に吸い尽くされている。

　心地いい倦けん怠たい感かんに身を任せていると、聖剣に向けて頭を垂れてしまう。床に額をぶつけてしまいそうなほどに。

　そこを兄に抱え上げられていた。

「おっと危ない。やっぱり大丈夫じゃねえみたいだな」

「でも、お兄様のためなら」

　兄に抱き上げられると、膝の上に乗せられる。

　昔はこうして抱っこしてもらって、高いところに咲いている花を摘んだものだ。

「ずいぶん重たくなったよな、アカリは」

「重たくなったなんて、お兄様ったら失礼なんだから。それに……体重だけじゃなくて、他の部分も成長しているんだよ？」

　抱きかかえてくれている兄の手を取り、

「さあ知って、お兄様。アカリが女の子になったところを……。こんなに熱くなってるんだから」

「えっ、ちょっ、それ以上は色々とマズい」

　だが兄は抵抗しない。

　その手を、しっとりと湿っている大事な部分へと導いてい──

　だが、そのときだった。

「それ以上は、ダメー！」

　さすがのシルフも止めざるを得なかったらしい。

　ヴァンとアカリのあいだに、顔を真っ赤にして滑り込んできたではないか。

　気がつけば、アカリは兄から引き離されていた。

「いいところだったのに……。肝心なところで邪魔しないでくれる？」

「なにが邪魔です!?　エッチなことはいけないです！」

「シルフ、いつまで我慢できるのかしら？　ローブのおまたのところが握りしめられて、クシュクシュになってるけど。アカリたちを見て、感じちゃってたの？」

「そ、そんなこと、ありません！」

　プリプリと怒り出すシルフを尻目に、アカリは早々に着衣を整えるのだった。




　ちなみにヴァンは見逃さなかった。

　アカリがこっそりと可愛らしいコットンショーツを脱ぐと、顔にぶっ掛けられた聖なる液体を拭き取っているところを。

　そしてそのヌルッとしたショーツを、

「んっ」

　短い呻うめき声とともに、なんの躊躇ためらいもなく穿はくところを。

　そしてその頰が弛し緩かんすると、ブルルッ、小さく身体を震わせるところを。

　どうやら、妹さまはちょっと変態に育っているのかもしれなかった。





●第三章　三毛猫ミーシャを雇って




「それで、これからのことなんだが」

　咳せき払ばらいをして切り出すヴァン。

　ちょっと……、というか、アカリの乱入があってかなり脱線してしまった。

　ときはあれから数分後。

　場所は宿屋の一室。

　この部屋はいまだアカリの甘い香りに満たされているが、凍てついた空気に比べたら些さ末まつな問題でしかない。

　具体的には、シルフとアカリのあいだに、見えないブリザードが吹き荒れている。

　それでもアカリがマナを分け与えてくれたおかげなのだろう。ヴァンもパオ吉きちも、すっかり元気になっていた。

「アカリよ。毎日さっきみたいにマナを分けてくれないと、俺はゲッソリやつれきってしまうのか？」

「うん。エクスカリバーは毎日お手入れしてあげないと、その影響はお兄様にまで及んでしまうの。今回はシルフの未熟なマナのせいで、特に激しく消耗していたみたいだけど」

「未熟で悪かったですねっ」

　まなじりを吊つり上げているのはシルフだ。しかしアカリは落ち着いたアルトのボイスで、さも当然のように、

「いえ、これは正当な修行を積んでいなければ仕方がないこと。と、いうわけで、アカリもお兄様と一緒に旅をするから」

「……なっ」

　これにはさすがのヴァンも驚いてしまった。

　まさかアカリがついてくると言い出すなんて。

　しかし驚いているヴァンたちを尻目にアカリは続けるのだった。

「本来ならば……、お兄様の故郷であるエクスキングの街が魔王軍に陥落させられなければ、アカリと一緒に旅に出る算段になっていたんだから」

「そ、そうだったのか……」

「お兄様はエクスカリバーを携え、そして修道院で修行したアカリがそのお供をしてメサイヤを倒すことになっていたの。しかしまさか、お兄様が行方不明になるなんて。生きていてくれて、本当に嬉うれしいんだから」

「もしかして俺、死んだことになっていたのか？」

「うん。だからアカリは毎日悲しくて。それでも、お兄様が生きてるって信じて、毎日練習していたんだから」

「そいつは悪かったなぁ……。でも、なんで俺がここにいるって分かったんだ？」

「それは昨日、光の玉が発動したから。それから細かい場所の特定に時間がかかったけど、まさか同じ街にいるとは思わなくて」

「そして俺がいると分かって、ベッドインというわけだったのか」

「それだけお兄様のことをずっと考えてたの！」

　怒り出しそうになったアカリの頭を撫なでてやると、すぐに機嫌をよくしてくれたらしい。猫のようにすり寄ってくる。

「で、ヴァン様？」

　シルフの冷え切った声に、再びブリザードが吹き荒れる。

「これからどうするのです？　メサイヤに深手を負わせたものの、そのメサイヤがどこに行ったか分からないのでは、なにを目指せばいいのか分かりません」

　シルフの言うことも、もっともだった。

　だがこの件については、ヴァンも一晩中、緊縛されながら考えていた。

「あんなにも深手を負わせたんだ。メサイヤは北にある居城に戻って傷を癒やしていると思うんだ」

「極地にあると言われている魔王の城です？　と、いうことは、まずは北を目指すということになりますね」

「ああ、まずは北を目指そう」

　昨日メサイヤと一戦を交えたロシュアーナ城は、北方の雪国に屹きつ立りつする城であり、北の極地から攻めてくる魔王軍との戦線を押し上げていた。

　そのような状況下でロシュアーナ城で深手を負ったメサイヤは、居城に戻って傷を癒やしているはずである。

「アカリもそれで問題ないな？」

「うん。お父様とお母様には、すでに旅に発つと伝えて飛び出してきたから」

　どうやらアカリも準備オッケーらしい。

　そしてそれはパオ吉きちも同じようだった。

「ふふふ。まさか両手に花の旅になるとはな。ヴァン、お前もなかなかやるじゃないか」

「……お前は黙っていてくれ……」

　ヴァンは深々とため息をつくと、文字通り重たい腰を上げるのだった。





☆






　しかし北に向かうとなると、必要になってくるのが旅の足となる馬車だった。

　魔術都市ミストラルから北に進むと、街道沿いに行って最初の人里はウインドバレーの村となる。

　地図で距離を測ってみたところ、徒歩で向かった場合は野宿確定コースだった。

　ヴァンとシルフは野宿に慣れているとはいえ、アカリを連れて初日から野宿をするのは気が引ける。

　ただでさえヴァンの股間には、考えようによっては魔物よりも怖ろしい危険物がぶら下がっているのだ。

「北に向かう商人がいれば、馬車に相乗りさせてもらえると思うのだが……」

　ヴァンたちは大通りに出て片っ端から商人に声をかけてみるも、しかし幸運の女神様は、ヴァンたちを見放しているらしい。

　北へと続く街道には、近ごろ魔物が活発に出るらしく、ことごとく断られてしまった。

　もっとも……。

　股間にこんなものをぶら下げているから当然といえば当然だけど。

　商人どころか、道行く人々の視線が痛すぎる。

「こいつは野宿コースになりそうだなあ……？」

「俺様はそれで構わないぞ。野宿と言えばラッキースケベだからな！」

　パオ吉きちは早くも妄想を膨らませているのか、ワンサイズほど大きく膨らんでいる。

　これは一刻も早く馬車を見つけなければ。

「おや、あの馬車は……、まだ声をかけていなかったな」

　ちょうど馬小屋から出てきた馬車を見つけ、ヴァンは駆け足で近づいていった。

「今日も風向きはバッチリだニャ。風の向くまま気の向くまま、道草しながら自由気ままに旅するかニャ？」

　御者台で馬に話しかけているのは、意外なことに小柄な少年だった。

　いや、もしかしたら少女かも知れないけど。

　それが分からぬほどに、華きや奢しやな身体つきをしていた。また、服装も洗いざらしたシャツにキュロットをサスペンダーで吊つっているという、中性的なものだ。

　それよりも目を引くのは、キュロットから伸びている三毛猫柄の尻尾だった。

　それに尻尾と同じ三毛柄の髪の毛からは、猫耳がピンと上向いている。

　フェルプールという、半獣の種族だ。

　人間社会に溶け込んではいるものの、その身分はあまり優遇されたものではない。

　だがフェルプールもまた、身分に執着することを嫌い、自由を好む旅がらす気質で行商人として大成しているものが多いと聞く。

　だからこのフェルプールも旅をしているのだろう。となればチャンスだ。

「ちょっと待ってくれ。今から発つところなのか？」

　ヴァンは、できるだけ爽やかな笑みを浮かべ、御者台に座っているフェルプールに声をかける。

「ンにゃ？　そうだけど……」

　フェルプールは馬車を止めると、胡う乱ろんげな視線をヴァンへと向けた。

　やや吊つり上がったどんぐり眼で、猫のようなひげがピクピクと動いている。

　年の頃は……ヴァンよりも少し下くらい……だろうか。

　フェルプールは根無し草の旅がらすが多いと聞くが、この年頃の旅人は珍しい。

「今から発つところだけど、変態さんはお断りだニャ」

「へ、変態……！　いや、俺はヴァンっていう旅のもので、決して怪しいものではないから聞いて欲しい」

「……そんなものぶら下げて、なに言ってるニャ」

「こ、これはだな、ゆ、勇者専用の装備なんだ」

「勇者って……、昨日ロシュアーナのほうでちょっと騒ぎがあったらしいけど。なにか関係あるのかニャ？」

「もう知ってるのか」

「フェルプールの伝でん書しよ鳩ばとネットワークを見くびってもらっては困るニャ。となるとキミが、あの伝説の勇者の子孫であるワイヴァーン……なんとか？」

「そういうことになるな」

「これはこれは。ボクの名前はミーシャ。こうして馬車で世界を旅しては交易のまねごとをして路銀を稼いでいるニャ」

「そうか、それでミーシャ。特に目的がないのは本当か？」

「ニャ。この街でいいお茶が手に入ったから、どこか適当なところで売りさばいてやろうと思っていただけニャ。行商ついでに相乗りさせてやってもいいけど」

「そうか、それは助かる。それじゃあ北のウインドバレーに向かって欲しいのだが」

「ぐニャ」

　北に行きたいと言った瞬間、ミーシャと名乗った少年（少女？）の顔が曇った。

「伝説の勇者なのは立派だとは思うけど、最近そっちのほうは魔物の動きが活発ニャ。行きは勇者様が護衛してくれるとして、帰って来れなかったらお陀だ仏ぶつだニャ」

　やはり駄目か……。思って諦めようと思ったが。

　ミーシャの吊り目から、突き刺さるような視線を感じる。それもヴァンのベルトにぶら下げられている麻袋に。

　この麻袋には、今まで蓄えてきた路銀がパンパンに詰まっていた。

（ああ、なるほど）

　さすがフェルプール。あざとい。もっとも、そのあざとさがあるからこそ、こうして一人旅をしても無事でいられるのだろうけど。

「一応、交渉の余地はあるっていうことだな？」

「まぁ……そういうことだニャ」

　ヴァンは苦笑しながら、麻袋を手に取る。それはずっしりとした重みがあった。

　幸いなことに、魔王討伐の最中に手に入れた宝石類も潤沢にある。

　魔物を生成する際に、メサイヤは宝石類を核にするらしく、倒すと元の姿である宝石に戻るのだ。

「行きの運賃は拳一つ分として……、それで帰りは傭よう兵へい代を必要経費に積むとして、拳二つ分でどうだ？」

「うはっ。こんニャに!?　それだけあれば、帰りの傭兵を雇ってもおつりがくるニャ」

「契約成立だな」

「改めまして、ボクの名前はミーシャ。短い間だけどよろしくニャ、ご主人様♪」
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　ミストラルとウインドバレーを結ぶ街道は、魔物が出没さえしなければそれなりに活発に行商人たちの行き来があるらしい。

　だがヴァンたちの他には馬車はなく、草原に刻まれた轍わだちがどこまでも続いている。

　ミーシャの操る荷馬車は、ヴァンとシルフ、そしてアカリを乗せてゴトゴトと揺れながら、ゆっくりと北へ進んでいた。

「乗り心地はどうかニャ」

　御者台に座っているミーシャは、前を向いたままで猫耳をこちらに向ける。

「はい、おかげさまで」

「アカリは乗り物酔い……うぷっ」

　旅慣れしているシルフは大丈夫だけど、アカリは早くも顔面蒼そう白はくになっている。

　ずっと街にいたのだろうから、こういった乗り物は慣れていないのだろう。

「おいおい、大丈夫か、アカリ」

「これくらい平気、なんだから……。お兄様……ううっ」

「これは重症みたいだな。無理せずに横になってろよ」

「うん……」

　てっきりシルフと張り合うと思っていたけど、アカリは大人しく横になってしまった。

「まぁ……夕方には着くから、それまでの辛抱だニャ」

　前を向いたままのミーシャは、苦笑交じりに言った。

　ヴァンも御者台に顔を出してみると、そこからは春を感じさせる草原に、延々と轍が延びている。

「この道を直進すればウインドバレーか」

「ニャ。ウインドバレーの特産品である絨じゆう毯たんは、きめが細かくて使い込むと味のあるいい色になると評判なんだニャ。それを仕入れるために、ミストラルでお茶を買い、ウインドバレーで売りさばいてやるのが鉄板ネタニャ」

「さすがミーシャ。旅慣れしているな。それにしても、俺たち以外、誰もいないな」

「当たり前ニャ。魔物と会ったら、命からがら逃げるしかないし、せっかくの荷物がパァ。そうならないためには傭よう兵へい代がかさむニャ」

「そんな危ないところに付き合わせておいてなんだが、家族とかの心配はないのか？」

「ボクは根無し草の旅がらす。風の向くまま気の向くまま。行きたいところに旅する性分だから、その辺は心配無用ニャ。それにご主人様が守ってくれるだろうし」

「それは任せてくれ」

　このあたりに出没する魔物が恐れられているとはいえ、世界を旅してきたヴァンにとってはザコも同然だろう。

（だが、油断は大敵、だよな……）

　そんなことを考えていると、馬車は丘を登りきる。

　そこからは、草原を一筋に刻む轍わだちを一望することができたが……、

「なんだ、あれは」

　ヴァンは目を細めて行く先を見つめる。

　丘から見下ろしているからよく分かった。

　街道の真ん中に、巨大な黒岩が鎮座していたのだ。

「嵐で転がってきたのか？　それにしてはあまりにも大きすぎるが」

「ちょっと揺れるけど、あの岩を迂う回かいするニャ。アカリには気の毒だけど」

「うう～」

　背後からアカリの恨めしそうな声が聞こえてくるけど、少しばかりは勘弁して欲しい。

「どーどー……ニャ」

　迂回しようと、ミーシャは手綱を器用にさばく。……が。

（俺の見間違いか？）

　ヴァンは黒岩を注視し、眉をひそめた。

　いま、見間違いでなかったら、巨大な黒岩が微かに動かなかっただろうか？

「待ってくれミーシャ。どうやらお客さんのようだぜ」

「お客さんって、あの岩がかニャ？」

「そのようだな。どうやら相手も気づいたみたいだぞ」

　ヴァンの言葉に応じるようにして、黒岩がのそり、蠢うごめいた。

　岩だと思っていたものから手足が伸び、膝をつき身体を起こす。

　その体長は八メートルはあるだろうか。

　それは、一言でいってしまえば巨人だった。

　筋骨隆々としていて、場違いなまでの爽やかな笑みを浮かべている。唇が分厚いから、その笑顔はむさ苦しいものがあった。

　浅黒い裸体に、最低限の毛皮を纏まとったそいつは、トロルと呼ばれている魔物だった。

　てっきりエンカウントしてもワーウルフ程度のザコだと思っていたから、魔物が活発に動いているというのは本当なのだろう。

　本来ならば、トロルはもっと北方に生息しているはずだ。

「こんなところでトロルとはな。しかも昼寝の邪魔をされて機嫌が悪いらしいぞ」

「逃げるかニャ？」

「そうしたいところだが、トロルは足も速い。ったく、面倒なやつに会ったぜ」

　銀のロングソードに手をかけるヴァンだが、

「まあ、そんなに突っ走るな、青二才」

　パオ吉きちに諫いさめられてしまう。

「そんなナマクラを使わなくても、俺様というエクスカリバーがあるだろう」

「おいおい、ここであの大砲を放ったら大変なことになるだろ。吹っ飛んでいくのはもう勘弁だぞ」

「あれはシルフを頂いたからだ。いわばエクスカリバーは変幻自在なマルチウェポン。今朝受け取ったアカリのマナは、それなりに制御できるように調整されているはずだ」

「そうなのか？」

「おそらく、な。ちょうどいい。俺様の力をみせてやることにする。しっかりついてくるんだぞ、青二才」

「なにが青二才だ。俺だってメサイヤと戦って深手を負わせたんだぞっ」

「そういうところが青二才だって言ってるんだ。さあ、行くぞっ」

　パオ吉に引っ張られるようにして、ヴァンは馬車から降り立った。

　こちらに満面の笑みを浮かべている浅黒いトロルは、筋肉モリモリのマッチョマンの変態野郎といった風情がある。

　もしも人間と同じ大きさだったとしても、ヴァンも素手で敵う気はしない。それなのに、八メートル級だなんて。

　幸いなことに、トロルは寝起きなのか吞のん気きに頭をかいていたりする。

　エクスカリバーを呼び出すには、これ以上のチャンスはないだろう。

「それで肝心のエクスカリバーはどこから出てくるんだよ、パオ吉」

「まあそんなに焦るな。な、アカリ」

　パオ吉きちが長い鼻を背後に伸ばす。その先には、馬車を降りてきたアカリが、すでにライトアーマーの胸をはだけていた。

　その豊かな膨らみからは、ふんわりとした甘い香りが漂ってきている。

「ちょっ、アカリ、なんて格好してるんだよ。それに体調が悪いんなら休んでろって」

「アカリさん!?　こんなところではしたないですっ」

　驚くヴァンとシルフだけど、アカリはさも当然のように、

「お兄様にマナを渡すためなら、全然恥ずかしいことじゃない」

「さすがアカリだ。俺様もちょうど腹が減ってきたところだからな。始めるぞっ」

　パオ吉の鼻が伸びると、

「んっ、んううううううううう！」

　アカリの華きや奢しやな身体に、蛇のように鼻が巻き付いて宙へと持ち上げる。

　その鼻先は、ピンクの頂へと吸い付いていた。

「んあっ、あああ……！　お兄様に縛り上げられてる……ンンー！」

　プシュッ、母乳が噴き出すと、アカリの四肢が切なげに痙けい攣れんして、力が抜けていった。

「お、おい……敵の前でなんてことをしてんだよ……」

　ヴァンのツッコミももっともである。

　だが縛られているアカリは、苦しげな表情を浮かべながらも言うのだった。

「今朝お兄様にしたご奉仕は、いわば『朝のお勤め』。お兄様に元気を出してもらうための、最低限の食事。だけど、エクスカリバーを具現化させるためには、アカリのマナを極限まで濃縮して渡さないと……ンッ、ンンー！　も、もっと……すすってぇ……！」

「おいおい、アカリ、苦しそうにしてるけど大丈夫なのか!?」

「アカリのことなら、なんにも心配いらない……っ。お兄様のため、なら……んあっ、あう！　アカリのマナの種子を目覚めさせて……！　あっ、あひ！」

　アカリは苦しげに痙攣すると、プシュッ──、乳房を波打たせて、何度も射精と見まごうばかりの母乳を噴き出してみせた。

　それは目の前にいるヴァンへと降りかかってくる。

　だがパオ吉のリアクションは薄かった。

「ん～。なんかそそらないなー。なんというか、もっと恥ずかしがってくれないと、俺様も昂たかぶらないぞ～」

　これにはさすがのヴァンもドン引きだ。

　鼻で縛り上げているアカリに、更なる辱めを与えるだなんて。

「な、なに言ってるんだ。アカリを、もっと恥ずかしがらせる、だと……!?」

「羞恥心は大事だろう？　そうだ、ヴァン、お前もアカリに触れてやるんだ」

「なっ。そんなことできるわけねえだろっ」

「早くしないと、トロルのやつが来ちまうぞ。ほら、戸惑っている暇はない！」

「お兄様、遠慮しないで。エクスカリバーを具現化させるためには、極限まで濃縮されたマナが必要なの」

「凝縮って……？」

「アカリの身体で凝縮されたマナは、母乳やその他の体液となって溢あふれ出す。エクスカリバーはその凝縮されたマナを吸収することによって、真の力を具現化することができるの。だからお兄様、どうかアカリに辱めを与えて……っ」

　パオ吉きちは器用に鼻を動かすと、アカリのスカートをチラリとめくり上げる。

「触るってそこかよ!?　む、胸のほうが……」

「ううっ、お兄様に、おまた触られちゃうの……はううっ」

　プシュッ！　触られるところを想像してしまったのだろう。アカリの双丘から勢いよく母乳が噴き出してくる。

「さあ、アカリも触って欲しそうにしてるじゃねえか。男なら、ガバッといけって！」

「だ、だが……」

　馬車のほうから覗のぞき込んできている、シルフの視線が痛すぎる。

「ヴァン様ぁ……。本当にガバッといっちゃうん……です？」

　涙目になっているシルフを前に、こんなことをするのは気が引けるが……、引けるが！
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「シルフ、すまん！　これも世界平和のためなんだ！」

　ヴァンは意を決すると、アカリの大事な部分へと手を潜り込ませていった。

　そんなアカリのスカートのなか……そこはムワッとした蒸気に満ちており、指先に絡みついてくるほどだった。

　それに絡みついてくるのは蒸気だけではない。

「な、なんだ？　アカリのパンツ、熱くなって、それにヌルヌルしてる……？」

　戸惑いながらもショーツへと指を食い込ませていくと、そこはふっくらと柔らかくて、どこまでも指を飲み込んでいくほどだった。

「凄い……こんなに濡ぬれてるのか？　な、なんで？」

　確かに今朝は聖液をまぶしたショーツを穿はいていたけど。それでもこんなに量はなかったはずだ。それにこうしているうちにも、ショーツはハチミツ塗まみれになっている。

「お兄様ったらウブなんだから。女の子は、エッチな気持ちになると、おまたが濡れてきちゃうんだよ？　もしかして、シルフとも……したことないの？」

「あ、当たり前だろ！　それにしても、す、凄いな。漏らしたみたいじゃないか」

　戸惑いながらもねっとりとした秘筋に指を食い込ませていくと、

「んあっ、お筋に、指が……くっ、くうう！」

「おや？　この部分だけコリッとしてる？」

「お豆は……ひぃん！　そこはダメ！」

　それは直後に起こった。

　アカリのショーツが食い込んでいる縦筋が痙けい攣れんすると、ジョッ──！

　生暖かい液体が噴き出してきたのだ。

「あっ！　あっ！　あっ！　あっ！　あっ！」

　アカリは酸欠になった金魚のように口をパクパクさせると、ショーツから生暖かい聖水が滲しみ出してきた。

　それはヴァンの手のひらに弾けると、黄金の雫しずくとなって草原へと落ちていく。

「うほっ。アカリまでも聖水のサービスをしてくれるとはな！　ヴァン、お前もずいぶんと罪な男じゃねえか。ここから更に責めるぜ！」

「ら、らめぇ！　エクスカリバー、それ以上されるとアカリはおかしくなってしまう！」

「おいパオ吉、それ以上は本当にマズいって！」

「んなこといってもまだ胸だけだろ？　ほーら、熱くなってるここはどうかな!?」

　パオ吉の鼻が、今度はスカートに潜り込んでいくと、

「んっ、ふううう！」

　アカリは獣のように低い喘あえぎ声を漏らした。なんとか止めていたのであろう残尿が、黄金の雫となって散っていく。

「それ以上はぁ……。ああっ、せっかくお兄様のお汁が染みこんだおぱんつ、これ以上汚したくないのにぃ……ッ」

「そんなもん、俺様がいくらでもやるよ。今は、自分に正直になったらどうだ？」

「ンッ、あああ！　くぅ！　おまたに食い込んできて……、吸われ、るぅ……！　アカリのお汁、吸われちゃってるぅ……！」

　プッシャアアアアア！

　ヴァンは目を疑ってしまった。

　アカリの双丘から母乳が噴き出し、股間からも熱い汁が噴き出してきたのだ。

「ふっ、潮噴きサービスとは、さすが聖騎士だな。おかげで俺様の腹も満たされたぜ」

「み、満たされたって……アカリ、大丈夫なのか!?」

「アカリは……平気、なの……。お兄様のためなら……ううっ」

　なんとか絞り出すと、アカリはくったりと弛し緩かんしてしまう。

　そんなアカリを、パオ吉きちは優しく草原へと横たえてやった。

「アカリのマナ、確かに受け取ったぜ！　ヴァンよ、感じないか!?」

「か、感じる……？」

　直後、

　ドクンッ！

　ヴァンは鼓動が早く、そして力強くなるのを感じた。

　これはメサイヤとの戦闘のとき……パオ吉が大砲となったときの感覚とよく似ていた。

「こ、これは……！　まずい、このままだと大砲になってまた吹っ飛んでいくぞ！」

「心配するな、青二才。ほほう、こいつはいいテクニックで磨かれた、密度のあるマナだ！」

　異変はすぐに起こった。

　パオ吉が黄金に輝きだすと、大きく膨張し始めたのだ！

「で、出るぞ……ヴァン！　心の準備はいいか!?」

「出るって！　くっ、股間が燃えるように熱い！」

「エクスカリバーよ、その姿を現すがいい！　パオーーーーーン！」

　野太い咆ほう哮こうが草原に響き渡ると、股間がより一層神々しく輝き出す。

「お、抑え、切れない……！　このままだと、また吹っ飛んでいく、ぞぉぉ！」

　地面に踏ん張って耐えるヴァン。

　だが発射されたのは、ビームではなかった。

　ビュクッ！　ビュクク！

　パオ吉が痙けい攣れんし、発射されたのは、レインボーの聖液だったのだ。

　それも地面に落ちることなく、ヴァンの目の前で神々しい光を放ち、浮遊している。

「さあ、ヴァンよ。手に取るんだ。なにも躊躇ためらうことはない」

「そんなこと言われて、素直に手に取ると思ってるのかよ!?」

「この聖液は、いわばアカリとヴァンの愛の結晶なんだぞ。それを前にして、男であるお前が躊躇っていてどうする。責任持てよ」

「くっ。変態象さんのくせに、いつも言ってることがまともなのが悔しい……っ」

　これが愛の結晶だと言われてしまえば、男として責任から逃れるわけにはいかない。

「うう……ヴァン様が責任とらされてますぅ……」

「シルフの視線が痛すぎるが……ッ。ここはトロルを倒すため……！」

　ヴァンは意を決すると、不定形なレインボーの聖液のなかへと両手を突っ込んでいく。

「うおおっ。熱い……！　こ、これは!?」

　ヴァンは我が目を疑ってしまった。

　聖液はヴァンの両手を包み込むと、ゆっくりと一つの形を生成していったのだ。

　まるでそれが正しい答えであるかのように。

「こ、これがエクスカリバーなのか!?」

　ヴァンは右手に出現したものを見つめ、あまりの神々しさに頭上へとかかげてみせる。

　それは紛れもなく、ヴァンの家系に伝えられていたエクスカリバーそのものだった。

　鍔つばの部分には豪ごう奢しやな装飾が施され、刀身は太陽の光のように輝いている。

　肉厚な刀身は、一見して両手持ちしなければ落としてしまいそうなほど重たそうだが、羽根のように軽かった。

「これが代々俺の家系に言い伝えられてきたエクスカリバー……なのか!?」

「はぁ、はぁ……。なんとか上手く形になってくれた……。ずっとお兄様がアカリのエクスカリバーを握ってくれるところを想像しながらお祈りしてきたの」

「アカリのマナが、この聖剣を作り出してくれたっていうのか？」

「うん。そして一緒に戦うために、たくさん練習してきたんだから」

　パオ吉きちの鼻から解放されたアカリは、腰にさげていたレイピアを構える。だがあんなことをされたばかりなのだ。立っているのもやっとといった感じだった。

「アカリ、無理はするな。この変態象さんにマナを吸われてキツいんだろ。ここは俺が戦うから、アカリは休んでいるんだ」

「……お兄様ったら、変わってないんだから。そうやって一人で全部解決しようとするところ。シルフにも背中を守らせてばかりだったんでしょう？」

「そりゃあ、そうだが……」

　だけどそれはシルフが魔法使いだからだ。

　勇者であるヴァンが前に出るのは当然のことだった。

「どうせシルフは魔法使いだから、俺が前に出るしかないとか思ってるんでしょ？」

「ううっ」

　まさかの図星に、ヴァンは言葉に詰まってしまった。

　だけど敵さんは待ってはくれない。

「おいお前さんたち。イチャつくのはいいが、今はそんなことをしている場合じゃないだろ？　トロルの奴が、こっちに向かって走ってきてるぞ」

　黄金に輝き怒張しているパオ吉きちの鼻先が、トロルに向かってそそり立つ。

　どうやらトロルもお目覚めらしい。

　トロルは、満面の笑みを浮かべたままで、

『あいーん』

　と奇怪な声を上げながら全力疾走してきているところだった。足が着くたびに、地震のような震動が伝わってくる。

　シルフも杖つえを持って馬車から降りてきた。

「私も援護を？」

「いや、シルフは馬車を守ってくれ。ここで馬車を破壊されたら面倒なことになる」

「分かりました。お気をつけて。……アカリさんも、せいぜいお気をつけ下さいっ」

　シルフの視線が、やや痛いのは気のせいではないだろう。

　その視線を受け、ヴァンはエクスカリバーを片手にトロルへと向けて駆けだしていた。







（マナを吸収されて弱っているアカリを前に出すわけにはいかない！）

　ヴァンはエクスカリバーを握りしめ、トロルへと猛進していく。

「おいヴァン！　まさかこのまま突っ込む気か!?」

「当たり前だ！　それにこのエクスカリバーだってあるんだから大丈夫だろ!?」

「待て。お前はまだ聖剣使いとしては初心者なんだ。まずは相手の出方を見てからでも遅くはないっ」

「股間のくせに喋しやべるな。行くぞ！」

　トロルは大きいぶんだけ、動きが鈍重になる。勝機があるとしたらそこだ。

（ここは懐に潜って、一撃を叩たたき込む！）

　ヴァンは一気に距離を詰めると、トロルの足元へと潜り込んでいた。

（叩き切るなら膝の裏！　ここはどんなに鍛えていても筋肉が薄い！）

　それに膝の靱じん帯たいを切断すれば、この巨体だ。

　立っていることすらもできないだろう。

　そう考えて、ヴァンは跳躍の勢いのままエクスカリバーで一撃を加え──、

「がはっ！」

　しかしその直後には、ヴァンはあさっての方向へと吹き飛ばされていた。

　トロルの張り手が炸さく裂れつしていたのだ。

　ヴァンの身体は草原の上を二、三回バウンドすると、ようやく止まった。

「あんなにデカいのに、反則、だろぉ……ッ」

　どうやらあのモリモリの筋肉は飾りではないらしい。

　咄とつ嗟さにガードしていなかったら、一撃であの世に送られていたかも知れない。

「だから待てと言ったんだ。青二才。なんでも一人でできると思うなよ」

　股間からの説教が、脳内にガンガン響く。

　立とうと思っても、脳が揺れているようだった。

　こうしているあいだにも、ドスン、ドスン……、トロルは巨体を揺らしながら、ゆっくりとこちらに近づいてきている。

　真っ先に駆けつけてきてくれたのは、アカリだった。

「お兄様、動かないで」

「アカリ、俺のそばに来るな。狙われるぞっ」

「そんなことを言って、いつも一人で背負い込もうとするの、変わってないんだから」

　アカリは呟つぶやくと、その繊手がほのかな光を纏まとう。

「お兄様のために回レ復ス魔ト法アを覚えたの。すぐによくなるから動かないで」

「す、すまないっ」

　アカリの小さな手に撫なでられていると、すぐに気分がよくなってくる。定まらなかった地平線が、スッと一直線に整った。

「もう大丈夫だ。ありがとな、アカリ」

「おいおい、俺様も撫でてくれよ」

「お前は黙ってろ。さあ、仕切り直して行くぞ……！」

　ヴァンは聖剣を握りしめて腰を低く沈める。

　だがどうやって倒す？

　あのトロルはかなり素早いようだ。となると、リーチの範囲に入れば、さっきのように手痛い反撃を食らうことになる。

　ならばどうする？

　どんなに素晴らしい聖剣を持っていても、相手に届かなければ意味がない。

「腕は二本しかない……」

　トロルを見つめ呟いたのは、すぐ横に立っているアカリだった。

「お兄様。アカリが囮おとりになる。そのあいだに、懐に飛び込んで」

「囮なんて、そんなこと頼むと思っているのか？」

「アカリだって、お兄様の役に立ちたいんだから」

　アカリは前に出ると、

「さあ変態ムキムキの筋肉ダルマ。このアカリが相手してあげるから感謝するの！」

　やや挑発気味な声で宣言すると、レイピアを構え山鳥の尾のように揺らめかせる。

　その言葉がトロルに通じたのか、それとも獲物として単純にアカリのほうが魅力的だと判断したのか、トロルはアカリへと手を伸ばし──、

　しかしそこにアカリの姿はない。

「動きが愚直すぎる」

　トンッ、

　と、トロルの頭に立ったのはアカリだった。だがそれも一瞬のこと。すぐに跳躍すると、トロルの背後に降り立っていた。

　パオ吉きちが器用に鼻で笛を吹く。

「ピュー、アカリもなかなかやるじゃないか。お前さんも見習ってほしいものだな」

「うるさい。こうなったらアカリが隙を作ってくれているあいだに懐に潜るぞ！」

　見かけ通りトロルは脳筋らしい。

　ヴァンには背中を向けている。

「背中が、ガラ空きだぜ！」

　羽根のように軽いエクスカリバーを、トロルの背骨へと突き刺し……だが。

　ガキィィン！

　金属質な音とともに、エクスカリバーの剣先は弾き返されていた。

「なに!?　こいつは骨も硬いのかよ！」

「それもあるが、お前がエクスカリバーの真の力を引き出すに値しないということだ」

「なにを今更！」

　何度も同じところを狙って剣先を突き立てるも、しかしトロルの背中には傷一つつかなかった。

　トロル自身も、虫に刺された程度の痛みさえも感じていないのだろう。

　ヴァンに振り向こうともせずに、アカリを捕まえようと、蝶ちようと戯れるかのようにダンスを踊っている。

「焦るな。エクスカリバーの力の源とはマナだが、それを引き出せるかはお前にかかってるんだ。つまり、どれだけアカリのことを想っているか、だな」

「俺がアカリのことを考えていないだと!?」

「ああ、その通りだ。本当に大切なものを失う悲しみを知らずに、お前は勇者と名乗っている。そんなやつに、真のエクスカリバーの力を引き出せるはずがない！」

「なにを！　このままだとアカリが危ないんだ、黙ってろ！」

「アカリが囮おとりを買って出たのは、お前を信じているからだろ？　それなのに、お前はアカリを信じていない。あるのは焦りだけだ。いったん後ろに退け！」

　更に一太刀を加えようとしたとき、グッと股間を引っ張られる感触。

　痛みに耐えきれずに、ヴァンは後ろに跳躍する。

「邪魔をするな！　俺はアイツを倒す！」

「動きだけは一丁前だが、エクスカリバーを操るためには『心技体』のすべてを整えなければならん」

「そんな余裕は……！」

「まあ待つんだ青二才。アカリを失ったら悲しいだろう？」

「当たり前だろ、そんなことっ」

「それはお前が男として悲しいのではなく、勇者として救ってやれなかった自責の念だ。お前は勇者である前に、どうしようもなく一人の男なんだ。もっと自分を持て。失うなよ、青二才！」

「くっ。まさか股間に説教を食らう日が来るなんて……っ」

　悔しいが、真のエクスカリバーの力とやらを引き出せていないのは、こうして現実として突きつけられている。

　その原因は、パオ吉きちが言っていることが本当ならばヴァンにあるということだ。

「だが、どうやって力を引き出す……!?」

「そいつは自分で考えるんだな。俺様はもう答えを言っている」

　こうして後ろに退いているあいだにも、トロルはアカリを捕まえようとしている。

　だが、朝から二度もマナを与えたアカリにも限界があるのだろう。

「あっ……」

　短いアカリの声。

　その瞬間、アカリはよろめいてしまった。

　それを見逃してくれるトロルではない。

　アカリの華きや奢しやな身体は、羽虫のようにトロルに摑つかまれていた。

『ぐふっ、ぐふふふふ……』

　トロルは、両手でアカリを握りしめると、じわじわと力を籠めていく。

「くっ、離せ……ッ、この脳筋モンスターッ」

　アカリは逃げようとするも、一度捕まってしまえばトロルの力には敵わない。それは一撃を受けたヴァンもよく分かっている。

　しかも運が悪いことに、馬車を守っているシルフからは死角になっている。これでは威力のありすぎるシルフの援護を期待することもできなかった。

　一応精密射撃も可能ではあるが、それには膨大な集中力と時間を必要としてしまう。

「まずいぞ、アカリが捕まった。早く助けないと！」

「今のお前に、はたしてそれができるかな？　とくと見せてもらうぞ。ヴァン、お前自身の力とやらを」

「分かったからちょっと黙ってろ！」

　ヴァンはエクスカリバーを握りしめると、腰を低く落とす。

　だが、どうやってアカリを救う？

　このまま斬りかかっても、さっきの二の舞になることは明らかだった。

　だが、捕まってしまったアカリは長くは保ちそうになかった。

　トロルが両手に力を籠めると、

「んあ！　あああああああああ！」

　アカリの悲鳴とともに、メキメキと鈍い音が聞こえてくる。

（どうする!?　俺が男として悲しんでないって、どういうことだよ！）

　子供のころに魔王軍によって住んでいた街を焼かれて命からがら逃げ延び、そのときに父も母も、妹さえも失った。

　だから人一倍に、周りにいる人を悲しませまいと、自分と同じ思いをさせまいと勇者として戦ってきたつもりだ。

（それなのに、俺自身が悲しんでいない、だと!?）

　ヴァンの迷いがアカリにも通じていたのだろう。

　両手で絞め上げられながらも、

「お兄様なら、きっと大丈夫、だから……。自分を信じて、んぐっ……い、いやあ！　それ以上されると……っ」

　その言葉を最後に、バキンッ！　なにかが折れる音が弾けた。

「かはっ」

　アカリは短い悲鳴を漏らすと、大きく痙けい攣れんし……、それっきり弛し緩かんしてしまった。

　かくり、壊れたマリオネットのように首が折れる。

「ア、アカリ……？」

　呼びかけても、気を失ったアカリに聞こえるはずもない。

　だがヴァンは呼びかけずにはいられなかった。

　全身が、得体の知れない虚脱感に包まれていく。

「アカリが……、そんな、アカリが……っ」

　自失してしまっているヴァンを尻目にトロルは、

『あ～～～ん』

　満面の笑みを浮かべ、アカリを口元へと運んでいく。頭から捕食しようというのだ。

　そうなったら、もうアカリは帰ってこない。

　かつて滅ぼされた、ヴァンの街や家族のように。

「俺は……、俺はもう、なにも失いたくない！　周りを悲しませたくないから戦っていた!?　いや、悲しいのは俺自身だ！」

　その瞬間。

　エクスカリバーに燐りん光こうが舞うと、剣身が黄金に輝き出す。

「どうやらヴァン、一皮剝けたようだな」

「これ以上剝けたらまずいだろ。いくぞ！」

「おうよ！」

「狙うは膝？　いや！」

　エクスカリバーから、並々ならぬマナが放出されているのを感じる。

　今なら、あの筋骨隆々とした鋼のような肉体を寸断できるような気さえした。

「その汚い手を離せ！　アカリは俺のものだ！」

　啖たん呵かを切ると、ヴァンはトロルへと一気に距離を詰める。

『んああ？』

　これからせっかくのお楽しみタイムを邪魔されたトロルはご立腹のようだ。

　気絶したアカリを握りしめたままの拳を振り上げ──、ヴァンへと向けて振り下ろす。

　が、ヴァンは逃げもせずに剣を構えると、

「俺の心に応えよ！　エクスカリバー！」

　トロルの腕へとエクスカリバーを突き立てていた。

　ズッパァァァァァ！

　突っ込んでくるトロルの腕から首、そして頭蓋骨までをも切り裂いていく。

　あまりにも切れ味が鋭すぎたのだろうか？

　断面からは血が噴き出ることはなかった。

『ああ、あいいええ？』

　トロルは自分がどうなったのか理解できなかったのだろう。

　辛うじて残っていた口から奇怪な呻うめき声を上げると、大の字に倒れていった。

　数秒後には、緑一色だった草原に、鮮血の雨が降り注ぐ。

　その雨が降ってくる前に、ヴァンはトロルの手から解放されたアカリをお姫様抱っこすると木陰へと連れ込んでいた。







「アカリ、アカリ……。大丈夫か？」

　膝枕してやっているアカリに声をかけても、しかし返事はなかった。

「俺のせいでこんなことになるなんて……っ」

　アカリの細腕は折れてしまっているのだろう。

　左腕の、肘から先が赤く腫れ上がっていた。

　もしもヴァンがもっと早くエクスカリバーの力を引き出せていれば、こんな傷を負うことはなかったはずだ。

「俺がもっとしっかりしていれば……っ」

「おいヴァン。反省会は後にするんだ。今はアカリに薬草を使うのが先だろ。化か膿のうしたら大変だぞ」

「あ、ああ。そうだな」

　股間からの冷静な呼びかけに、ヴァンは麻袋から薬草を取り出す。

　煎じて飲ませるものや、汁を傷口に塗る即効性のあるものなど、回レ復ス魔ト法アを使えないシルフと旅をしているから、いろいろと用意してあった。

「まずは薬草を搾しぼって……」

　薬草を搾ろうとした、そのときだった。

「あれ、アカリはなぜこんなところに……？」

　アカリが意識を取り戻したのだ。

「アカリ、気づいたか？」

「えっ？　お兄様……。あっ、あうう！」

　身体を起こそうとするも、その顔はすぐに苦しげに歪ゆがむ。腕だけではなく、おそらく肋ろつ骨こつも何本か折れているのだろう。

「無理をするな。いま俺が薬草を使ってやるからな。すぐによくなる」

「う、うん……そうだ……アカリはあの脳筋に捕まって……」

「あんまり思いだすなよ」

「でも、お兄様が助けてくれたんでしょう？」

「まあ、そういうことになるが……」

「さすがお兄様。やっぱりアカリの大事な人なの。やっぱり息、ピッタリなのかな？」

「あ、ああ。まあ、アカリのおかげでなんとか倒せたからな。そういうことになるな」

「やった……」

　アカリは嬉うれしそうにほのかな笑みを浮かべた。

「よし、薬草の準備ができた。こいつを飲めば、痛みが取れるはずだ。飲んでみてくれ」

「お兄様の手搾り……」

「こら、変な言い方しないの。アカリは、もっと内気な女の子だったのになぁ……」

「お、お兄様の前だけなんだからっ」

　珍しく恥ずかしそうに呟つぶやくと、しかし次に飛び出すアカリの一言に、ヴァンは驚きよう愕がくすることになるのだった。

「口移し……じゃないの？」

「えっ？」

「お兄様の口移しじゃないと……傷が痛くて身体が起こせないの」

「ちょっ、いきなりなにを言い出すんだ」

「これは傷の治療には必要なこと……。お兄様は全然恥ずかしがる必要はないの。さあ、アカリに遠慮なく接せつ吻ぷんを」

　アカリはなにかをねだるかのように、柔らかな唇をおちょぼ口にしてみせる。

（ま、まずいぞ俺！　確かにアカリは怪我をしているが、いくらなんでも口移しというのはマズいだろっ）

　こうやってどれくらいフリーズしていただろうか？

　突然背後から、冷気をまとった声が降ってきた。

「ヴァン様？　アカリさん？　ずいぶんと仲良しなことで……？」

　その声に振り向くと、そこには引き攣つった笑みを浮かべたシルフが立っていた。

「あっ、シルフ、いたんだ。もっとゆっくりしててもよかったのに」

　残念そうなアカリの一言。シルフのこめかみに、かすかに青筋が浮き上がった。

「いたんだ、じゃないですっ。心配して駆けつけてきてみたら、なにイチャイチャしてるんです!?」

「それは今からお兄様に薬草を与えてもらおうと思って」

「なに言ってるんです！　アカリさんは回レ復ス魔ト法アを使えるでしょう!?」

「ああ、そういえば。俺のこと回復してくれたよな」

「チッ……。あともうちょっとでお兄様とキスできるところだったのに……」

「そういうことです。さっさと回復する！」

　シルフに言われるがままに、アカリは自らの腕に回復魔法をかける。すると薬草なんかを使うよりも遥はるかに早く、アカリの怪我は見事に治ったではないか。

（まあ、トロルの一撃を食らった俺のことを、あんなに早く回復させたんだからな。これくらいできて当然か）

　それにしても、まさかアカリがキスを求めてくるとは思ってもいなかった。

　目を瞑つむれば、物欲しそうなおちょぼ口がうかんでくるようで……、

「って、俺はなにを考えてるんだよっ」

「いいんじゃないか、男なら仕方がないことだろ」

「パオ吉までなに言い出すんだっ。俺は勇者なんだぞ」

「やれやれ、一皮剝けたと思ったらこれだ……先が思いやられるな」

　パオ吉は、深々とため息をつくのだった。





●第四章　混浴でハッスル♪　ハッスル♪




「南風が吹いてきたニャ。ウインドバレーのある『風の谷』が近いニャ」

　ピクリ、

　ミーシャは猫ひげを揺らしながら言った。

　トロルを倒し、再び馬車に揺られること数時間。

　ヴァンたちは、更に北進を続けていた。

「ご主人様、このまま北に進めば谷を塞ぐようにして関所があるニャ。ウインドバレーは南北に延びる風の谷の、真ん中あたりの盆地にある村だニャ」

「さすがミーシャ、詳しいんだな」

「旅がらすをやってると自然と覚えていくだけだニャ。ほら、南側の関所が見えてきた」

　ミーシャの言うとおりだった。

　街道を進んでいくと、丸太を組み上げた関所が見えてくる。

　関所に立っているのは、若い男が四人ほど。

　村人だろうか？

　革の鎧よろいを着込み、腰には長剣を差していて、少々物々しい雰囲気を漂わせていた。

「まあ、あんなトロルなんてものが出没するくらいだしな。ちょっと挨拶してくる」

　ヴァンは言い残すと、馬車を降り立った。

　だがヴァンはすっかり忘れていた。

　腰に、巨大なパオ吉きちをぶら下げているということを。

「やあ、ちょっとここを通りたいんだが……、許可証とか必要なのか？」

　片手を上げて村人に挨拶するが、

「ぶっ!!」

「変態だー！」

　ヴァンを見た瞬間、村人たちは噴き出していた。

（くっ。パオ吉をぶら下げていることをすっかり忘れていたぁ！　これじゃあ俺が露出狂みたいじゃねえかっ）

　心の中でパオ吉へ呪いの言葉を繰り返しながらも、

「こ、こいつは気にしないでくれ。由緒ある、勇者の装備なんだ」

　その一言で、笑いを堪えようとしていた村人たちの顔色が変わった。

「と、いうことはあなたが、魔王と一戦を交えたという、あの勇者ヴァン様？」

「なんだ、もう知っているのか？」

「は、はい……。いろいろありまして。これは失礼しました。僕はゲオルグといいます。こうして南側の関所を任されています」

　ゲオルグと名乗った男は、剣よりも鍬くわを握らせたほうが似合いそうな、日焼けした見るからに壮健そうな男だった。

　年の頃は、ヴァンと同じくらいだろうか。

「それで、我がウインドバレーには、どのようなご用件で？」

「話が伝わっているなら早い。俺たちはメサイヤを倒しに北に向かっているところなんだ。できれば村を通過して行きたいんだが、いいか？」

「はい。ちょうどいい時期にいらっしゃいました。我が村では、ちょうど明日から収穫祭なんです。どうぞゆっくりしていって下さい」

　ゲオルグの言葉はありがたかったが、しかし勇者であるヴァンが村に留まるということは、それだけ村が魔物に狙われやすくなるということでもある。

　メサイヤの刺客がいつ送られてくるとも分からないが……、しかし好意を無下にするわけにもいかなかった。

「それじゃあ、今夜はありがたく逗とう留りゆうさせてもらうことにするぜ。村へは谷に沿っていけばいいのか？」

「ええ、この関所の先を道なりに北に進んでいけば、ウインドバレーにつきます。どうぞごゆっくり旅の疲れを癒やしていって下さい。温泉も湧いていますから」

「わかった。ありがとな」

　ゲオルグに軽く礼を言うと、ヴァンは馬車に乗り込んだ。

　だが、一つだけ引っかかること──それは。

（なぜ俺がメサイヤと一戦を交えたことを知っている？）

　こんなへんぴな村にまで、一日ほどで伝わるものだろうか？

　ミーシャのように耳が早いのならともかくとして。

　しかし収穫祭だと聞いたミーシャのテンションはすっかり上がりきっている。

「うはっ。祭りと聞いたらただ飯で盛大なパーティーだニャ！　それに勇者ご一行様だから、きっとおもてなししてくれるに違いないニャ。にゅふふ」

　脳天気なミーシャは、関所を通過すると馬車を進めていく。

　だがヴァンは聞き逃さなかった。

　関所を通過するときに、ゲオルグたちがヒソヒソと話している言葉を。

「…………きたぞ」

「ああ、ガルド様に報告しておけ」

　ガルド？

　村長の名前だろうか？

　それにしてはなにか後ろめたいものを感じる。

　しかしここで村人たちに聞いても教えてはくれないだろう。

　今は進むしかないのだ。

「やれやれ、こいつは盛大なパーティーでおもてなししてくれそうな予感がしてきたぜ」

　ヴァンは荷馬車の幌ほろに寄りかかり、物憂げに呟つぶやくのだった。





☆






　関所を抜けると、切り立った崖を縫うようにして街道が続いている。

　そんな狭い街道を抜けていくと、サッと視界が開け、春の日差しに緑が溢あふれた。

「ウインドバレーの村だニャ。この谷は一年を通じて温暖な南風が吹いて、その力を利用して風車を回しているんだニャ」

　ミーシャは開かれた街道を進みながら説明してくれる。

　ウインドバレーは、お椀わんのようにくぼんだ盆地にできた村だった。

　村の中央には、村自体を傘のように覆い隠さんばかりの大木が根を下ろしている。

「ずいぶん大きな木だな」

「あれは、この村のご神木のブルーバードの大木だニャ」

　その大木の傘の外には、いくつもの風車が並んでいて、ゆっくりと羽根を回していた。

　どの風車も南側へと羽根を広げている。

「風車はただ回っているだけじゃないニャ。あの回転する力を利用して脱穀したり、自動的に裁縫もしているんだニャ。この村の特産品の絨じゆう毯たんは都会でも人気があるから、ミストラルで仕入れたお茶を売りさばいて、がっつり絨毯を仕入れるニャよ」

　馬車はお椀状の盆地を、ゆっくりと下っていく。

　街道沿いにチラホラと立っている丸太小屋を横目に抜けていくと、やがてお椀の底にあたる部分にやってきた。

　そこにはブルーバードの大木が、どっかりと根を下ろしていた。

　見上げてみると、ちらちらと緑に染まった木漏れ日が瞬いている。

「こいつは見事なご神木だな。ま、俺たちには関係のないことだけど。とりあえず今夜の宿を取っておくか」

「空気が美味しいですね。エルフの隠れ里を思いだします」

「……うぷっ。やっと降りられる……」

　ヴァンが馬車から降り立ち、乗り物酔いでこちらに倒れてきたアカリを受け止めたときだった。

「お待ちしておりました、儂わしがこの村の村長ですじゃ。勇者さ……ま!?」

　その声に振り返ると、そこに立っていたのは杖つえをついた恰かつ幅ぷくのいい男だった。

　年の頃は五十か、それとも六十か。

　豊かな白髪に、口ひげも蓄えている。

　だがヴァンの股間についているイチモツを見るなり、その口ひげを引き攣つらせている。

「い、いや……、これは勇者専用の装備というか……、き、気にしないでもらえたら、大変ありがたいんだが」

　ヴァンの言葉に、

「これはこれは……失礼しました。まさか勇者様がそのような性癖をお持ちだったとは不勉強ゆえ知りませんでしたので」

　村長はどこかよそよそしく言うのだった。

「……だからそういうわけでは……っ」

「ふふっ、俺様の勇ましさが、こうして世界へと伝わっていくわけか。胸が熱くなるな」

「お前はちょっと黙ってろ……！」

　ヴァンはパオ吉きちのこめかみを拳でサンドイッチする。どうやらこれだけで効果はてきめんのようだ。パオ吉はやや縮み上がると、それっきり黙り込んでくれた。

「そ、それでは勇者様、改めまして」

　切り出したのは、村長だった。

「儂わしはこの村で村長を務めさせて頂いております、モーガンという者ですじゃ。このたびは勇者様のご来訪、心より嬉うれしく思っております。ささ、このようなところで立ち話はなんですから、どうぞ我が家へ」

「い、いや。まずは宿を取っておきたいのだが。あまり見られたくないし……」

「そのご心配は無用。儂らのほうで手配しておきましょう。それまで我が家でおくつろぎ下され。お茶くらいはお出しします」

「それは助かる」

　だが、ヴァンは否が応でも感じていた。

　モーガンという男が、ヴァンの到着を待っていたのではないか、と。

　そして監視の行き届くところに置いておく算段ではないのだろうか、と。

（村長の名前はモーガンというのか。と、いうことは、関所で小耳に挟んだ『ガルド』という奴は誰なんだ？）

　そう考えると、立ち並ぶ丸太小屋からは、チラチラと視線を感じるような気がする。それはまるでヴァンたちを監視しているかのような。

「ふっ。どうやらみんな俺様の勇ましさに見とれているようだな」

「……くっ。お前は黙ってろ。俺が露出狂みたいじゃないかっ」

　もっとも、ヴァンは腰にこんなものをくっつけているのだ。視線を感じるのも無理はないことだろうが。

　そんなヴァンに背を向けて、

「ささ、こちらへどうぞ」

　モーガンは杖つえをつきながら歩き出す。右脚が不自由なのか、引きずるようにしながら。

　ヴァンは羞恥心と、そして一抹の不安を感じながらモーガンのあとをついていく。







　モーガンに案内されたのは、周囲の丸太小屋よりも一回りほど大きな家だった。

　玄関を抜けて、応接室に通される。

　そこは丸太の木目を活かした、自然の力強さを感じさせる造りになっていた。

　ふんわりとした、ヒノキの香りが鼻び腔こうをくすぐっていく。

　なによりも目を引いたのが、上座側の壁に飾られている無骨な片刃の大剣だった。

　その剣身たるや、ヴァンの背丈ほどもある。

　おそらく一枚の鋼を鍛えあげて作られたのだろう。

　分厚い剣身は、鈍にび色いろの光を放っていた。

　その無骨なフォルムに、ヴァンは思わず近寄って見入ってしまう。

「こいつは見事な大剣だな。村長が使っていたのか？」

「昔の話ですじゃ。今では右膝をやってしまって、剣を持つことさえもできん。じゃから、このバスターソードは、こうして置物代わりとして使っております」

　確かに恰かつ幅ぷくがいいと思っていたが、まさかこんな剣を扱っていたとは。

　ヴァンでさえも、こいつを両手を使っても持てるか分からない。

　もしも持てたとしても、扱うことはできないに違いなかった。

「もしかして村長。あなたは剛剣のモーガン？」

　口を開いたのはアカリだった。

「はい。今はあいにくですが、昔はこの村を魔物たちから守るために、何度か派手にやり合ったものですじゃ」

「やっぱり。ミストラルでも武勇伝を聞いたことがあるの。剛剣のモーガンは、大剣の一振りで魔物の群れを粉砕すると」

「いやいや、お恥ずかしい。今となっては昔話というやつです」

　言いながら、モーガンは豪快に笑い飛ばしてみせる。

　そんなときだった。

　鈴の鳴るような悲しいまでに高い声とともに、ドアがノックされた。

「村長。お茶が入りました」

「入ってくれ」

　モーガンの声にドアが開くと、入ってきたのは浅黄色のエプロンドレスに身を包んだ、小柄な少女だった。

　トレーには質素なティーセットが載せられている。

　黒髪を小さな三つ編みのお下げにし、どんぐり眼の碧へき眼がんは小動物のように怯おびえているようにもみえる。

　まだ化粧を知らぬ肌には微かにそばかすが散っていて、見るからに田舎娘といった感じの少女だった。

「この娘はアオバ。両親はその昔、不幸があり……、しかし今ではこうして村で立派に働いてもらっています」

「アオバです、よろしくお願いします、勇者様」

　アオバと呼ばれた少女は、応えながらテーブルにティーセットを広げていく。

「アオバには、勇者様がこの村に滞在中の世話をさせようと思います。少々野暮ったいところがありますが、どうかよろしくお願いしますじゃ」

　村長の言葉に、アオバはぺこりと頭を下げてみせた。

　小さなお下げが垂れ下がって、自分の肩をくすぐってるみたいだ。

「勇者様。収穫祭は明日から三日間続きます。ぜひゆっくりと楽しんでいって下さいね」

「ああ、そうさせてもらうぜ」

　だが新たな女の子を前にして黙っていてくれるパオ吉きちではない。

「むほっ。田舎の芋娘もなかなか！」

「うおお！　パオ吉、引っ張るな！」

　パオ吉はヴァンの身体ごとアオバへと突進していくと、匂いを堪能しようと鼻先をスカートのなかへと入れボコッ！

　そのまえにシルフの天球儀の杖つえが、パオ吉の頰にめり込んでいる。

「もう、パオ吉さんったら、すぐにこれなんだから。身構えてて正解でした」

「な、なんという無慈悲な鉄てつ槌ついっ」「シルフ、もうちょっと手心というものを……っ」

　これには初対面のアオバも戸惑っている。

「なんですか？　この可愛らしいピンクの……象、さん？」

「ゆ、勇者専用の装備なんだっ。だからあんまり気にしないでくれよな！」

「は、はぁ……」

　ビクンビクンッ！

　ヴァンは脂汗を浮かべながら答えるも、しかし身体は正直だった。

　その後数分間、身体を丸めて痙けい攣れんすることになるのであった……。







　村長の家を出るころには、あたりは夕日に包まれていた。

　山奥の夜は早い。

　山の稜りよう線せんが太陽を隠してしまうのだ。

　ヴァンたちは、アオバのあとをゾロゾロとついていく。

　ちなみにミーシャは馬にご飯をたっぷりあげたいと言って、先に宿に行ってしまった。

「勇者様に逗とう留りゆうして頂く宿は、こちらです」

　アオバに案内されたのは、盆地の縁……ちょっとした高台にある、年季の入った大きな木造平屋建ての旅籠はたごだった。

　ミストラルでは珍しい、東方の島国の建築物を意識した、いわゆる『和風』な造りになっている。

　切り株を削り取って作られた看板には『ひこばえ亭』と彫られていた。

「収穫祭の時期だっていうのに、飛び込みで泊まれるのか？」

「はい。最近は魔物の動きが活発でして……今夜は勇者様ご一行の貸し切り状態です」

　ヴァンの質問に、アオバは苦笑いして答える。

　広々とした玄関に入り、ふと見上げると、そこには大きな絵が飾られていた。

「うわあ……立派な絵です。とっても、綺き麗れい……」

　シルフは絵を見上げながら、深いため息をついた。

　そこに飾られた絵……そこには、大剣を持った男が、氾濫した湖に立ち向かっている様子が描かれていた。

　なによりも目を引いたのが、男の背中から生えている、大きな蒼あおい翼だった。

　そしてその背後には、傘のような大木が描かれている。

　この村のご神木であるブルーバードだろうか？

　それにしては大木自体も、青白く輝いている。

「この絵は、この村を描いたのです？」

「はい。この村に言い伝えられている伝承を絵にしたものだと聞いています」

　アオバは絵を見上げながら続ける。




「北より滅びの波が訪れし時、蒼き翼を広げし者、降り立たん。

　聖剣とともに滅びの波を打ち砕き、蒼き安息の地へといざなうであろう。

　かの者、まことの勇者なり」




　村に伝わっている伝承なのだろう。

　アオバは絵を見上げながら諳そらんじてみせた。

　しかしその横顔は、どこか悲しげな雰囲気を漂わせていた。

「だけど伝承なんて噓うそですよね。魔王メサイヤが復活して、この村も多くの犠牲を出してきました。私の父も、母も……魔物に殺されてしまいました。昔は関所なんか無かったんですよ？　ご神木……ブルーバードが蒼あおく輝いていたころは、燐りん光こうが狼おおかみや魔獣から守ってくれていたんです」

「ブルーバード……あのご神木が蒼く輝いていたんです？」

「はい。本来はブルーバードはその名の通り、蒼い燐光を纏まとっていたんです。しかしメサイヤが復活してマナの流れが滞っているせいか、最近では普通の大木と変わらなくなってしまっています。この収穫祭の時期は、特に綺き麗れいだというのに……。今では関所を作ってなんとか魔物の侵入を防いでいますが、いつまで保つことか……。でも、ブルーバードが朽ちていこうとしている一番の原因は……」

「それは、なんです？」

「マナというのは人の心が具現化したものでもあります。私たちの心が、今にもメサイヤに負けようとしているのかもしれない……。ゆっくりと朽ちようとしている、ブルーバードと同じように」

　ここまで言葉を繫つないでいたアオバだが、ふと気づいたようだ。

「すいません。私ったら、こんなことを勇者様に話してしまって。どうか不安にならないで下さい」

「いえ、いいんです。興味深い伝承だと思いますから」

「お部屋にご案内します。この村を一望できる、一番いいお部屋をご用意しましたから。今夜は存分に骨を休めていって下さいね」
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　ヴァンが通されたのは、畳の香りが漂う広々とした和室だった。ヴァンは荷物の整理もほどほどに風呂の準備を進めていく。

「さーて、さっさと露天風呂に入ろうぜ」

「チッ、シルフとアカリとは別の部屋なのか」

「パオ吉きちよ、おめーはなにを期待していたんだよ」

　残念がっているパオ吉をよそに、ヴァンは露天風呂へと急ぐ。今日はずっと移動していたし、トロルとも戦ったから疲れ切っていた。

　こうしてやってきた露天風呂だが、

「くう……ッ」

　露天風呂の前まで行って、悔しげに呻うめいたのはパオ吉であった。

　そこには当然のように、『男湯』『女湯』と書かれた暖の簾れんがかかっている。

「だからおめーはなにを期待していたんだよ……」

「温泉と言えば混浴だろ。くっ、ヴァン、今からでも遅くない。今のうちに女湯で待ち伏せするんだっ」

「そんな危険なことできるかっ。それでも行けというのなら……俺も覚悟ができてるぞ。ウメボシという名のな」

「……くっ。しかし男なら、この願ってもないチャンスを逃すわけにはいかねえだろ!?」

「パオ吉きちよ、お前だってシルフを怒らせたら怖いのは知ってるだろ？　ゆうべだって、ムササビみたいに耳を引っ張られたじゃねえか」

「み、耳は勘弁……っ」

　耳を引っ張られたことを思いだしたのだろう。

　パオ吉は青くなって縮み上がってみせる。

「やれやれ、男湯にいくぞ。女湯なんかに入ったら、命がいくつあっても足りねえよ」

「ラ、ラジャー……」

　ヴァンは男湯へと続く暖の簾れんをくぐると、脱衣所でパパッと服を脱いで、露天風呂へと続く引き戸を開けた。

「思っていたよりも湯気が濃いな」

　まずは洗い場に行って旅りよ塵じんを落とそうと、岩の割れ目から掛け流しになっている源泉をなみなみと木き桶おけに溜ためていく。

　うん。ちょうどいい温度だ。

「さて、旅の疲れを洗い流してやるとするかな！」

　石けんを泡立てていた、そのときだった。

　引き戸が開く音とともに、誰かが露天風呂にやってくる気配。

　魔物が活発だから貸し切り状態だと聞いていたけど、他にも旅人がいたのだろうか？

（だとしたら、パオ吉を見られないようにしないと、な……）

　そんなことを考えていると、湯気の向こう側から華きや奢しやなシルエットが近づいてくる。

　男にしては小柄だし、子供にしてはちょっとふくよかな気が……。

　だけどあんまりジロジロ見るのも失礼だし、それになによりもパオ吉を見られるわけにもいかないので背を向けて身体を洗おうと思っていると、

「お兄様、独りで寂しくない？　お背中を流してあげる」

　よーく聞き覚えのある、やや挑発的なアルトのボイス。

　そして背中にあてられる、まんまるで柔らかい感触。

「ぶふぉ!?」

　ヴァンは思わず飛び上がってしまった。

　なにしろ振り返ると、そこには一糸まとわぬ裸体を晒さらしたアカリが立っていたのだ。

　ほっそりとした色白で華奢な身体は、触れたら桃皮のように跡がついてしまいそうだ。

　少女の双丘は、シルフのものと比べると控えめだけど、それでも十分に張っている。

　いつまでも妹のような存在だと思っていたのに、腰のあたりも女性的にくびれていて、お尻もプリッと膨らんでいた。

　少女から大人へと、階段を少しずつ登っている、危うい身体のラインだった。

　そして男とは一番違う部分……。

　その美丘にはスッと縦筋が刻まれていて、嫌でも視線が吸い寄せられてしまう。

　驚くべきことに、アカリのそこには陰毛の一本も生えていなかった。

「ちょっと待つんだアカリ！　ここは男湯だぞ！」

「なにを今さら恥ずかしがっているの？　昔は一緒にお風呂に入った仲なのに。全部見せ合ったじゃないの。おまたも、おちんちんも」

「あのころとは違うの！　早く出て行きなさいっ」

「恥ずかしがる必要は無いのよ？　これはマナを与えるために必要なことなんだから」

「そんなこと言っても、なぁ……ッ」

「さあお兄様。アカリがご奉仕してあげる。お兄様は椅子に座って、どっしり構えて」

　洗い場においてある桶おけをひっくり返した椅子に座らせられる。既にパオ吉きちは準備万端のようだ。

　ヴァンの腰で、大きく鼻を屹きつ立りつさせていた。

「ほほう、若さが弾けそうな、なかなかいい身体をしている。今夜はどうやって俺様にマナを与えてくれるんだ？」

「エクスカリバー。今日はあなたのおかげで助かったわ。そのぶんだけ力を使ったでしょう？　アカリがしっかりと補充してあげる」

「ふふ。こいつは楽しみだ」

　どっしりと座っているヴァンの股間へ、アカリは跪ひざまずきパオ吉を両手で撫なで始め──、

　しかしそうそう簡単にはいかないようだった。

　ガラガラとけたたましく引き戸が開け放たれると、

「アカリさん!?　女湯にいないと思ったら、こんなところにいるなんて！」

　勢いよく男湯に入ってきたのは、シルフだった。

「チッ。撒まいたと思ったのに。シルフ、お風呂なのに服を着て入ってくるとはマナー違反よ。しっかり脱ぎなさい」

「そんなこと分かってます！　それ以前にここは男湯ですから！」

　ごもっともです。

　こればかりはヴァンは心の中で同意せざるを得なかった。

「アカリよ、ここは風呂場なんだ。誰かが入ってきたら大変だろ。マナの補充は夜寝る前とかにできないのか？」

「お兄様、それだとアカリが止まらなくなってしまう。それも朝まで」

「お、おう……」

　どうやらこいつは風呂場で済ませておいたほうが良さそうだ。

　マナの補充をしないと、今朝みたいにぐったりして起き上がれなくなって大変だし。

　……シルフの視線がかなり痛いけど。

　それにアカリも、ここでやめる気はないようだ。

「と、いうわけでシルフ。ここでアカリが、お兄様にマナを与えておいたほうが無難だと思うけど？　シルフは、ゆっくりと一人でお風呂にでも入ってて」

　挑発的なアカリの言葉を受けて、

「……くっ」

　シルフは悔しそうに唇を嚙かみしめる。

　どうやら諦めてくれそうだが……しかし。

「……分かりました」

　シルフはなにかを覚悟したのか、深々と頷うなずいたのだった。

「アカリさんだけにマナの補充を任せてはおけません。こ、ここは恥ずかしいですけど、私もご一緒させて頂きます」

「むほっ。夢の３Ｐ！」

　股間で鼻息を荒くさせるパオ吉きちだけど、これにはさすがのヴァンも驚いてしまう。

　シルフの真面目でお堅い性格を知っているから、なおさらだ。

「シ、シルフ。本当にいいのか？　その、マナの補充ってのは……っ」

「そんな恥ずかしいこと、私の口から言わせないで下さい。……わ、私がやりたいと言いだしたことなんですから」

　シルフは、真っ赤になりながらもゆったりとした純白のローブを脱いでいく。

　露わになったのは、ローブと同じように純白のブラだった。

　デザインこそ清せい楚そでシンプルだが、シルフのたわわに実った果実を覆い隠すために、ハンモックのようになっている。ショーツも、ブラとお揃そろいの白だ。

「そ、その……。あんまり見ないで下さい……」

　そう言われると、余計に見てしまうのが人間の悲しいところだ。

「うわぁ……あんなに大きいんだ……」

　女であるアカリでさえも、その大きさに目を見開いている。

　もちろん、パオ吉も、だ。

「ほほう……。こいつは大したもんだ。分かっちゃいたが、こんなに迫力があるボディをしているとは」

　シルフのブラの頂には母乳によって暗い染みが浮き上がり、ショーツに食い込んでいる割れ目も切なそうにヒクヒクと痙けい攣れんしていた。

「あんまり見ないで下さい……」

　シルフは真っ赤になりながら呟つぶやき、下着を脱いでいく。ゆっくりとショーツを降ろしたとき、クロッチと美丘のあいだに、スッと銀糸が張り、消えていった。

「あれ、シルフったら、もしかして」

　アカリが立ち上がると、トテトテとシルフへと駆け寄っていく。そしてごく自然な動きで、秘部を隠している手を解いていた。

「な、なにをするのです!?　アカリさんっ」

「やっぱり。シルフはアカリとお揃そろいだったんだ。ほらつるつる」

「うう……。エルフは、体毛が人間よりも薄いんですっ。これでもう成長しきってるんですから、あんまり見ないで下さい！」

　シルフの大事な部分は、産毛さえも生えていない、子供のような佇たたずまいだった。

　それでも恥丘はふっくらとしていて、シュッと刻まれているクレヴァスからはピンクの花びらがかすかに顔を覗のぞかせている。

「ヴァン様ぁ……。後生です。そんなに見ないで下さい。恥ずかしすぎてどうにかなってしまいそうなんです……あっ」

　シルフがソプラノボイスの悲鳴を漏らしたのも無理はなかった。
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　背後に回ったアカリが、大事な部分に指を食い込ませていたのだ。

「んっ、あああああ……。だめっ。そこは敏感になってるから……ンッ！」

「シルフったらショーツを脱いだばかりだというのに、こんなに熱くなってるなんて。ふふふ、指にまとわりついてきてる」

　クチュリッ、淫いん靡びな音が漏れると、

「ンッ、ンンー！」

　シルフは歯を食いしばって、身体を小さく痙けい攣れんさせると、フッと弛し緩かんした。

「シルフのマナは十分に凝縮されているみたい。多分、服を着ているころから。真面目な顔をしておいて、エッチなんだから」

「それは言わないで下さい……はぁ、はぁ……」

　ぐったりとしたシルフは、背丈の低いアカリに肩を貸してもらって、なんとかヴァンの足元に跪ひざまずいた。

　その碧へき眼がんは潤み、ヴァンの股間へと釘くぎ付づけになっている。

「さあ、お兄様。アカリのマナを受け取って欲しいの。今朝はおっぱいだったから……そう……今夜は、ちょっと趣向を変えて……」

「な、なにをするっていうんだよ、アカリ」

「同じことをしていても刺激が足りなくなってしまうでしょう？　それに慣れてくると羞恥心も高まってくれないから、マナを凝縮させるという観点でもあまりよくないの」

「と、言うことは、つまり？」

「今夜は……舌を使ってみる？　お兄様」

　ヴァンは、一瞬なにを言われているのか分からなかった。

　今朝はおっぱいだったから……、今夜は舌？

　舌を使うということは、この部分を舐なめるということになるが……。

「アカリ、まさか」

「この身体は、お兄様のためにあるの。思う存分使って」

　アカリは跪き笑みを浮かべる。

　その笑みに、妖艶さを感じてしまったのは気のせいではないだろう。

「クチュ、クチュチュ……」

　アカリは口内に唾液を溜ためてうがいをすると、唾液を纏まとった小さな舌を、ヴァンの股間へと這はわせてきたではないか。

「ちょっ、アカリ、そんなところ舐めたら汚い。お腹壊すだろっ」

「へーき。お兄様に汚いところなんてないから。れろ、れろれろ……はふう……とっても美味しいよぉ……っ」

　股間の耳の裏側まで、丹念に舌を這わせているアカリは、ぷるるっ、小さく身体を震わせた。かと思ったら、口元からブワッと涎よだれが溢あふれ出してくる。

「お、美味しすぎて……溢れ出してきちゃう……。隅々まで……んちゅ、綺き麗れいに……れろれろ……してあげる……んちゅ、ちゅぱ、ちゅぱ……」

「アカリ、待て……ッ。そんなに舐なめられたらくすぐったいって」

「でも、エクスカリバーは気持ちよさそうにしてるけど？」

　アカリに舐め回されているパオ吉きちは、すっかりまなじりを垂れ下げていた。

「た、堪らん……。俺様の隅々まで、小さな舌が舐めてくれるなんて……」

「お兄様も、遠慮なく溶けて？　そのほうがアカリも嬉うれしいから」

「そんなこといっても……ううっ」

　小さな舌に股間を舐め回され、腰が抜けてしまったとでもいうのだろうか？

　ヴァンは立とうと思っても、足に力が入らなかった。

　跪ひざまずいているのは女のほうだが、男は為す術もなく快楽の泥沼へと引きずりこまれようとしている。支配しているのは、女のほうなのかも知れない。

「な、なんて破廉恥な……っ」

　隣で見ていたシルフは、あまりの出来事にやっとのことで言葉を発する。だがアカリは当然のように、

「これは必要なことなの。エクスカリバーにも、お兄様のためにも。シルフはそこで指くわえて見てたら？」

　きっとアカリは何度も練習してくれてきたのだろう。

　小さな舌だが、表面がザラザラしていて腰が溶かされそうになった。

「ううっ、アカリ、あんまり舐められると……っ」

「ンチュ……れろ、れろ……。大きすぎて……お口の中に入りきらないの……はふぅ」

　アカリは巨根を咥くわえ込むと、リスのように頰袋を膨らませてみせる。

「んふっ、ふううっ。はふはふ。凄く……大きいの……んんっ、お兄様の先っちょから、甘いお汁が溢れ出してきて……溶かされちゃいそう……」

　頰を膨らませたアカリは、うっとりとまなじりを下げる。それでも無理に鼻で息をしようとしているから、やや鼻息が荒くなっていた。

「こ、こんな破廉恥なこと、アカリさんだけに許すわけにはいきませんっ」

　真っ赤になって淫行を傍観していたシルフだが、もう我慢できなくなったのだろう。

　ヴァンに跪くと、男根を咥え込んでいるアカリを引き離す。

「わ、私も……、ご奉仕致します！」

「なっ！　シルフ、なんてこと言い出すんだっ」

　驚いてしまったのはヴァンである。

　あの清せい楚そで真面目なシルフが、こんな破廉恥なことをやると言い出すなんて。

「だって！　ヴァン様のために必要なことなんでしょう？　それなら私だって」

「ふふ。シルフ、あなたにできるのかしら？」

「で、できますもの……っ」

　シルフは真っ赤になって舌を出す。

　ピンク色をした、肉厚な舌をしていた。

　だが舌を出すこと自体に慣れていないのだろう。その舌先は震えている。

「おい、シルフ。無理するなって。アカリで十分間に合ってるからっ」

「アカリさんだけで十分間に合ってるなんて！　私だって、やるときはやるんです！」

　宣言した、そのときだった。羞恥心のあまりに、なのだろう。

　プシュ──、

　シルフの乳首から母乳が噴き出すと、ヴァンの股間へと降りかかってきたではないか。

「熱いっ。シルフの母乳、熱すぎて溶かされるっ」

「うほっ、母乳が俺様に染みこんできてるぞぉぉぉ！」

「わわっ、すみません。朝から止まらなくなっているんです。ちゃんと舐なめて綺き麗れいにしますからっ」

　乳白色にトッピングされた男の象徴を前にして跪ひざまずいたシルフは覚悟を決めると、

「ちろ、ちろ……んんっ、熱くて、それに硬くなってますぅ……。でも、味は……あんまりしない、かも……？」

　根が研究熱心なシルフは、確かめるようにして股間に舌を這はわせていく。

「ちゅ、ちゅぱ……んんっ。裏側を舐めると気持ちいいんです？　なんかピクピクしてますぅ……れろれろ……」

「ああ、そこは……いい、ぞ……っ」

　パオ吉きちもご満悦のようだ。

　アカリのものよりも肉厚な舌は、ねちっこく男根を快楽へと包み込んでいく。

　最初は躊躇ためらいがちだった舌使いだが、慣れてきたのかだんだんと大胆になってきた。

「ん、ちゅるる……。あんまり味がしないけど……ヴァン様から伝わってくる体温で、なんだか頭がボーッとしてきたです……。私まで気持ちよくなってきて……んんっ」

　シルフの乳房からは、乳白色の甘い蜜がぽたり、ぽたりと垂れてきている。

「あぁ……、気持ちよすぎて、ぼにゅーが止まらなくなってますぅ……。ヴァン様、私の母乳を味わって下さい……」

　シルフは指で母乳をすくい取ると、男の象徴へとまぶしていく。

　パオ吉は、あっという間にシルフの母乳でヌルヌルになっていた。

　普段は真面目なシルフが、こんなにもエッチになることができるなんて。

　そのギャップに今にも溶かされそうになってしまう。

「な、なんて大胆な……っ」

　さすがのアカリも、これにはドン引きしている。が、すぐに気を持ち直したのか、

「くっ。アカリが一番お兄様を気持ちよくさせてあげられるんだからっ」

　アカリはシルフをはねのけると、乳房で男の象徴をサンドイッチする。そのままの勢いで、男の象徴を咥くわえ込むと、

「んむっ、むううっ。お兄様の先っちょから、甘いお汁が……ンッ、ンーッ！」

　アカリは軽く達したのだろう。

　乳房を小刻みに震わせると、プシュッ！　乳白色の体液が噴き出した。

　それは男へと馴な染じんでいくと、グチュグチュと胸の谷間から淫いん靡びな音を奏で始める。

「おっぱいなら、私だって……ううっ、恥ずかしいですけど……っ」

「ちょっ、シルフ、よすんだっ。圧倒的な質量で攻められたら大変なことになる！」

「アカリさんだけ楽しむなんてずるいですっ」

「あら？　シルフはこの状況を楽しんでいるっていうの？」

「ううっ！　そんな恥ずかしいこと、言えると思います!?」

　口では否定しているシルフだけど、身体は正直だった。

　桃色に染まった乳房は、止まらなくなった自らの母乳でヌルヌルになっている。

「ヴァン様、わ、わわわ、私のおっぱい、どうか味わって下さいぃ……っ」

「くっ、なんて圧倒的な質量なの……!?　アカリも負けないんだからっ」

　アカリのパイズリの横から、シルフの圧倒的質量が押し寄せてくる。

　その瞬間、ヴァンは目を疑ってしまった。

（ゆ、歪ゆがんでるぞぉぉぉ！　シルフのおっぱいと、アカリのおっぱいが歪んで溶け合いそうになっているぅ！）

　シルフと比べると控えめとはいえ、アカリも十分に育っている。

　その質量同士が目の前でぶつかり合うと、ヴァンを取り合うかのように歪んでみせた。

　ふっくらとした感触に包まれたパオ吉きちは、もはや限界なのだろう。

「お、おおお……。俺様をふっくらとしたサンドイッチが包み込んで……。マナが……っ、ヴァンへの想いと、羞恥心によって凝縮されたマナが流れ込んできてるぞ……っ」

「先っちょが甘いんです？」

　シルフは口を窄すぼめると、ストローのように吸い付いてくる。

　なんとも言えない搔そう痒よう感かんとともに、快楽が爆発しそうになる。

「は、はふう……。ガムシロップみたいのが溢あふれ出してきてて……ううっ、とっても甘美な味わい、ですぅ……」

「そこはアカリがご奉仕してるんだから。シルフは竿さおでも舐なめてなさい」

「ここは譲れません！」

　溢あふれ出してくるガムシロップを求め、二人が跪ひざまずき、蕩とろけ合っている。

　その光景は、眺めているだけでもこみ上げてくるものがあった。

「シルフ、アカリ……ッ、それ以上はマズいっ。離れるんだ」

　なんとか欲望が爆はぜるその瞬間を堪えるも、しかし二人は離れようとはしなかった。

「ヴァン様のためなら最後までご奉仕させて下さい……っ」

「アカリの胸のなかで、果てて」

　母乳でヌルヌルになった谷間が窄すぼまった、そのときだった。

「俺様に二人分のマナが染みこんできて……も、もう辛抱ならん！」




　ドピュ！　ドピュピュ！




　パオ吉きちの鼻がビクンビクンと痙けい攣れんすると、ついには虹色の聖液が撒まき散らされたではないか。

「んあっ、あああああ！　身体が熱くて溶かされそうですぅ！　んんっ、ヴァン様、もう我慢できないですぅ……！」

「くううっ。今朝よりも、甘くて濃厚なお汁……ッ。耐えられ……ないっ」

　跪いた二人の少女は、髪や背中に聖液を浴び、身体を震わせている。

　それは苦しげに見えたが、どこか官能的でもあった。

　こうなるとパオ吉も止まらないのか、

「俺様ももう我慢できないぜ！」

　鼻が伸びると、シルフとアカリを蛇のように絞め上げていた。

「パオ吉さんっ、だめっ、今は敏感になってるから……、そこはダメ！」

「エクスカリバー、それ以上されるとアカリも止まらなくなるっ」

　お互いに抱きつくように絞め上げられた少女たちのあいだでは、たわわに実った乳房が潰れ合っている。

　この瞬間にも母乳が噴き出しているのだろう。

　痙攣するたびに、グチュグチュと淫音が響き渡っていた。

「二人とも、俺様にご奉仕していたはずなのにもう限界みたいじゃないか」

　ときに、パオ吉の鼻は二人の大事な部分にも、しっかりと食い込んでいたりする。

　こうなってしまうと、脚を閉じようとしても柔らかい太股で挟み込む形になってしまって、男を喜ばせるばかりだった。

「シルフ、お前はいい胸、そして尻をしているな。そしてアカリは引き締まった瑞みず々みずしいいいケツをしている」

「お褒めにあずかり光栄なの、エクスカリバー……うっ、ううっ、でも、これ以上食い込んでくると……あっ、あっ、ああぁ！」

　アカリの小さなお尻が引き締まり、シルフの大きなお尻が波打つ。

　その瞬間、少女たちも限界を超えていた。

「んあっ、くううっ！」

「ううっ、アカリまで気持ちよくなってしまうなんて……！」

　絞め上げられている二人から、温泉の水音とは違う黄金水が弾けていた。どちらかが漏らしてしまったのだろう。

　一体、どちらが？　それはシルフの反応を見れば明らかだった。

「堪忍して下さい……。もう、恥ずかしすぎて……ううっ」

　シルフは言い残すと、くったりと弛し緩かんしてしまう。

　どうやら真面目なシルフには刺激が強すぎたようだ。




　こうして束の間の休息のときは過ぎていく。

　だが、村の関所で聞いた『ガルド』とは？

　そして周到すぎるほどの村長の対応。

　ヴァン達の知らないところで、運命は風車のようにゆっくりと回り出している……。





●第五章　陰謀渦巻く収穫祭




　天高く晴れ渡った空。

　収穫祭の当日は、幸いなことに晴天に恵まれてくれた。

　村の中心に根を下ろしている大樹を囲うようにして作られた広場には、村人たちが集まって慎ましやかながらも賑にぎやかに杯を交わし合っている。

　ヴァンはそんな村人たちの姿を見ながら、ベンチに腰掛けていた。

「なんで俺は、こんなモノをぶら下げて祭りに来てるんだよ……」

「やったな。これ以上ないくらいの露出デビューだ」

「お前がもうちょっと縮んでくれていたら、こんな苦労はしなくて済むんだがなっ」

「無理にしまわないほうがいい。ズボンのチャックに肉を挟むぞ」

「くうっ」

　ヴァンも軽くなにか摘まみたいところだったが、さすがにパオ吉きちをぶら下げて人の輪の中に入る勇気はない。

　天を仰いでみるとブルーバードの大樹からは、うららかな昼下がりの木漏れ日が、ちらちらと瞬いていた。

　こうしてベンチに座ってぼんやりと過ごしていると、

「……少し食べ過ぎたニャ」

　腹をパンパンに膨らませたミーシャがやってきて、ヴァンの隣に座った。

　その両手には、飲み物が波打っている大ジョッキや、ハチミツがたっぷりかかった団子が載った大皿を持っている。

「楽しんでるみたいだな。その団子、一本くれ」

「ニャ」

　ミーシャからもらった団子を一口食べてみると、頰が落ちそうなほどに甘いハチミツに、やや渋みのある木の実がいいアクセントになっていた。

「こいつはなかなか美味いな」

「お気に召したようでなによりだニャ。一本と言わず、もっといくニャ。……ところで、ご主人様？」

「なんだ、急にかしこまって」

「この祭りが終わる前に、ウインドバレーを発つつもりかニャ？」

「ああ、そのつもりでいるが」

「もったいない。ご主人様ほどの強さだったら、この村にしばらく留まれば、英雄のように扱ってくれるのにニャ。お小遣いもウハウハニャ」

「俺にその気はねえよ」

「それは分かってるニャ。ご主人様の目は、もっと遠くを見ているニャ。そこで相談ニャんだけど……」

「どうした、藪やぶから棒に」

「ご主人様さえよければ、この先もボクが道案内をかねて足になりたいんだけど、いかがかニャ？」

「ああ、ミーシャからそう言ってくれると助かる。実はこの先どうしようか考えていたんだ。だが、いいのか？」

「なにがかニャ」

「危険な旅になるぞ」

「乗りかけた船だニャ。それに……ご主人様の近くにいると、なんだか安心できるような気がするんだニャ。うにゃ～ん」

　ミーシャは頰を緩ませると、ヴァンに抱きついてくる。

「こら、そんなにすり寄ってくるな。……って、これはマタタビジュースじゃないか。ミーシャ、もしかして酔っ払ってるのか!?」

「酔ってなんかないニャ。にゃうーん」

　とは言ってるけど、ミーシャはどう見ても酔っていた。

　ミーシャはそのままヴァンを椅子のように背を向けて座ってくる。

「やっぱりご主人様のここ、クッションみたいに柔らかいニャ」

「こら、あんまり乱暴にすると痛いって」

「ううっ、小さいケツで圧迫はまずい……」

　パオ吉きちも苦しそうに、ミーシャの股間から鼻先を出す。ミーシャから大きいのが生えているみたいだ。

「ねえご主人様？　この村には古い言い伝えがあるらしいんだニャ」

「北から厄災が来て、蒼あおき翼の勇者がどうとかっていうのは聞いたぞ？」

「いや、それもあるけど……ボクが聞いたのはちょっと違うニャ」

「それはなんだ？」

「南風は恵みの風。だけど北風は不吉を連れてくるそうだニャ」

「不吉を連れてくる、ねえ……」

「それでもご主人様ならどんな不吉でも乗り越えられるような気がする……。だから、ボクはついていこうと思ったニャよ」

「そうか、そいつは俺も気合を入れていかないとな」

「頼りにしてるニャ」

「おう。任せてくれ」

「それじゃあ、ご主人様、改めて、これからもよろしくニャ♪」

　ミーシャは地面に降り立つと、ぺこりと頭を下げる。

「こちらこそよろしくな、ミーシャ」

「今後とも、ごひいきに。それじゃあボクはこれで……」

　ミーシャは言い残すと、再び祭りの輪へと加わっていった。

「やれやれ、こいつは賑にぎやかな旅になりそうだな」

　ヴァンは、ミーシャが置いていった団子を頰張りながら呟つぶやく。……が。

「血の匂い……？」

　ヴァンは顔をしかめてしまった。

　感じられたのは、微かな血生臭さ。

　こいつは間違いない。近くに魔物がいるということだ。

「ここは村のど真ん中だぞ？　一体どこに魔物なんている？」

　周囲を見回してみても、祭りの雑踏に魔物の姿を見つけることはできない。

　しかも一言で『魔物』といっても、人間のような姿をしているやつもいる。そういうやつらは便宜上『魔族』と呼んで区別はしているが……。

　もしも魔族だったら、一見しても分からないから厄介だ。

「ヴァン、あいつだ」

　だがパオ吉きちは、いとも簡単に鼻で一人の男を指し示す。

　そいつは薄汚れた外がい套とうに身を包み、フードを目深にかぶった長身瘦そう軀くの男だった。

「分かるのか？」

「言っただろう。俺様は鼻がきくんだ。この魔物特有の血生臭い香り、間違うものかよ」

「それもそうだな」

　ヴァンは小さく頷うなずくと、フードを目深にかぶった男のあとをつけていく。気づかれないように、慎重に、だ。

　その男は、収穫祭の喧けん噪そうには目もくれず、仮設のテントへと入っていった。

「ここからでは中の様子が分からないな。ちょっと危険だが……」

　ヴァンは仮設テントの割れ目を見つけると、内部を覗のぞいてみる。

　そこには祭りで振る舞われる、料理の材料や酒さか樽だるが積まれていた。

　そこにいる人物を見て……、ヴァンは眉をひそめてしまった。

（……村長？）

　フードを目深にかぶった男と向き合うようにして立っているのは、杖つえをついたモーガンだったのである。

（なぜ村長が、こんなにも血の臭いをプンプンさせている魔物と密会している？）

　物陰でヴァンが見ているとも知らずに、フードを目深にかぶった男は切り出す。

「それで、首尾はどうなっている？」

「はい……ガルド様。命令通りに、この収穫祭で勇者一行を村に留めてあります」

「フッ。最後の晩ばん餐さんというやつだ。楽しませておいてやれ」

　最後の晩餐だと？

　それにいま村長は『ガルド様』と言った。この村に入るときに聞いた名前だ。

（関所に詰めていた村人たちは、『ガルド様』と呼んでいたが……。そして村長も同じように様付けで呼んでいる）

　と、いうことは、村人たちはガルドという男の言いなりということか？

　この、血生臭い男に。

（やれやれ、どうやらとんだバッドタイミングに来ちまったようだな）

　大方、深手を負ったメサイヤは世界中にいる魔物に、勇者抹殺命令を下したのだろう。

　そしてこの村は既に、ガルドというこの魔物の手に落ちていて、村長はその傀かい儡らいになっている……といったところだろうか。

（そこに俺たちがノコノコやってきたってことか）

　肩をすくめていると、パオ吉が冷やかすように呟つぶやいた。

「よかったな。モテモテじゃないか」

「どうせモテるんなら美女にモテたいところだぜ」

　物陰にヴァンがいるとも知らず、ガルドは切り出すのだった。

「それでは手はず通り、ヴァンの奴を暗殺するぞ」

　暗殺だと？　この俺を？

「急にきな臭くなってきたな。ここでけりをつけてやるか」

　ロングソードに手をかけるも、パオ吉きちに諫いさめられる。

「待て、青二才」

「なんで止めるんだ。村の中に、しかも目の前に魔物がいるんだぞ」

「だから青二才だと言ってるんだ。ここでやり合ったら被害が大きすぎる。いまは相手の出方を待つんだ」

　確かにパオ吉の言うことも一理ある。相手がガルド一匹だとは限らないのだ。

　もしかしたら、この祭りには何匹もの魔物が忍び込んできていないとも限らない。

　それになによりも、村長がこんな様子なのだ。

　人間だって味方なのか怪しい。

「ヴァンの野郎を確実に殺せるように、オレ様が特別なナイフを用意してやったぞ」

「ナ、ナイフなんかで勇者を暗殺するなど……、そこまで腕の立つ人間はおりませんっ」

「心配するな。このナイフには、擦かすっただけでドラゴンでさえも死ぬ、特製の毒がたっぷりと塗られているんだ。いくら勇者といえど、毒にはかなうまい」

　ガルドは懐から鞘さやに収まったナイフを取りだして、ニタリと唇を三日月のように歪ゆがめる。

「こいつでヴァンの野郎が油断したところをズブリ、ってな。できるだけ自然に近づけるやつがいい。誰か適任がいるんじゃないのか？」

「そ、それは……そうですが……」

「それじゃあそいつにこのナイフを渡しておくんだな」

「は、はぁ……」

　モーガンは渋々ながらといった感じでナイフを受け取る。

「あのヴァンとかいう奴を殺せば、オレ様もこんな辺境からおさらばできるってものさ。そのためにお前ら人間には存分に働いてもらわないとな。なんといっても、このオレ様はメサイヤ様直々にヴァン暗殺命令を受けているんだ」

　ナイフを渡して安心したか、ガルドはやや饒じよう舌ぜつになっていた。

　だがガルドの言葉は、話半分に聞いておいたほうがよさそうだ。

　力がある魔物ならば、人間を使って暗殺計画など企てるはずがないだろう。

　それにメサイヤ直々に命令を受けたと言っていたが、それもどうか怪しい。

（恐らくは、メサイヤが各地にファミリアを飛ばして、勇者である俺に網を張った……）

　そう考えるのが普通だろう。

　小物ってやつは、言葉の端々で自分のことを大きく見せたがるものだ。

　それがかえって、自らを矮わい小しように見せているとも知らずに。

　だがモーガンは戸惑い気味に言うのだった。

「あの……、ガルド様。やはり儂わしらではヴァン様を殺すなど、少々荷が重たいかと……」

「なにを言ってる。この祭りで浮かれているヴァンを殺し、その騒ぎに乗じて他のやつらも殺す。完璧な作戦だろう？」

「は、はぁ……」

「まずは最初にヴァンから殺やるんだ。先に仲間おまけをぶっ殺して用心されたら堪らんからな。いいか、最初はヴァンだぞ」

「わ、分かっています」

　しかし明らかにモーガンは乗り気ではないようだ。

「なんだ、やる気がないのか？」

「い、いえ、そのようなことはっ」

「もしもヴァンを殺し損なったら……。そのときは分かっているだろうな？」

「そ、それは……っ」

「ああ？　なにか文句があるのか？　オレ様が本気を出せば、こんな辺境の村など、一瞬にして滅ぼせるんだぞ？　慈悲深いオレ様に感謝して欲しいくらいだな」

「それだけは何なに卒とぞご勘弁を……っ。みんな家族のような存在なんです」

「それなら……分かっているよなあ？」

「お、仰せのままに……」

　モーガンは渋々ながら頷うなずくと、ナイフを懐へとしまいこんだ。

　その様子を見たガルドは、フードの下から覗のぞく口元を三日月のように歪ゆがめると、テントから出て行く。

（面倒なことになってきたぜ……）

　これ以上ここにいては怪しまれるだろう。

　ヴァンも仮設のテントから離れると、再び祭りの雑踏へと溶け込んでいった。

「それでどうするつもりだ。喧けん嘩かを売られて、このままウインドバレーを後にするつもりじゃないだろうな」

　股間で鼻息を荒くしているのはパオ吉きちであった。

　まさか股間に発破をかけられる日がこようとは。

「当たり前だ。それに俺たちが今この村を発てば、魔物に壊滅させられるかも知れないだろ。そんなこと、できるかよ」

「それでこそ勇者だ」

「ああ、この喧嘩、受けて立つ……！」

　ヴァンは自らの心に刻み込むかのように呟つぶやくと、不敵な笑みを浮かべるのだった。





●第六章　夜よ這ばいに来たのは……♪




（だが、あの毒がたっぷり塗られたナイフを持って、誰が来るんだ……？）

　祭りの喧けん噪そうに紛れ込んで用心しているも、しかし誰もヴァンを襲いに来ることはなく……ついには日が暮れてしまった。

　最初はヴァンのことを狙うようにと強く言われていたから、まさかシルフたちが先に狙われることはないだろうが……。

　ヴァンが肩すかしを受けた思いで旅籠はたごに帰ってくると、すぐにシルフがやってきた。

　どうやら帰ってくるのを待っていてくれたようだ。

「ヴァン様。どこにいたのです？　探したんですから」

「ああ、悪い。その辺を歩き回っていたら、ついつい時間が過ぎてたみたいだ」

「今日、発つというのは？」

「それも変更しよう。思っていたよりも見所が多そうだしな。最後まで満喫しようぜ」

「それならいいのですが……」

　言葉尻を濁すシルフ。

　シルフのことだ。なにかあったのだと気づいたのだろう。

「まぁ、ちょっとしたアクシデントってやつだ」

「もうヴァン様ったら、また一人で背負い込もうとしているのです？」

「ああ、そうみたいだな。なにかあったら背中、守ってくれよ」

「それは……任せて下さい。ヴァン様の背中は、私が命に代えてもお守りしますから」

「そいつを聞いて安心した。さーて、風呂にでも行くか。今日は一日中歩き回ってたからクタクタだぞ」

「お、お風呂……」

　その短い言葉に、シルフの頰が真っ赤に染まる。

　どうやら昨夜のことを思いだしてしまったようだ。

　だが引き下がるわけにはいかないと思ったのだろう。

　シルフは両手を握りしめると、

「が、頑張りますから！」

「お、おう……」

　まさかの連日の混浴に、シルフはやる気満々のようだ。

　その勢いに押され気味のヴァンだが、不意に後ろから袖を引かれる。物欲しそうな表情を浮かべたアカリが、いつの間にか立っていた。

「お兄様、アカリも頑張る。シルフだけに抜け駆けさせないんだから」

「お、おう……」

　ただでさえ今日は気を張って疲れていたところだが……、しかしヴァンの股間では、

「がんばれ♡　がんばれ♡」

　すっかりやる気になっているパオ吉きちが大きく膨らんでいるのだった。





☆






「つ、疲れたぞ……」

　がっつり混浴と、そのあとの夕飯を終えて部屋に戻ると、畳には布団が敷かれていた。

　アオバが敷いてくれたのだろう。

　ヴァンは満たされた腹を抱えながら布団に倒れ込む。

　上げ膳に据え膳。しかも布団まで敷かれていることなんて、旅をしていると滅多にないので、今のうちに堪能しておきたいところだ。

「俺様ももう満腹だ。あとは寝るだけだな」

「パオ吉よ、もうちょっと手心というやつをだな……」

　混浴では、相変わらずパオ吉はハッスルしていた。

　シルフも頑張ってくれたし、アカリも尽くしてくれた……と思う。

　まったく、ご先祖様もとんでもないものを伝えてくれたものだ。

「疲れていても、今夜は寝るわけにはいかないな。いつ俺の命を狙って魔物が仕掛けてくるか分からないんだ」

「そんなこと言って、ヴァン。一晩もつのか？　もうぐったりしてるじゃないか」

「うるせえ。ここは気合で起き続けるぞ」

「その意気だ。シルフかアカリ、どっちが夜よ這ばいに来るか分からないからな。男たるもの、常に心の準備を整えておけよ」

「そうだったらいいんだがな」

　いや、今夜は疲れているからこれ以上は勘弁だけど。

　付け加えると、ヴァンは燭しよく台だいの明かりを落とす。

　明かりがついたままだと『お客さん』も来てくれないだろう。

「さて、今夜の招かれざる客は、誰が来る……？」

　ヴァンは仰向けに寝転び、呟つぶやくのだった。
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　そんなことを言っていたヴァンだが……、しかし起き続けるにしてはあまりにも疲れていた。

　パオ吉きちがハッスルするとき、ヴァンも消耗するのだ。これは男なのだから仕方がない。

　それに開け放たれている障子からは、心地よい南風とともに、風車の回る規則的な音が聞こえてきている。

　これで寝るなというほうが無理だった。

　こうしてヴァンや、隣室のシルフたちが寝静まった夜更け過ぎ。

　かすかにふすまが開くと、碧へき眼がんが室内を窺うかがっている。

　こうして室内を覗のぞき込むこと数秒。ヴァンが寝ていると分かると、ゆっくりとふすまが開き、人影が入ってきた。

　その手には、闇夜に光るナイフが握られている。ガルドが懐から取りだした、それに間違いなかった。

　すっかりヴァンが寝ていると思っているのだろう。

　ヴァンの枕元へと忍び足でやってくる。

　当のヴァンは、布団に大の字に寝ているばかりであった。

　そんななにも知らぬヴァンの首元へとナイフの刃先が近づいていき──、

　だが。

「やめときな、お嬢ちゃん。美少女に刃物は似合わねえぜ」

　突如、野太い美声が響き渡る。

「あ、あなたは……っ」

　応えたのは、鈴の鳴るような、悲しいまでに澄み切った高い声。

　雲が割れて、室内に月光が溢あふれかえる。

　姿を現したのは、アオバであった。

「こんな夜更けに美少女が男の部屋にやってくる目的は、夜よ這ばいかそれとも暗殺か。昔から相場が決まってるってもんだ」

「う、うそ。勇者様は眠ってるはずなのに、パオ吉様は起きてるだなんて……っ」

「ふっ。今夜の俺様はオールナイトなのさ。こんな時間になんの用だ？　そんな物騒なものを持って」

「そんなこと聞かないで下さい、パオ吉様……っ。これは村のためなんです。だから、だから私は……っ」

「そいつはできない相談だな。俺様とこいつは一心同体なんだ。こいつが死ねば、俺様もお陀だ仏ぶつ。見逃せないねえ」

「でも、こうしないと村の人たちが……！」

「ストップ！　それ以上お嬢ちゃんの口から、俺様を悲しませるようなことを聞かせないでくれ。それに美少女に涙は似合わないぞ」

　パオ吉きちの鼻が伸びると、アオバの頰を拭っていく。

　その鼻先には、月夜に涙の雫しずくが煌きらめいていた。

「なぜ……、なぜ、こんなにも酷いことをした私を、あなたは許してくれるの……？」

「ふっ。そいつは愚問だ。俺様は女を大切にする主義なのさ。そして、女に酷いことをさせるような卑ひ怯きよう者ものを決して許さない。簡単だろ？」

「うう……っ」

　パオ吉に拭われた涙が、すぐに溢あふれ出してくるとアオバの頰を濡ぬらしていく。その手元からナイフが落ちると、湿った音とともに畳に突き刺さった。

「どうやら諦めてくれたようだな。ま、全部こいつに任せておけばいいんじゃないか？」

「勇者様、に……？」

「おう。まだまだ青二才だが、骨のあるいい少年だ。それに……」

「そ、それに？」

　パオ吉のまなじりが、垂れ下がったのは気のせいではないだろう。

「言っただろう？　美少女が男一人で寝ているところにやってくるのは、夜よ這ばいか暗殺か、と。暗殺がダメなら……分かってるよな♪」

「えっ、ちょっ。パオ吉様、急になにを言って……!?」

　ただならぬ気配を感じたアオバだが、パオ吉のほうが数段早かった。

　ピンクの鼻が伸びたかと思ったら、直後にはアオバを蛇のように絞め上げて、宙へと持ち上げていたのだ！

「だ、だめっ。絞めつけないでっ。ああッ、おまたに食い込んできて……なにを……っ」

「むう。その口ぶりだと、本当にナニをするのか分かっていないようだな。ここは俺様が優しくレッスンしてやることにしよう」

「あっ」

　アオバが短い悲鳴を漏らしたのも当然のこと。

　パオ吉の鼻先によってエプロンドレスのボタンが器用に外されると、あっという間に胸がはだけられていたのだ。

　思春期を迎えて膨らんできた双丘は、野暮ったさを感じるほどにシンプルな白のブラジャーに包まれていた。

「だめっ。そんなところ、恥ずかしい……っ」

「それなら声を上げないことだな。ヴァンに痴態を見られることになるかも知れないぞ」

「くっ、くううっ」

　歯を食いしばっているアオバは、為す術なくブラを外される。

　ツンと上向いた、膨らみだしたばかりの硬い乳首が露わになった。

　その頂からは、早くも母乳が膨らみ、月夜に輝いていた。

「ふっ。俺様としたことが、なにも知らない少女まで女にしちまうとはな。さて、アオバの母乳はどんな味がする？」

「あっ、だめっ。そんなところ吸わないで下さいっ。んっ、んああ……っ」

　鼻先で乳首を吸われ、アオバはピクリッ、切なげに身体を震わせる。

「ほほう。こいつは慈愛に満ちあふれ……、しかしどこか悲しげなマナを感じる味をしている。今にも消えそうなほどに、なんという儚はかない後味だ……」

「だ、だめっ。そんなにしみじみ吸わないで……っ。んあっ、らめっ。お乳が、お乳が溢あふれ、出してきてしまいますぅ……っ」

「過ぎた悲しみは今のうちに吐き出しておくんだな。この小さな身体には、あまりにも重すぎるだろう？」

　口ではまともなことを言っておきながら、パオ吉きちは止めどなく溢れ出してくる母乳を吸い続けている。

「～～～～～ッ！　ううっ、あううっ、熱く、なってきて……、お、おかしいですぅ……な、なんだか頭がポワッとしてきて……。とっても恥ずかしいのに……、こんなの、絶対おかしいのにぃ……おまたが……んああっ」

　ピクンッ、

　アオバは、しどけない姿を晒さらして痙けい攣れんすると、くったりと弛し緩かんしてしまった。
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「悲しみは一人で背負い込むもんじゃない。それに男ってやつは、女の悲しみを背負ってこそ、強くなれるってもんだ」

「言ってることは真面目なのに……ううっ、こんなことされたら……は、ふぅ……っ」

「いまは安らかに眠りな」

　パオ吉きちは縛り上げているアオバを布団へと放り込むと、自らも眠りにつくのだった。
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「んん？　なんだか酸っぱい香りが……」

　ヴァンが目を覚ましたのは、ツンとした香りに鼻を突かれたからだった。

　なんの匂いなのかと聞かれると、一番近いのは柑かん橘きつ系のフルーツ……だろうか。

　だけどフルーツよりも脳に染みる、むせ返るような生暖かさをまとった香りだった。

「誰かイタズラしてるのか……？」

　朝っぱらだというのに、一体誰がこんなことを。

　やや不機嫌になりながらも瞳を開けてみると。

　寝ぼけ眼な視界は、真っ白に覆い尽くされていて、そこにはシュッと一本の縦筋が刻まれて微かに蠢うごめいているようだった。

「この感触は……マシュマロ……？」

　不思議に思って指先に力を入れたときだった。

「あっ、だめっ」

　キュッと縦筋が引き締まると、直後には視界が開けた。

「アオバ？　なんでこんなところに」

　ヴァンが身体を起こすと、そこには頰を赤らめた寝起きのアオバがいた。

　気まずそうにスカートの裾を整えている。

　と、いうことは、いまの真っ白で柔らかいものは……？

　それにアオバはなぜかエプロンドレスの胸をはだけた、あられもない姿をしていた。

　なぜこうなった。

「これは事故だ。俺様はしっかり抱きつかせてやったんだぞ。だけど思っていたよりも二人とも絡み合ってたからな。邪魔したら悪いと思って」

「犯人はパオ吉、お前か」

「犯人とは人聞きの悪い。俺様はしっかりアフターフォローまでバッチリ犯やっておいてやったのに。な、アオバ」

「ふぇ!?　そ、そんな……私の口からはとても言えません……っ」

　アオバは恥ずかしそうに頰を赤らめて俯うつむいてしまった。

（き、気まずすぎる……。一体、ゆうべここでなにがあったんだよっ）

　戸惑っていると、タイミングの悪いことに部屋のふすまが開け放たれる。

「お兄様、そろそろ朝のご奉仕の時間」

「……は、恥ずかしいですけど、私もご一緒、させて下さい……はっ。この状況は!?」

　シルフの頰が凍りついたのも無理はなかった。

　なにしろヴァンと向き合っているのは、あられもない姿を晒さらしているアオバなのだ。

　驚かないほうがおかしい。

「……お兄様ったら大胆なんだから。アカリも夜よ這ばいすればよかった」

　アカリの言葉が胸に刺さる。そしてシルフのジトッとした視線も。

　このパターンは。分かってるぞ、うん。

「ヴァン様のエッチ！」

　嫌な予感を察知した直後には、シルフのビンタが股間へと炸さく裂れつしていた。

　朝日に、ヴァンとパオ吉きちの悲鳴の二重奏が響き渡るのだった。
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「まったく、朝から散々な目に遭ったぜ……」

　痛む股間を撫なでながら、ヴァンは村の小道を歩いていた。

　だがパオ吉はまだ懲りていないらしい。

「なんで出歩いてるんだよ。あのまま部屋にいれば、４Ｐだって夢じゃないのに」

「お前はまだ懲りてないのか。ウメボシするぞ、この野郎っ」

　両手の拳でパオ吉のこめかみをサンドイッチすると、その鼻先が見事なまでに縮み上がってみせた。

「ったく、朝から発情するとは変態象さんめ」

「朝だからいいんだろう？」

　ビンタを食らったパオ吉は、どうやらまだ懲りていないらしい。取れるものなら取ってやるものを。

「それはそうとヴァン。どこに行こうっていうんだ？」

「ちょっと散歩しようかと思ってな。どこに魔物が潜んでいるかも分からないだろ」

「それなら俺様の鼻と耳が役に立つぞ。魔物も美女もバッチリ捕捉だ」

「だから不安なんだよ」

　パオ吉に適当なツッコミを入れつつ、ヴァンは盆地の縁の部分……丘になっているところを歩いて行く。

　草原を縫うような小道を歩いて行くと、やがて風車へと行きつく。

　巨大な風車は、ヴァンの不安など知るよしもなく南風を受けて回っていた。

「やれやれ、面倒なことに巻き込まれたもんだ」

　ヴァンはレンガ造りの風車小屋に寄りかかると、物憂げに村を見下ろした。

　どの家も朝ご飯を作っているのだろう。煙突からは吞のん気きに煙が立ち昇っていた。

　この村が、魔物の手によって脅されていたとしても、日常というものはよほど強固にできているらしい。

「のどかだねぇ……」

　ヴァンは揺らめく大樹を眺めながら呟つぶやいてしまう。

　それにしてもにわかには信じがたいことだが……、村を傘のように覆っている大木が、以前は蒼あおい燐りん光こうを纏まとっていただなんて、事実なのだろうか？

　そんなことをヴァンが考えていると、

「んん？　あれは……？」

　こちらに駆けてくる人影を見つけて、ヴァンは顔をしかめた。

　草原を縫う小道を、三つ編みお下げを揺らして駆けてくるのは、アオバだったのだ。

「今朝あんなに酷いことになってたのに、やばい、絶対に嫌われてるぞ」

「さて、そいつはどうかな？　てめーの人徳を信じるんだな」

　パオ吉きちは股間で口笛なんかを吹いていたりする。勘弁してくれよ。

　どんなことを言われるのか心構えだけはしていると、

「はぁ、はぁ、はぁ……。勇者様、こんなところにいた……」

　草原を駆けてきたアオバは、よほど探してくれたのだろう。肩で息をしていた。

「どうしたんだ？　やっぱり、今朝のこと怒ってるのか？　だったら謝るが、あれは不可抗力というか、俺も寝ぼけていてよく覚えていないというか……とにかく、悪かったな」

「ゆ、ゆうべはあんなことがあったというのに覚えていないというのですか!?」

　謝ろうと思っていたけど、どうやら地雷だったようだ。

（おのれパオ吉、ゆうべはなにをしやがった……っ）

　問い詰めたい気分だったけど、まさかアオバがいる前で股間と会話をするわけにもいかない。そんなの勇者じゃない。ただの変態だ。

「でも……覚えていないほうがいいかも、ですよね。勇者様は寝ているというのに、とっても優しくしてくれましたから」

「お、おう。それはなによりだ。なにか俺に用があるんだろ？　そんなに息を切らせて」

「は、はい……そうでした」

　ヴァンの言葉に、アオバは深く頷うなずいた。

　その表情が、どこか追い詰められているようにも見えたのは、気のせいではあるまい。

「い、言いづらいのですが、この村では……、ウインドバレーでは、すでに勇者様を手にかけようと魔物たちが裏で動いているのです」

「なんだ、そんなことか」

　ヴァンのその言葉がよほど意外だったのか、

「知っていたのですか？」

「ああ、昨日はちょっとあってな。悪いとは思っていたが村長とガルドとかいう奴が逢おう瀬せしているところを覗のぞかせてもらったんだ」

「そ、そうだったんですか……。それならまずは謝らせて下さい。ゆうべは勇者様に酷いことをしてしまいました」

「？　だからゆうべのことは、なにも覚えていないんだ。ま、アオバが謝るようなことがあれば、そいつは俺の不手際ってやつだ。気にするな」

「許してくれるのですか？　私は勇者様のことを……っ」

「ストップ、お嬢ちゃん！」

　止めたのはパオ吉きちだった。

「お嬢ちゃん、それ以上は野暮ってもんだ。それにたとえヴァンが事実を知ったとしても、どうせ同じことを言っているだろうしな。心配するな」

「で、でも……」

　それでもアオバは決まりが悪そうにしていた。

「ま、パオ吉の言う通りかな。気にすんなよ。それよりも……、魔物というのは？」

「はい。そうでした……。実は、すでに村長は魔物の言いなりになっているんです。だけど誤解しないで下さい。村長も、この村を、村のみんなを守るために仕方なくやっていることですから……っ」

「そいつは分かっているよ。村長も渋々っていう感じだったしな」

「そう……。そうですよね……」

　アオバは、物憂げな表情を浮かべるとうなずく。

　だがヴァンには一つ気になることがあった。

「なぜ剛剣のモーガンと呼ばれていた男が、あんな小物の言いなりになっているんだ？」

「それは……村長に大怪我をさせてしまった、私のせいでもあるんです」

「と、いうと？」

　思っていたことがあるのだろう。

　アオバは一気に言葉を吐き出した。

「今からもう何年も前の話になりますが、あの日……この村を魔物が襲い、私の父と母が殺されてしまったとき……、村長は、せめて私のことだけは助けようとして、無理をしてしまいました。そのときに膝に大怪我を負ってしまったのです」

「孤児となった私は、村の旅籠はたごで住み込みで働くことになりました。あ、でも心配しないで下さいね？　村の人たちはみんなよくしてくれて、私はなに不自由なく生きてくることができましたから。でも……」

「それっきり、村長が剣を握ることはありませんでした。膝に傷を受けてしまったこともありますが、諦めてしまったんだと思います。それからこの村を塞ぐように関所を作り、ウインドバレーは守りに重きを置くようになったんです」

「それからというもの、村のみんなもどこか閉塞感に包まれてしまいました。魔物に抗うことに、そしてこのさき生きていく希望さえも失ってしまった……」

「その頃からだったと思います。ブルーバードが蒼あおき光を失ってしまったのは。蒼き光はマナの具現化した姿。そのマナが、人々の心とともに枯れようとしている……」

　アオバは溜たまっていた言葉を一気に吐き出すと、

「すみません、勇者様にこんなことを話してしまって……」

　と、小さく頭を下げた。

「なるほどな、この村のご神木が光を失ったのは、そんな理由があったのか」

　だとしたら、いろいろと納得できることがある。

　剛剣のモーガンとして武勇を轟とどろかせていた村長が、あんな小物の魔物……ガルドの言いなりになっていたことも。

　そしてブルーバードが光を失ってしまったことも。

「それでご無礼を承知の上で、勇者様にはお願いがあるのです」

「ふっ。それ以上は言わなくても分かってるぜ。あのガルドを、ぶっ倒してほしいって言うんだろ？」

「ど、どうしてそれを!?」

「そこまで聞けば、誰だって分かることさ。それになによりも、この俺がガルドをぶっ倒してやりたいって思ってるんだ。村人全員を人質に取って、自らの手を汚さないような卑ひ怯きような奴を、許せるわけがないだろう？　だからこれは俺が勝手にやろうとしていることだ。気にしないでくれ」

「勇者様……」

　碧へき眼がんに涙を浮かべたアオバは、ごく自然にヴァンの胸の中へと飛び込んできていた。

「おっと、どうしたんだよ、急に」

「ごめんなさい。なんだか安心してしまって……」

　アオバはヴァンの胸の中で涙を隠そうと決めたのだろう。

　ヴァンの腕に抱かれると、しばらくのあいだだけ涙を流し続けるのだった。







　それから少しだけの時が過ぎ──、

「ごめんなさい。勇者様のお洋服、その……涙で汚してしまいました」

「いいってことよ。勇者ってのは、女の子の涙で強くなれるんだ」

「ほ、本当ですか!?」

「ああ、本当さ」

　こんな噓うそさえも信じてしまうのだから、よほど素直な子なのだろう。

「そうだアオバ、今日の予定はあるか？」

「いえ、私の役割はお祭りの最終日の給仕だけですから、今日はなにも……」

「それじゃあ今日の予定は決まりだな」

「えっ？」

「今日はたっぷりと祭りを楽しむことにしようぜ。俺がエスコートしてやるよ、お姫様」

　ヴァンは芝居がかった仕草で跪ひざまずき、アオバへと手を差し出す。

「あ、あの……。その……私なんかでいいんですか？　村にはもっと綺き麗れいな女の人だっていますし、それにシルフ様や、アカリ様もいらっしゃいます」

「なんだ、いろいろ理由をつけて、俺と一緒にいるのが嫌か？」

「そ、そんなことは、ないですっ。ふ、ふつつか者ですが、どうかよろしくお願いします……勇者様っ」

「その意気だぞ」

　真っ赤になったアオバは、控えめながら手を差し出してくれる。ヴァンはその小さな手を取ると、一気に丘を駆け下りていった。

　だがその様子を一匹のコウモリがジッと見つめていることに、ヴァンもアオバも気づいてはいなかった。

　そしてそのコウモリが、北の空へと飛び立っていったことも。

　短すぎる、春の祭りが始まろうとしていた──。





☆






　だけど楽しい時間っていうのは、あっという間に過ぎていくものだ。

　この地に伝わっているという民族音楽がつま弾かれるなかで、アオバに引っ張られて祭りの輪に加わって、慣れないダンスに四苦八苦していると（ただし股間ではパオ吉きちが揺れている）、西日を孕はらんだ南風が頰を撫なでていく頃になっていた。

　気の早いランプが、少し早い夜の訪れを告げている。

「ああ、もうこんな時間……。お夕飯の準備しないと。今日は勇者様と一緒に過ごすことができて、本当に楽しかったです」

「そう言ってもらえると、エスコートのし甲が斐いがあったってもんだ。夕飯、期待してるからな」

「はい。腕によりをかけて作りますから期待してて下さいねっ」

　嬉うれしそうにアオバは言って、腕をまくる仕草をしてみせると、旅籠はたごへと駆けていった。

　どうやら今夜も期待できそうだ。

　ちょうど身体を動かして腹が減ってきたところだ。シルフも、いつものようにたくさん食べることだろうし。

　そんなことを考えていると──、

「これはこれは勇者様。収穫祭を楽しんでおられるようで、なによりですじゃ」

　背後からの声に振り返ってみると、そこには杖つえをついたモーガンが立っていた。

　にこやかな表情を浮かべているが、その口ひげはどこか歪ゆがんでいる。

　どうやら、まだアオバが手を出していないと思っているようだ。

「ああ、おかげさまでおもてなしのフルコースをして頂いてるところだ。だが、アオバだけではなく、村長、あんた直々にお手合わせしてもらってもいいんだぜ」

「なっ」

　モーガンの瞳が見開かれる一瞬。ヴァンは一気に距離を詰めると、

「安心しろ。俺はなにもしない」

　耳元で、一言だけ呟つぶやく。

　直後にはヴァンは何ごともなかったかのように元いた場所に立っている。

　その場に冷気のような風が流れたのは、気のせいではないだろう。

　現に、北の山を這はうようにして雲が垂れてきているところだった。

　夕日を受けたヌラリとした雲は、山が血を流しているようにも見える。

「イヤな風だぜ……」

　パオ吉きちが呟く。

　普段は暖かい南風が吹いているというのに、頰を撫なでていくのは、冷気を纏まとった北風であった。

　北風は、不吉を連れてくる……。

　そんなミーシャの言葉を思いだす。

「むっ、この足音は!?　ヴァン、気をつけろ。どうやらお客さんのようだぞ」

　パオ吉が言った、その直後だった。

　地を揺らすような爆発音とともに、北から炎が上がったのだ。







「な、なんじゃ!?　一体なにがあったというのじゃ！」

　戸惑うモーガンに応じるように、早馬に乗った村人が転がり込んできた。

「村長、大変です！　北の関所に魔物が押し寄せてきて死傷者多数！　今にも関所が破られそうです！」

「ということは今の爆発は……関所が破られた、じゃと……!?　そんな、話が違う！」

　山の稜りよう線せんに夕日が隠れ、夜の闇が迫ってくる。

　その闇に、不気味に揺らめくかがり火の行列が、ゆっくりと村へと近づいてきていた。

　きっと殺気だった魔物たちが、たいまつ片手にパレードしているに違いなかった。

「ああ、なんということじゃ……っ。せっかく村のためを思ってしたのに、関所が破られるとは……！　儂わしらの村が……！」

　モーガンはよほどショックなのだろう。

　ゆっくりと近づいてくる魔物の行進を、目を見開いて見つめることしかできずにいた。

　だがヴァンは不敵な笑みを浮かべて言うのだった。

「魔物どもを、ここに招待するわけにはいかねえよなあ？　話の通じる相手でもないだろう。守ってばかりいても調子に乗られるだけだぜ」

「勇者様！　元はといえば、あなたさえ来なければ、こんなことにはっ」

「俺のせいにするのか。まあ、それが一番楽だろうがな。しかしこうなったからには、ここで盛大なパレードが始まるのも時間の問題だ」

　爆発音を聞いて、血相を変えたシルフとアカリも広場へとやってくる。

「ヴァン様、この騒ぎは？」

「どうやら招かれざる客のお出ましのようだ。ここは到着を待っていてやろうぜ」

「それじゃあアカリも楽しませてもらうことにする。ふふ」

　シルフは杖つえを、アカリはレイピアを構えた。

　ヴァンが広場の中央に根ざしている大木に片手をついて寄りかかると、その背中側に村人たちが逃げ込んでくる。

　これにはさすがのパオ吉きちも、

「調子のいいやつらだぜ」

　股間で毒づいていた。

　こうして村人たちの視線を背に受けて待っていると、たいまつの行列は、やがて広場へと入ってきた。

　その先頭にいたのは、低級な魔物である小柄なオークたちに神み輿こしを担がせて、そこに足を組んで座っている、長身瘦そう軀くの男だった。

　顔は、目深にかぶったフードで見えない。

「お前がガルドだな……？」

　ヴァンは剣を握りしめて呟つぶやく。

　こいつこそ、祭りの最中にモーガンに毒ナイフを渡した奴……ガルドに違いなかった。

　ヴァンと魔物が対たい峙じすると、シンとあたりが静まりかえる。

　だがガルドは、神み輿こしに乗って足を組んだまま言うのだった。

「オレ様が直々に来てやったのに、酒も出さないとはどういうことだ！」

　静まりかえった広場に、ガルドの声だけが響き渡る。応える者は、誰一人としていなかった。それでもガルドは、構わずに続けていく。

「ふん。まあ、いい……。オレ様がここにやってきたのは、酒なんかのためじゃあない。勇者ヴァンを連れてこい！　ここで血祭りに上げてくれる！　役立たずの人間の尻拭いをさせられて、オレ様は機嫌が悪いんだ！」

「ふっ。それなら手間が省けたな」

　ヴァンは不敵な笑みを浮かべる。

「なんだこの、ふざけた野郎は。股間に変なものをぶら下げやがって！」

「ぐぐっ、それを突っ込まれると反論しようがない……！」

　が、ここで怯ひるむわけにもいかない。

「勇者ヴァンとは、この俺だ！」

「そして俺様がパオ吉きち様だ！」

　まさかガルドは、こんなにふざけたやつが勇者だとは思ってもいなかったのだろう。

　数秒間停止したのち、素っ頓狂な声で、

「はぁ!?　そんなふざけた格好をしたのが、勇者とかおだてられている、猿山のボスだというのか!?　ふざけるのは顔と股間だけにしやがれ！」

「うるせえ。俺だって好きでこんな格好してるわけじゃねえ！」

「ふ、ふんっ。こんなふざけたやつ一人殺すことができぬとはなぁ……。そのふざけた面構えをなぶり殺しにしてくれるわ。ついでに村も焼き払ってくれる！」

「俺がいるのに、そんなことさせると思っているのか？」

「ああ……、なにしろ、この村すべてがオレ様の人質だからなあ。ヴァン、お前の命運もこれまでだ！」

　ガルドは神輿から飛び降りると、音もなく地面に降り立った。

「どれ、冥土の土産に、オレ様の顔を見せてやる。殺される相手の顔さえも分からぬのでは、あまりにも不ふ憫びんだろう？」

「別に野郎の顔なんて見たくないぞ」「気が合うな。俺様もだ」

　そんなヴァンと股間からの抗議に耳を貸すことなく、ガルドはフードを脱ぎ払った。弱い犬ほどよく吠ほえるとは、よくいったものか。

　フードから露わになった顔──。

　それは、石のような灰色の皮膚をした、頰の瘦こけた貧相な男の顔だった。

　瞳は死んだ魚のような濁った光を宿し、三日月のように吊つり上がった唇は、やや青みがかっている。

　その死んだ魚のような眼差しを受けて、村人たちが狼狽うろたえだした。

　魔物……、いや、人間に近いから魔族といったほうが適切だろうか。

「ヴァンとか言ったな。お前はこんな弱いやつらを助けるために戦うのか？　感じないのか？　村人たちの、怨えん嗟さの籠もった視線を！」

「確かに俺のせいかもしれない。だが、いつかはこうなっていただろう？」

「だが、勇者であるお前がやってこなければ、もっと長生きできていたんだよ！　恨んで当然だろう!?　この眼差しをうけ、ウインドバレー共々滅びるがいい！」

「俺がここで引き下がると思っているのか!?　……この喧けん嘩か、買った！」

　ヴァンは腰を低く落として剣を抜こうとするも、パオ吉きちの鼻先に止められる。

「待つんだ青二才。ここでやり合ったら村が滅びるぞ！」

「このまま引き下がれって言うのか!?」

　パオ吉に止められるも、しかしガルドが引き連れてきた軍勢は、今にも飛びかかってきそうな気配である。

　雑兵のオークや、それに後ろのほうには大柄なトロルまでいる。ここに来るまでに戦ったトロルと比べると小柄だが、それでも強敵であることには変わりない。

（こうなってしまってはやるしかない……っ。だが、どうやって料理してやる!?）

　ヴァンが逡しゆん巡じゆんしていると、ガルドは夜空に向けて片手をかかげ──、

「行け！　人間どもを皆殺しにしろ！」

　その手が振り下ろされる合図とともに、オークたちが攻め込んでくる。

　こうなってしまったら、もはや応戦するしかなかった。

「魔法陣、展開します！」

　シルフの足元に、青白い魔法陣が出現する。一気にザコどもを仕留めるつもりだ。

　アカリもレイピアを構え、

「死にたいやつからかかってきなさい！　お兄様に傷一つでもつけたら、ただじゃおかないんだから！」

　どうやらもはや止めることはできそうになかった。

「くっ。こうなったらやるしかないのか!?」

　ヴァンもロングソードに手をかけると、シャラリと抜き──、

　……だが、そのときだった。

「待って下さい！」

　広場に、悲しいまでに澄み切った高い声が響き渡ったのは。

　転びそうになりながらも前に出たのは、黒髪を三つ編みお下げにした少女……アオバであった。

「私は……。私は勇者様を恨んでなんかいませんっ」

　これにはガルドも拍子抜けしたようだ。

「なんだ、急に出てきたと思ったら、芋くせえ村娘じゃねえか。さっさとそこをどけ！　でないとぶっ殺すぞ」

　だがアオバは引かない。声を震わせながらも、

「村の人たちだって、勇者様を恨んでいても、どこかで気づいていると思います。確かに勇者様がこの村に来なければ、平和だったかも知れない……でも、それは偽りのものです」

「どうだか。人間風情が生意気を言ってくれる」

　ガルドはギョロリとした眼差しでアオバを睨にらみ付ける。だがアオバは震えながらも続けるのだった。

「私は村のみんなに感謝しています。この村が好きなのです。だから、どうかこの村を壊すことだけはやめて下さい」

「ほー？　面白いことを言う。なんでオレ様が、小娘の言うことを聞かなければならんのだ？　お前など、その辺の虫けらほどの価値もないというのに」

「お願いします、この村だけは……っ」

　ガルドは前に出ると、アオバのおとがいをクイッと上げる。それでもアオバは逃げることはなかった。

　アオバの今にも泣きそうな眼差しを受けて、ガルドの唇が嗜し虐ぎやく的てきに吊つり上がる。

「そうだ、いいことを思いついたぞ。お前には人質になってもらうことにしよう。そうすれば、お前が大切に思っている人間どもが、助けに来てくれるかも知れないだろう？　まあ、オレ様だったら見捨てるがな」

　歪ゆがんだ笑みを浮かべるガルドだが、しかしアオバは躊ちゆう躇ちよなく言うのだった。

「分かりました。この村のためでしたら、喜んで人質になりましょう」

「ほほう？　どこまでもおめでたいやつだ。いいだろう。このオレ様が、存分に可愛がってやる」

　きっと酷いことをされる。そして、その果てには……。

　そんなこと、アオバにも分かっていることだろう。

　それでもアオバは前に出ていく。

「いい度胸だ。おい、こいつを縛り上げておけ。それと人間どもの酒さか樽だるを集めろ。今夜はちょっとしたパーティーといこうぜ」

　手首を縛り上げられていくアオバ。

　ヴァンが傍観していられるはずがなかった。

「待つんだ！　アオバ、そんな奴らに連れて行かれたら、命の保証はないぞ」

「そんなこと、分かっています。でも、私なんかの命で、みんなが助かるんですよ？　ずっと、迷惑ばかりかけてきたんですから、こんなに……っ、こんなに、嬉うれしいことは、ないんです……っ」

　気丈に言うアオバだけど、その声は恐怖のあまりに震えていた。

「勇者様、あなたは私のような鳥籠のなかの鳥なんかじゃない。希望の青い鳥なんです。私のことなんか忘れて、どうか世界に平和を取り戻して下さい。約束、ですからね？　この村の人たちのささやかな生活を、守って下さい……」

　そう言われてはヴァンも引き下がるより他なかった。

　なによりもここで一戦を交えれば、こんな小さな村など灰かい燼じんと化すことだろう。

「くっ。こいつは詰んだか……っ」

　股間のパオ吉きちも悔しげに呟つぶやく。

　それでもアオバは気丈に言うのだった。

「信じてますから。だから、さようなら、です……」

　ヴァンは目を疑ってしまった。

　こんなときだというのに、アオバは切なげな笑みを浮かべてみせたのだ。

　アオバは縛り上げられると、神み輿こしへと放り投げられ、上からガルドに踏みつけられる。

「そういうことだ。ヴァンとか言ったな！　この村娘の命が惜しければ、今宵、北の湖に一人で来い！　もしも他の奴らが来たら……そのときは分かっているな？」

「ああ、受けて立つ。そこで決闘といこうか！」

「存分に足あ搔がくがいい。それが徒労だと知っていても、な……。よし、者ども、酒は積んだな？　今夜は宴だ！　引き返すぞ！」

　ガルドが命じると、オーク達が神輿を担ぐ。

　その神輿を先頭に、魔物の群れは村から出て行った。

　ただ一人、アオバだけを連れ去って……。







　魔物たちの軍勢がいなくなり、村人たちのどよめきとともに、夜気が濃くなる。

　口を開いたのはパオ吉であった。

「ヴァン」

「なんだ。いまの俺は機嫌が悪いんだ。手短に頼む」

「俺様の勘違いでなければ、アオバはガルドと刺し違えるつもりでいる」

「なんだと？　なぜそんなことが分かる」

「アオバから、微かに漂っていたんだよ。あの毒のナイフ……ガルドが、村長に渡していたナイフの香りが。恐らく、旅籠はたごに戻っているときに持ってきたんだろうが、な」

「つまり、アオバはたった一人でガルドを倒そうとしているってことか!?」

　ヴァンの声に、しかしパオ吉きちは低い声で続ける。

「よくて刺し違え、失敗してアオバが死ねば、人質としての価値はなくなる。と、なると、ヴァン、お前の枷かせにならずに済む。アオバは、自らの命を差し出して、この場を丸く収めたということだ」

「アオバが、俺の枷だと？」

「実際、これからアオバを助けにいくつもりなんだろう？」

「当たり前だ」

「そのときにアオバが生きていれば、当然人質としての価値が生まれる。そんなことをアオバが望むと思うか？」

「それでも俺はアオバを助けにいくつもりだ」

「それならば、覚悟を決めておくことだな。向こうに行ってから動揺されても困る」

「なぜアオバはそんなことを……っ」

「それだけアオバは、この村のことが好きだってことさ。ヴァン、お前にだって、分かるだろう？」

「……ああ」

　殺気立った低い声で答えるヴァン。

　だがその背後では、モーガンたちが早くも浮き足立っていた……。







「ああ、なんということになってしまったのじゃ……」

　そのあと、ヴァンはモーガンの家へと連れて行かれていた。

　これからの作戦を練るのならばまだ分かる。

　しかしモーガンの口から出てきたのは、ヴァンたちに対する恨み節だった。

「勇者様、あなたたちさえこの村に来なければよかったのに。そして魔王に刃向かったりしなければ、平和に暮らしていくことができたというのに……っ」

　さすがのヴァンも、これには辟へき易えきしてしまう。

「悪かった。だがこれだけは言わせてくれ。そんな心構えだったら、この村は間違いなくガルドのやつに滅ぼされていた。それに俺が負けても、同じことになるだろうし、な」

「そ、そんなこと……っ、分かっております！　儂わしだって、ずっとこの村を守ってきたのじゃ。そんなこと、言われなくとも百も承知です！　しかしこのような辺境の村では、あいつらの言いなりになるしか村を守ることができなかったのじゃ……！」

「守り抜くことは立派だが、それは逃げているだけじゃないのか？　覚悟のない守りは、逃げることと同じことだぜ」

「勇者様になにが分かりますか！」

「ごもっとも。だがな、人質になったアオバは、村長や村人みんなに感謝していたよ。だからたった一人で人質になんかなったりしたんだ。あんたがこの村を……アオバを守ってやらないで、誰が守るんだ」

「しかし儂わしには……っ」

　モーガンは唇を嚙かみしめると、身体を支えている杖つえが悲鳴を上げる。

「村長、今までこの村を守ってきたあんたは立派だ。だから……俺を信じて欲しい」

　ヴァンはマントを翻すと、外に出ていこうとする。

「勇者様、どこへ行こうというのじゃ!?」

「そんなこと分かってるだろ？　アオバを助けに行ってやらないとな。一人で泣いている女を放っておけるほど、俺は無神経じゃないのさ」

「しかし、たった一人でなにができるというのです？　あなたは全知全能の神ではないのですよ!?」

「村長、それは違う。俺は神じゃない」

「ならば！」

「神には慈悲の心があるが、いまの俺には無い。そして勇者でもない。ただの一人の男として戦いに行くつもりだ」

　言い残すと、ヴァンは村長の家を出る。

　するとドアを出たすぐそこに、シルフとアカリが待っていた。

「ヴァン様。私も行きます」

「もちろんアカリも行く」

「やれやれ、そう言うと思ったぜ。だけどガルドの手先がどこで見ているか分からない。二人は村で待機していてくれ」

　しかしシルフがそう簡単に引き下がるわけがなかった。

「ヴァン様。たった一人で行くなんて無謀です。きっと罠わなに違いありません」

「そんなこと分かっているさ。こうなった以上、ガルドは俺の命を確実に奪おうとしてくるに違いねえ。それでも男ってやつは行かなくちゃならないのさ」

「おうよ。ここは俺様とヴァンに任せてくれ」

「ヴァン様……」

「それじゃあお兄様。せめてマナの補充をしていって。マナの効果は一日しかないから、今のうちに満たしておいたほうがいい」

　アカリは言うと、なんの躊躇ためらいもなく胸をはだけてみせる。それを見たシルフも、負けじとローブをはだけた。

　二人ともやる気になってくれているのだろう。

　四つの頂は、すでに乳白色の液体でヌルヌルになっていた。

「ちょっ、アカリ、人前でおっぱいを出すんじゃないっ。シルフも、もうちょっと恥じらいというものをだな……っ」

「は、恥ずかしいですけど、ヴァン様のためなら……っ」

「き、気持ちは嬉うれしいが、どこでガルドの手先が見てるか分からないだろ!?　ここでマナの補充をして、エクスカリバーをひっさげていくわけにはいかないって」

「む、むう……。確かにヴァン様の言うとおりです……」

「分かってくれたか？」

「はい。ううっ、おっぱいの出し損ですぅ……」

「アカリもその気でいたのに……」

　二人は赤くなりながら着衣を整える。なんだか悪いことをしてしまった気分だ。

　でも、二人は諦めていなかったらしい。

「それではヴァン様……。これは約束の証です。私の初めて、受け取って下さい」

「アカリの初めても、受け取って」

　二人に抱きつかれると、両方の頰に感じられる、柔らかくも暖かい感触。

「今のは……？」

「そんな恥ずかしいこと、聞かないで下さい」

「アカリからのファーストキス、お兄様へのプレゼント。帰ってこなかったら、承知しないんだから」
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「まさか二人から同時にファーストキスを頂けるとはな。こいつは無事に帰ってこないと、ただじゃ済まなそうだぜ」

　もっとも、ファーストキスの前に、色々と順番をすっ飛ばしたような気もするけど。

「ヴァン様、どうかご無事で」

「ああ、いつだってシルフが守ってくれてきたからな、背中。頼りにしているぜ」

「はい。私にできることならば、なんだってするんですから……」

「アカリも、危なくなったら駆けつける。そうならないことを祈ってるけど」

「おうよ。存分に祈っていてくれよ」

　ヴァンは言い残すと、一人夜道を進んでいくのだった。

　股間にぶら下がっているパオ吉きちが、夜風にちょっとだけ冷たい。





☆






「酒だ！　酒！　もっと酒を持ってこい！」

　ガルドの人質となったアオバは、北にある湖のほとりへと連れてこられていた。

　夜の湖は、対岸が見えぬほどに暗く、アオバを飲み込もうとしているようでもある。

　湖畔では、奪ってきた酒でちょっとした宴が開かれていた。

　オークが周囲にかがり火を灯し、ガルドへと酒さか樽だるを運んでいる。

　アオバはその輪の中央に設えられた、木製の柱に縛られていた。

　両手首を縛られ、万歳をさせられるようにして。まるで生いけ贄にえのように。

（ここまで連れてこられたら……、もう村の人たちは安全かな……）

　人質になっているというのに、アオバはそんなことを考えている。

　それに……、エプロンドレスのポケットには、毒ナイフを忍ばせてきている。関所を破られ魔物が入り込んできたのを見て、念のために持ってきたのだ。

（まさかこんなことになるとは思わなかったけど……。このナイフさえあれば、私だって村のみんなのために頑張れるんだからっ。チャンスは、魔物たちが乱れてから。そうなれば、お酒を酌む人手が必要になるはず。狙うなら、そのとき、刺し違えてでも……！）

　そう。せめて、ガルドと刺し違えてでも。

　アオバは、人知れず覚悟を決めている。

　そんなアオバへと、すっかり酒で気分を良くしたガルドが歩み寄ってくると、

「そんなに怖い顔するなよ」

　アオバの頰を、ガルドの冷たい石のような指先が撫なでていった。

「オレ様は、人間が作る酒だけは美味いと思って尊敬しているんだ。だからその気になればいつでも滅ぼせるところを生かしてやってるんだぜ？」

「……触らないで下さい。それに人は弱い生き物ではありません。あなたたちなんかに負けないんだから……っ」

「ああ？　弱くない、だと？　もう一度言ってみろ！」

「何度だって言います。人間は弱くな……がはっ！」

　アオバの口から、空気の塊が吐き出される。

　ガルドの拳が、アオバの柔らかい腹へと食い込んでいたのだ。

「おっ、おごぉ……。あっ、あっ、ああぁぁ……！」

　メリメリと腹に食い込んでくる拳に、アオバは呻うめき声を上げることしかできない。

　お腹の中が熱くなって、煮え繰り返されているような、そんな感覚だった。

「どうした、人間はなんだって？　よく聞こえなかったなぁ!?」

　ドム！　ドム！　ドム！

　ガルドの拳が、何度も柔らかい腹に叩たたきつけられては、深く食い込んでいく。

「おごっ、おぐっ、おっ、おげぇ！　や、やめでぇ！　堪忍、堪忍し！　おごぉ！」

「なんだ？　なに言ってるんだか聞こえねえよ。もっと大きい声で鳴いてみろや！」

　何度も、何度も拳を叩きつけられ、

「や、やめでぇ……っ。お、お腹壊れちゃう、よぉ……！　おっ、おっ、おごお！　えあっっっおっっっんおおぉ……！　おごっ!!」

　次第にアオバの悲鳴も弱々しいものへとなっていく。

　それでもガルドは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて、腹へと責め苦を続けていき……、

「──ッ！　──ッ！　──ッ！」

　ついにはアオバは虚ろ目のまま小刻みに痙けい攣れんするのみとなってしまった。

「ケッ、気を失いやがったか。だがまだお楽しみはこれからだぜ！」

　ガルドは持っていた酒を口に含むと、アオバの顔面へと噴きかける。

「ゴホッ、ゴホ、ゲホッ！」

　苦痛のあまりに気絶することさえも許されず、アオバは意識を引きずり戻された。

「もっと楽しませてくれよ。まだ宴は始まったばかりだろう？」

　ガルドは手近にあったナイフを手に取ると、それをアオバの喉仏へと当てる。

「ひっ」

　身も凍るような、冷たい刃先だった。

　この恐怖から逃れたいはずなのに、アオバの視線はナイフから離れてくれない。

「せっかくの宴なんだ。おめえみたいなガキにもご奉仕してもらわねえと、なあ！」

　アオバは情けないことに身を縮こまらせることさえもできなかった。磔はりつけにされている柱がギシギシと悲鳴を上げる。

　銀色の凶刃が、双丘から腹にかけて振り下ろされ、

「あっ、ああぁ……？」

　てっきり身体を斬られるものとばかり思っていたが……、しかし痛みはなかった。

　その代わりに、フッと、冷たい夜風が身体を撫なで回していく。

　アオバは、服を切り裂かれ、下着姿にさせられていたのだ。

　野暮ったく飾り気のないブラとショーツ。

　そして腹には、青あざが浮き上がっていた。

「や、やめてぇ……っ」

「いいねえ、その恐怖にゆがんだ顔。それに田舎の芋娘にしてはいい身体をしている。実に、そそるなぁ」

　その嗜し虐ぎやく的てきな笑みに今にも折れそうになっていたアオバだが、しかしここで負けるわけにはいかなかった。

　たった一人で人質になったのは、ガルドと刺し違えてでも倒すためなのだ。

（このまま怖がっていたら、魔物たちの思う壺つぼ……！　怖いけど、ここで私が頑張らないと、村のみんなが……！）

　ヴァンの横顔と、今まで大事に育ててくれた村長や村のみんなの顔を思いだす。

　それだけが今のアオバの、心のよりどころだった。

「ど、どんなに酷いことをされても、勇者様が助けに来てくれる……！」

「まだそんな夢物語を信じているのか？」

「えっ？」

「勘違いするなよ。お前はヴァンを呼び出すための餌でしかないんだ。こうしてここに連れてこられた時点で、お前はただの供物、肉の塊に過ぎないんだよ」

　ガルドは三日月のように唇を吊つり上げ、アオバの喉元へとナイフを食い込ませていく。

「どんな顔するだろうなあ。ヴァンの奴が、八つ裂きになったお前の死体を見たら。まずは生きたまま腹をさばいて、腸はらわたを引きずり出して魔獣どもの餌にしてやるか？　その脚は丸焼きにして喰くってやろう。この胸とケツには脂が乗ってそうだな？」

「ひっ、あっ、あっ、ああ！」

　ナイフが首筋に食い込んできて、燃えるような熱さに襲われる。

「あっ、ああぁ……！」

「ちょっと切ってやっただけで、いい顔するじゃねえか。怖いだろう？　これから殺されて、俺たちの腹に収まるんだ。有り難く思うんだな」

（こんなのって……こんなのって……酷すぎる……よぉ……っ）

　今にも泣き出しそうになりながらも、アオバは辛うじて堪えている。それがガルドには気に入らなかったのだろう。

「ちっ。まだ生意気な顔してやがる。いいだろう。そんなに生き延びたいなら……」

　ガルドは、アオバを吊つり下げるようにして縛っていた両手首の縄をナイフで切る。

　支えのなくなったアオバは、地面にぺたりと尻餅をついてしまった。

　地面の冷たい感触が、妙な感じでお尻に伝わってくる。

「逃げられるもんなら逃げてみな。腰が抜けて立つことさえもできないくせに」

「うっ、ううぅ……っ」

　悔しいけど、ガルドの言うとおりだった。

　どんなに立とうとしても、脚に力が入らずに後ずさることしかできなかった。

　それもＭの字に脚を開きながらという、少女としてはあまりにも屈辱的なポーズで。

　だがその後退も、すぐに背中に木の柱が当たってできなくなってしまう。

「くくく。いい光景だなあ？　間抜けな格好で殺されるのは、どんな気分だ？」

「た、助け……てぇ……ううっ」

　魔物に囲まれて痛めつけられ、しかも辱められて殺されようとしている。

　アオバの心は、完全に折れていた。

　頰を涙で濡ぬらし、顔は恐怖のあまりに真っ青になっている。

　だが、その手に固い感触が当たり、今にも失神しそうになっているアオバの意識は辛うじて繫つなぎ止められる。

　アオバの右手にあったのは、ガルドによって切り裂かれ、ぼろ切れと化したエプロンドレスだった。

（この固い感触……、私の服……ポケットの中？　あっ）

　このときになって、ガルドの毒ナイフを持ってきたことを思いだす。

　目の前にガルドがいるこの状況は、チャンスと言えないだろうか？

（ドラゴンでさえも擦かするだけで死んでしまうという毒ナイフ……。この状況なら、私でさえも刺し違えられる、はず……っ）

　怖い。怖いけど……。

（みんなのためなら……っ。最後に恩返しくらいしても、いいよね……？）

　アオバは勘づかれないようにポケットの中へと手を忍ばせると、毒ナイフを鞘さやから取りだす。

「どうした、急に黙って。腹を裂かれる覚悟を決めたのか？」

「誰もあなたなんかに屈したり、しない……っ」

「ふふ。まだそんな口をきけるのか。まあ、腹を裂けば静かになるだろうがな」

　ガルドは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて、アオバの腹へとナイフの切っ先を当てる。

「さて、この腹には、どんなに臭い腸はらわたが詰まってるかな？」

（やるなら、今……！　この腕に毒ナイフが擦りさえすれば……っ）

「私だって、やればできるんですから……っ」

　アオバは震える声で自らを鼓舞すると、毒ナイフの柄を握りしめてガルドの腕をローブごと切り裂いていた。

　ガルドの石のような皮膚に、浅いながらも確かに切り傷が刻まれる。

　だが、ガルドは平然と言うのだった。

「ああ？　なんだ、そのナイフ……。ああ、オレ様の特製毒ナイフじゃないか。こんなものを持ってるなんて、油断ならねえ奴だなあ」

「……えっ、う、うそ……。ドラゴンでさえも死んじゃうんじゃ、ないの……？」

「おめえアホか？　オレ様が作った毒ナイフだぞ？　自分に効く毒を使うわけねえだろ」

「そ、そんな……っ」

「まあ、たった一人でオレ様を殺そうとしたその度胸は認めてやる。だが……おめえがやったことは徒労なんだよ。どうせ死ぬんだ。無駄な努力だったな」

「や、やめてっ」

　ガルドに腕を摑つかまれて、無理やり毒ナイフを取り上げられる。

「ほーら、しっかり脚を開かねえと、てめえの大事なところに毒ナイフが切り込むぞ？」

「ひっ、ひいい！」

　アオバの恐怖に引き攣つった悲鳴があがった。

　毒ナイフが、アオバの縦筋に食い込みそうなほど近くの地面に突き立てられたのだ。

　ショーツに刻まれた縦筋が恐怖に引き攣り、微かに暗い染みが浮き上がる。

「ふふっ、いい顔をするようになったな。おら、もっと脚を開いてみせろや」

「や、やめて……っ、助け……てっ」

「誰も助けにこねえよ。こうなることも、覚悟の上だったんだろう？」

　ガルドは腹を裂こうとしていたナイフを、今度はアオバの口へと潜り込ませてくる。

「あっ、あぐうっ」

　恐怖に震える奥歯が、カチカチとナイフに当たった。

　アオバは、屈辱的にもあんぐりと口を開けたまま、ナイフを口内に許すこととなった。

「ほーら。上手く飲み込まないと、死ぬぞ？」

「あがっ、あがっ、あげぇ……っ」

　口を開いていると、喉の奥の方へとナイフが潜り込んでくる。

　こうなってしまうと、どんなに口を開けていても刃先から逃れることはできない。後ろに下がろうとしても、背中には木の柱が当たっている。

　それでも、恐怖に正気を失ったアオバは、脚の力だけで後ろに下がろうとしていた。

　碧へき眼がんからは涙が溢あふれ出し、恐怖のあまりに鼻水や口からはヨダレが溢れ出してきている。それでもアオバは生にしがみつこうと脚に力をこめて下がろうとしている。

　脚を開き、必死になっての無様な後退。その瞬間、アオバは自分が少女であるということを忘れていた。

　が、そんな努力も、ガルドの力加減一つで無駄になる。

「そーら、もっと奥に入るぞ。どこまで飲み込めるかな？」

「あがっ、あがぁ！」

　喉の奥が切れたのだろう。口内に鉄の味が広がっていく。

（こ、こんなところで……こんなのって……ないよ……）

　ついにアオバの碧へき眼がんから光が失われる。

　それは心が折れてしまった瞬間だったのかもしれない。

「予定変更だ。生きたまま腹をさばいてやろうと思っていたが、このまま喉を串刺しにしてくれるわ。その間抜け面を晒さらしたまま死ぬがいい」

「あっ、あが！　たしゅけっ、たしゅけてぇ……っ」

　それはあまりにも惨めな命乞いだった。

　ナイフが更に潜り込んでくると、喉の粘膜へと突き刺さる。

「あっ！　あっ！　ひっ！　ひぐっ」

　その瞬間、アオバの両脚がピーンと引き攣つったように痙けい攣れんし、直後には弛し緩かんした。

「っ！　っ！　っ！　っ！　っ！」

　引き攣った呼吸のなか、アオバの意識は闇へと溶けていこうとしていた。

　じわっとお尻が生暖かくなるが、それがなんなのかを確かめることもできずに、アオバの意識は失われていく。

「ちっ、こいつ、漏らしやがった。人間ってのは、弱いし汚え生き物だな」

　アオバの口から、よだれ塗まみれになったナイフを抜いたガルドは毒づいてみせる。

「おっと、毒ナイフは返してもらうぜ」

　ガルドは地面に突き立てられ、秘筋に食い込みそうになっている毒ナイフを引き抜く。

「殺しはしねえよ。お前には、まだ人質としての利用価値があるからな。余興はこれくらいにしておくか」

　だがその言葉はアオバには届かない。

　失神したアオバは、白目を剝いて、舌を突き出し、前屈みに倒れこんでいたのだ。

　ショーツからは屈辱的な黄金水が滲しみ出し、クロッチには恐怖に震え上がった縦筋が刻み込まれている。

　ガルドは気を失ったアオバを足蹴にすると、

「おい、誰かこの小便臭いガキを磔はりつけにしておくんだ。そうだなあ……十字架にでもかけておいてやれ！　いいな！」

　ガルドは言い放つと、再び宴へと興じていく。





●第七章　決闘




「……なんだ、あれは？」

　北の湖畔にやってきたヴァンは、丸太でできた巨大な十字架に磔はりつけにされているものを見つけ、目を細めた。

　最初はぼろ切れが夜風に揺れているのかなと思ったが、よく見てみるとそれは人間の形をしていた。

「まさか、あれは……」

　嫌な予感がしたとき、雲が割れ、十字架が月光に照らし出される。

　それがなんなのかを理解したとき、ヴァンは我が目を疑ってしまった。

　十字架に縛りつけられているモノは……、衰弱しきったアオバだったのだ。

　半開きになった口からは、

「あっ、あぁ……もう、やめて……ください……。あー、えぇぇ……」

　呟つぶやくような哀願と、意味を成さない呻うめき声を漏らしている。

　下着姿に剝かれ、くびれ始めた思春期の腹には、暗いあざが浮き上がっていた。

　甲か斐い甲が斐いしくエプロンドレスで働いていたアオバの面影はない。

　そこにあったのは、風に揺れるぼろ切れだった。

「なんて酷いことをしやがる！　アオバ、いま降ろしてやるからな！」

　ヴァンの声を聞いて、

「あ、あうう？」

　虚ろだったアオバの瞳に光が宿り、焦点を結んだ。そしてヴァンを見つけるなり、

「ヴァン様!?　これは罠わな……です！　早く逃げて……！」

「そんなことを言われたら、余計逃げるわけにはいかねえよ」

　十字架に駆け寄ろうとした、そのときだった。

　ボッ。

　十字架の下、一つのかがり火が灯されると、ボッ、ボッ、ボッ……周囲にいくつものかがり火が灯されていく。

　かがり火に照らし出されたのは、ヴァンを待ち構えていた魔物たちであった。

「待っていたぜ、ヴァン。この十字架を、貴様の墓標としてやる」

　ヴァンの正面に立ち、腕を組んで言い放ったのは、ローブに身を包んだガルド。

　その姿を見た瞬間、ヴァンの瞳に暗い炎が燃え上がる。

「今の俺は機嫌が悪い。殺されたくなかったら、今すぐ尻尾を巻いて逃げるんだな」

「多勢に無勢だということが分かっていないらしい。宴のフィナーレに、勇者とやらの鮮血で月夜を飾ってくれるわ。いけ、勇者をぶっ殺せ！」

　ガルドの合図に、オークどもが鬨ときの声をあげて一斉にかかってきた。

「言ったはずだ。今の俺は機嫌が悪いとな」

　ヴァンは深く腰を落とすと、居合いのように剣を構える。と、銀のロングソードを勢いよく薙なぎ払う。

　一拍遅れて剣先から三日月のような剣けん閃せんが生まれると、それ自体が鋭い刃物になってオークどもの腰を切断していったではないか。

「──孤こ月げつ閃せん！」

　ヴァンが低い声で技の名前を叫んだときには、オーク達の死体が地面に転がっていた。

　なにが起こったのかオーク達も理解していなかったのだろう。オークだった肉塊は血しぶきを上げてビクビクと痙けい攣れんしていた。

　これにはパオ吉きちも股間で口笛を吹く。

「ヒュー、なかなかやるじゃねえか」

　だがガルドは、石のような色をした唇の端を不敵に吊つり上げていた。

「ふん。やはりこんなザコどもでは相手にならねえか……」

「エクスカリバーがなくても、お前らを楽しませてやることくらいはできるぜ。さあ、パーティーの始まりといこうか」

　ヴァンは間髪入れずにガルドへと跳躍する。だがガルドは避けようともしなかった。

「小こ癪しやくな！　こんなナマクラなど、効かぬわ！」

　ヴァンの一太刀は、ガルドの首筋を確実に捉え──、

「もらった！」

　ガッキィィィィィィン！

　だが、ガルドの首が宙に舞うことはなかった。

　ヴァンの一撃は、ガルドの右腕に止められていたのだ。

（くっ、なんだ、この金属質の感触は……！）

　ローブに隠れていて見えないが、なにか仕込んである!?

「ふっ。勇者の一太刀がこの程度とは、片腹痛いわ」

「この程度だと思うなよ！」

　ヴァンは剣を押し込むも、ガルドの腕を斬り落とすどころか、押し返されてしまう。

　そのとき、ガルドの瞳に、暗い煌きらめきが宿る。

「ヴァン、危険だ。退け！」

　パオ吉に股間を引っ張られて、後ろに跳躍すると、ヴァンがいたところには氷の柱が出現し、砕け散っていた。

「ちっ。余計な邪魔さえ入らなければ、今ごろ氷漬けにしてやったものを。だが、こいつを避けることができるかな!?」

　不敵な笑みを浮かべたガルドは、両手を天てん秤びんのように構える。

　すると手のひらに、矢のように鋭利な氷の塊が出現したではないか。

「オレ様の氷の矢は、よく刺さるぜ！　喰くらえ、フリーズアロー！」

　その声とともに、宙に浮いた氷の矢がヴァンめがけて飛んできた。

　それも一発や二発ではない。

「おら！　おら！　おらおらおらおらおらおら！」

　ガルドのかけ声とともに、吹雪のような密度で矢が放たれる。

「くっ。こいつはちょっとした計算違いだぜ！」

　ガルドは毒のナイフを使って暗殺を企てたり、アオバを人質に取ったりと卑ひ怯きような手を使ってばかりいるから、てっきり実力はそんなにないと思っていたが……。

　どうやらそれは間違いだったらしい。

　ヴァンは紙一重でフリーズアローをかわしていくも、踏み込めずにいた。

　たとえ懐に潜ったところで、刃が通らないのだ。

　ここは慎重にいかなければ、今度こそ氷漬けにされることだろう。

「どうやって攻める……!?」

「おら！　おらおら！　逃げてばかりいては勝てんぞ!?　勇者とかもてはやされていたから用心していたが、とんだ徒労だったようだな！」

　逡しゆん巡じゆんしながらも弾幕をかわしていると、

「見ろ、ガルドの足元を！」

　パオ吉きちの言葉に、ガルドの足元を一いち瞥べつすると、草木が凍りついている。

　と、いうことは──!?

「奴の肌は石じゃないってことか!?」

「おそらく氷だ！　氷というのは超低温でモース硬度が鋼並みに固くなる！　やつは自分の身体をその温度に保っているんだ！」

「なんだよそのモースなんとかって！」

「つまりキンキンに冷えると固くなるんだよ！」

「最初からそう言え！」

「それにあの氷を操る能力。斬られた瞬間に自己再生でもしたんだろうよ」

「氷でできているなら考えがあるぜ！」

　ヴァンは立ち止まると、剣を地面に突き立てる。

「どうした、自分用の墓標か？　いま楽にしてやるぜ!!」

「死ぬのはお前だ、ガルド！」

　ヴァンは剣を地面に突き立てたまま、ガルドに向かって驀ばく進しんしていた。

　あまりの踏み込みに地面がえぐれ、剣の通った跡が刻まれていく。その勢いに、銀のロングソードが摩擦熱で赤熱するほどであった。

「こいつはあの世への餞せん別べつだ。とっときな！」

　赤熱した銀のロングソードが弧を描き、ガルドの右腕を捉えたその瞬間。

　バシュッ！　氷が昇華する音とともに、氷の右腕が宙を舞っていた。

「──地すり紅月！」

　必殺技を告げるヴァンの低い声と同時、ぼとり、ガルドの右腕が地へと落ちた。

　なにが起こったのか、ガルドは瞬時には理解することができなかったのだろう。

　右腕を見つめること数秒、

「うっ、ぐああああああ！　オレ様の腕が！　腕があああああ！」

　ガルドはようやく悲鳴を上げる。

「形勢逆転だな。エクスカリバーがなくても、ざっとこんなもんだぜ」

「ぐぐぅ……！　オレ様の身体が、こんなナマクラに斬られるとは……なぜだ!?」

「地面との摩擦によって剣を赤熱させ、そのままの勢いでぶった切ってやったのさ。銀は熱をよく伝える」

「くっ、こいつはとんだ徒労だったぜ……。こうなったらもう余興はお終いだ！」

　ガルドは残された左腕をかかげると、その手のひらに氷の剣が出現する。

「まだやるのか？　実力の差はハッキリしただろ」

「誰がバカ正直に戦うものか！」

　ガルドは真上に跳躍すると、アオバが磔はりつけにされている巨大な十字架へと飛び乗る。

　そしてアオバの喉元に刃先を向けると、唇を歪ゆがめて言い放つのだった。

「者ども、余興はお終いだ！　あのふざけた野郎をぶっ殺せ！」

　その声とともに、魔物が武器を構えてヴァンを取り囲む。

　ヴァンにとってはザコ同然だが、なかには小柄ながらもトロルも交じっている。

　それにアオバを人質に取られて戦えるはずもなかった。

　股間ではパオ吉きちが、

「おいヴァン」

「なんだよこんなときに」

「どうするんだよ。アオバを人質に取られていては戦うわけにもいかんだろ」

「やれやれ、こいつは幸運の女神様を信じるしかなさそうだな」

　そんなことを言っているあいだにも、じわじわと魔物の輪が狭まってくる。

「勇者様！　私のことなんかどうでもいいですっ。どうか戦って下さい！」

「そんなこと言われて、戦う男がどこにいるっていうんだ？」

　ヴァンは剣を鞘さやに収める。

「よし、お前ら！　名を上げるチャンスだぞ！　勇者を血祭りに上げ──」

　ドスッ！

　ガルドが言い終える前に、それは起きていた。

「……ドス？」

　ガルドは自らの左胸を凝視して、顔を歪ゆがめる。

　なぜなら、そこには赤く輝く矢が突き刺さっていたのだ。

「ふっ。どうやら幸運の女神様は、俺たちに微笑んでくれたみたいだな」

　矢が飛んできた、遥はるか遠方。

　そこには、ウインドバレーの外れにある巨大な風車がゆっくりと羽根を回していた。

　その頂上に、青い魔法陣が満月のように浮き上がっている。

　──シルフの超遠距離狙撃魔法・フレイムアロー。

「さすがシルフ。グッドタイミングだぜ」

　シルフの展開している魔法陣は、更に大きく膨らんで球状へと成長する。

　強力な魔法を使おうとすると、魔法陣は二次元では収まらず三次元に描画されるのだ。

「こいつは強力な魔法が飛んできそうな気配だぜ。パオ吉きち、攻めるぞ！」

「おうよ！」

　その声に応えるかのように、シルフのいる遥か遠方からは矢が飛んでくる。

　それはヴァンを取り囲んでいた魔物たちに、夕立のように降り注いでいった。

　シルフの得意とする広域攻撃魔法──アローレインである。

　魔物たちは、蜘く蛛もの子を散らすかのように逃げていく。

　どうやら、ガルドにはあまり求心力はなかったようだ。

「くっ。一人で来いと言ったのに……っ」

　ガルドは捨て台詞を吐くと、十字架から落ちていった。

　地面に叩たたきつけられるガルドを尻目に、

「噓うそはついてねえぞ」

　ヴァンは跳躍すると、十字架にアオバを磔はりつけにしているロープを切り、お姫様抱っこして着地していた。

「すまない、遅くなったな」

「いえ、私は……、このくらい、平気です」

　気丈に振る舞うアオバだけど、よほど酷いことをされたのだろう。下着姿の小さな身体は小刻みに震えていて、腹にはあざが浮き上がっていた。

「あとは俺に任せろ」

　ヴァンは呟つぶやき、マントをアオバにかけてやると、

「こんなことをした奴を、許しておく訳にはいかねえよなあ？」

　ヴァンの瞳に、暗い影が差す。

　その瞳には、膝をついた瀕ひん死しのガルドが映り込んでいた。

「ま、待て！　お前は勇者なんだろう!?　見ての通り、オレ様は腕を切られて、それに矢も受けて瀕死なんだ！　どうか命だけは……！」

「今さらなにを言ってやがる。おめーがやってきたこと、忘れたわけじゃねえだろうな」

「そ、そこをなんとか……っ」

　ガルドは地に頭を伏せると、なんとこちらに向けて土下座したではないか。

　目の前でいざ土下座をされると、許すかどうかよりも哀れみに近いものを感じ、やめてくれという心境になってしまう。

　土下座をしているガルドの後頭部を、剣で串刺しにしてやることは容易い。

　だが良心の呵か責しやくがこみ上げてくるのは、勇者としてというよりも、男として間違っているからなのだろう。

　それになによりも、こんな奴のために寝覚めが悪くなるなんてまっぴらだった。

「ちっ。二度と俺の前に姿を現さないと約束するなら、命だけは助けてやる。さっさと尻尾を巻いて逃げるんだな」

「そ、それでこそ勇者様だ！　もうお前の視界には入らないと誓おう！」

　地面に額を擦りつけているガルドがあまりにも哀れに思えて、ヴァンはきびすを返す。

　その背中は、あまりにも無防備──。

「もうお前が、オレ様の姿を見ることは……ない、からなぁ……」

　ヴァンが背を向けたとみるや、ガルドは懐に手を忍ばせる。

　出てきたのは、鞘さやに入った小さなナイフだった。

　ガルドはそれを口で鞘から出すと、紫色の毒を塗られた刀身が露わになる。

「もう二度とオレ様を見れないようにしてやるよ！　死ね、ヴァン！」

「お前が反へ吐どが出るほどのクズで助かったぜ。これでなんの躊躇ためらいもなく殺せる」

「なっ！」

「こうなるってことは、お見通しだぜ！」

　ヴァンは振り返りながら剣を抜き、腰だめにナイフを構えて突進してくるガルドへと向ける。こうなってしまうと、もはやガルドは止まることはできない。

　剣の切っ先は、ちょうどガルドの右目の位置にあり……ずぶり。

「うぎゃあああああああ！」

　静まりかえった湖畔の夜空に、ガルドの断末魔の悲鳴がこだました。

「もう一つの目玉もくり抜いてやろうか？　それでもう俺の姿を見ることはできねえだろう。お望み通りにしてやるよ」

「あ、あんまりだっ。目を潰すなんて……、あんまりだ！」

　右目があった場所からは、赤い噴水が上がっている。

　頰は血涙に濡ぬれていた。

「これでもういい加減に懲りただろ。山にでも籠もって、一生人里に下りてくるな。もしも下りてきたら……そのときは容赦しねえぞ」

「うぐぐぐぐ……！」

　右目と右手を失いボロボロになったガルドは、よろめきながら湖の縁へと歩いて行く。

「あんまりだ……っ。せっかく人間どもを生かしておいてやったのに！　完璧な計画だったはずなのに……！　こうなったら、奥の手を使うしかないのか……!?」

　ガルドは再び懐に手を潜り込ませる。

「なんだ、まだなにかやるっていうのか？」

「気を抜くなヴァン。どうやら奥の手らしいぞ。……それにしてもあのローブの懐には色々詰め込んでいるみたいだな」

　用心しろと言っておいて、パオ吉きちも少々食傷気味のようだ。

　だが、禍々しい気配に、パオ吉の鼻がピンと硬直して縮み上がった。緊張のあまりなのだろうが、こうして晒さらす身にもなって欲しい。

　ガルドが懐から取り出したもの……それは。

　すべての光を吸収しているかのような、真っ黒な六角柱のクリスタルだった。

「こいつはメサイヤ様から授かった秘宝だ……。もっと大事に取っておきたかったが、こうなってしまった以上、仕方あるまい」

「なんだ、それは」

「こいつはな、魔王様でさえも御することができぬ魔獣を操るために作られた特別なアイテム……『魔水晶』だ。力がある魔獣ほど頭の悪い奴らばかりだからな」

「魔獣を……操るだと!?」

　ガルドはよほど『魔水晶』というアイテムに自信を持っているらしい。深手を負っているというのに、饒じよう舌ぜつになっていた。

　小物ほどよく喋しやべるものだが……。

「ハッ！　聞いて驚いたか？　だが宴のフィナーレはこれからだぜ！　せいぜいオレ様を楽しませてくれよ！」

「そんなこと言っても、操る魔獣なんていねえぞ。ついに幻覚でも見えてきたか？」

　ヴァンの言うとおり、湖畔に立つガルドの他には、猫の一匹さえも見当たらない、静かな夜だった。

　周りにいた魔物たちも、シルフのアローレインで散り散りに逃げてしまっている。

　ヴァンたちが黙れば、静寂の帳が下りてくることだろう。

　押しては引いていく、湖の波の他は……。

「まさか、あの湖に『いる』っていうのか!?」

　ヴァンの脳裏に過ったのは、旅籠はたごで見かけた大きな絵であった。

　てっきり大雨が降って湖が氾濫するのだとばかり思っていたが、まさか？

「どうしてオレ様がこの場所を選んだのか、とくと見せてやろう！　出でよ、湖の主！」

　ガルドが月夜に向けて魔水晶をかかげ──、その数秒後。

　ず、ずぅん……。

　大きく一つ、地面が波打った。

「アオバ、ここは危険だ。今すぐに逃げろ」

　ヴァンの言葉に、しかしアオバは逃げようとはしなかった。

「危険なのは勇者様も同じことです。おそらく、呼び出されるのは『主様』……」

「ぬしさま？　それは一体どんなやつなんだ？」

「ウインドバレーは、たびたび湖が氾濫して大きな被害を受けてきました。しかしそれも年に一度の収穫祭を盛大に祝い、その最終日に牛やヒツジを贄にえとして捧ささげることで平穏を保っていたのですが……」

「つまり、今が主様が一番腹が減って機嫌が悪い時ってことなのか!?」

「そうなるかと思います。勇者様、こうなってしまった以上、村は滅びてしまうことでしょう。勇者様を巻き込むわけにはいきません。ここはあなただけでも逃げて下さいっ」

「俺がここで逃げるような男だと思うのか？」

「でもっ。私はこの村で生まれ、なにもなすことができずに死んでいく、ただの鳥籠の鳥のような存在。しかし勇者様は世界を飛び回る青い鳥……！」

「ふっ。幸せの青い鳥ってのは、気がつかないほど近くにいるものだぜ。それが自分自身であったら尚更ってもんだ」

「私なんかが、青い鳥だと……？」

「それはアオバ、お前次第だぜ。それにここで逃げたら、男が廃るってもんだろう？」

「……そうでした、勇者様」

　思っていたよりも、アオバは芯の強い少女らしかった。

　逃げず、退かず、ヴァンの背中を守るように立っている。

「これからなにが起きようとも勇者様、あなたのことを信じます」

「その眼差しが俺を強くする……！」

「俺様も股間で熱くなるな！」

「キメてるところなんだ、おめーは黙ってろ」

「冷たいこと言うなよ。それに敵さんもそろそろ準備できそうだぞ」

　パオ吉きちの言葉に応えるかのように、真っ暗な夜の湖……その水面が盛り上がってくる。

　湖水を押し上げて出現したのは、巨大な暗い島であった。

　月光に照らし出されて、その表面はぬらりと鈍く光っている。

「な、なんだ？　島を浮上させたっていうのか!?」

　にたり。

　真っ暗な島の下部が割れると、深紅の三日月が出現したではないか。

『むっはぁぁぁぁ～～～』

　低い唸うなり声が轟とどろき、生臭い吐息が頰を撫なでていく。

「こ、こいつは……、動くのか!?」

　ヴァンは目を疑ってしまった。

　巨大な浮島だと思っていたものは、ドラゴンだったのだ。

　のっぺりとしたナマズのような顔。

　顔の両側には、まん丸なつぶらな瞳があり、こちらを見つめている。

　口は左右に広く、唇は厚ぼったかった。

「レイクドラゴン……！」

　ヴァンの記憶が確かならば、こいつは湖に住むといわれている魔獣……レイクドラゴンに間違いなかった。

　ただ、ここまで大きいものは聞いたことがない。

　せいぜい大きくなったとしても、クジラを超えることはないはずだが……。しかし、目の前にいるドラゴンは、島のように大きかった。

　ありていにいってしまえば、超巨大なナマズであった。

　ドラゴンというよりも、魚に近い生態なのかも知れない。

「こいつが湖の主……レイクドラゴンか！　三枚におろすには苦労しそうだぜ！」

　ヴァンはドラゴンを相手にするにはあまりにも心許ないが……ロングソードを構える。

　そんなヴァンの頰を、冷たく生臭い北風が撫でていった。

「北からの風は不吉を運んでくる……。村の伝承の通りです。勇者様、このままでは『滅びの波』が……！」

　アオバの言葉の通りだった。

　ドラゴンが低く唸り声を上げると、湖の波が引いていく。湖底にあった貝が剝き出しになり、月影に晒さらされた。

「まずいぞヴァン。あいつは津波を起こす気だ！　早く高台に逃げろ！」

「んなこと言っても、ここで俺が止めなかったら誰が止める！　アオバ、お前だけは高台に避難しておけ！」

「そんなことできません。せめてわずかながらでも勇者様の力になれるなら……っ」

　アオバはギュッとヴァンの腕を摑つかんでくる。

　その手は震えていたが、微かに体温とともにマナが伝わってくるのを感じる。

　しかし、それはあまりにも微量だった。

「さあ、感動の終曲フイナーレといこうか！　勇者ヴァンよ、滅びの波をその身に受けるがいい！」

　ガルドはレイクドラゴンの背に飛び乗ると、高らかに魔水晶をかかげる。
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「このままではヴァン様が危ない……！」

　呟つぶやいたのは、風車の頂点に立っているシルフであった。

　魔物どもにフレイムアローを雨のように降らし、すでに追撃をするには魔力を使い果たしてしまっている。

　こうなったら、この身体一つでヴァンの元へと駆けつけるより方法はなかった。

　シルフはローブの裾を押さえながら、風車から飛び降りる。

　地に足がつく瞬間に、フッと身体が浮き、シルフは軽やかに着地していた。

　そこには暇そうにしているアカリが立っていた。

「シルフ、お兄様の元へ行くの？」

「当然です」

「そう言うと思った。でも、シルフだけいいとこ取りさせないんだから」

「好きにして下さい。ヴァン様の背中は、私が守るんですから」

「ふふっ。未熟なマナのくせに、言うことだけは一丁前なんだから。ミーシャ、馬車の準備はできてる？　ここまで連れてきてもらって悪いけど、今から湖に行くことになったから、よろしく」

　しかしミーシャはそこにはいない。

　ただ、風車の近くに、馬車が止まっているばかりだった。

「ミーシャさん？」

　シルフは不思議に思って荷台を覗のぞき込んでみると、そこには小動物のように身体を丸めたミーシャがいた。

「聞いたかニャ!?　あの地響きみたいな鳴き声！　それにこの不吉な北風！　あんなところに突っ込んでいったら、命がいくつあっても足りないニャ！」

　だがシルフも、それにアカリも引かない。

「それでもヴァン様がなんとかしてくれます！」

「お兄様が負けてしまえばギャラもロハ。いいの？」

「うぐっ。ノーギャラはツラいニャ。それにご主人様ならなんとかしてくれそうだし……ううっ。もうこうなったら自や棄けだニャ。ちょっと飛ばすから摑つかまってやがれだニャ！」

　御者台に乗ったミーシャは、勢いよく鞭むちを入れる。それに応えるように、高らかに馬がいなないた。







　馬車は風車のある丘を一気に下っていくと、ウインドバレーの村を疾走していく。

　途中、広場では村人たちが逃げる準備をしていた。

　その指揮を執っていたのはモーガンであった。

「早く家財道具を持って高台に逃げるのじゃ！　こうなったらこの村はもうお終いじゃ……！　早く、早く逃げる準備を急げ！」

　杖つえをついているモーガンは、逃げる準備に手一杯のようだった。

　そんなモーガンは馬車で通りかかったシルフを見つけると、

「あなたたちさえ……この村にこなければ、こんなことにはならなかったのに……！」

　深くシワが刻まれた顔で、今にも泣きついてきそうな表情を浮かべた。

　だがシルフは言うのだった。

「アオバさんはまだ戦っています。それも、たった一人で」

「アオバが、戦っておるじゃと!?　そんなことをして、一体なにになるというのです？」

「人間の力というものは、あまりにも弱い。だけど、私たちはそれでも前に進まなくてはいけない……！　アオバさんは言っていました。このブルーバードが蒼あおい燐りん光こうを纏まとわなくなり朽ちようとしているのは、村長、あなたが諦めてしまったからだと。アオバさんはまだ諦めていません。村長、あなたのことを信じて戦っている……！」

「儂わしのことを信じて……戦っておるじゃと……!?」

「お伝えしたかったのはそれだけです。ミーシャさん。先を急いで下さい。このままではヴァン様とアオバさんが危ない」

「ラジャーだニャ！」

　ミーシャは鮮やかな手綱さばきで、村人たちのあいだを抜けて行く。

　モーガンは、その後ろ姿を眺めていることしかできなかった。

　そんなモーガンに、一人の村人が呼びかける。それは南側の関所を守っていた青年……、ゲオルグであった。

「村長。本当にこのままでいいのですか!?　逃げるにしても馬車が足りません！　ここは攻めていくときでは……！　せめて僕たちだけでも戦わせて下さい！」

　ゲオルグの後ろには、村の若い男たちが集まって、剣を抜いている。

　だが、モーガンは無言。

　いや。

　モーガンの二の腕が隆起し、メキメキと仕立てのいいシャツが悲鳴を上げている。

「……いつからだ？」

　モーガンは呟つぶやく。

　ドスの利いた、低い声で。

「いつからだ？　守るべきもののために戦わなくなっていたのは」

　呟きながら、杖つえを握っている右手には力が籠もっていた。

「いつからだ？　大切なものを失うことを恐れるあまり、守りに入っていたのは」

　悲鳴を上げていたシャツが、ついには隆起する筋肉に耐えきれずに千切れ飛ぶ。

「いつからだ？　守りに徹するあまりに、大切なもののために戦わなくなったのは」

　モーガンの握力に耐えきれず、グシャッ！　杖の頭が握りつぶされた。

「どうやら儂わしは、気がつかぬうちに、めっきり老け込んでいたようだな。儂の剣……バスターソードをここに持て！」

「ハッ！　ここに！」

　村人たち三人がかりによって、すでにバスターソードは用意されていた。

「うむ、ご苦労！」

　モーガンは杖を膝の一撃で、真っ二つにへし折ると投げ捨てる。

　その手で巨大な鉄塊のようなバスターソードを片手で持ち上げると、肩にかけた。

　あまりの重さに──、ボコォ！

　モーガンの両足が地面にめり込むほどであった。

「ふむ。昔取った杵きね柄づかとは正にこのこと。よく馴な染じみおるわ。膝も……まあ、筋肉でカバーすれば問題なさそうじゃな」

　モーガンはバスターソードを確かめるように片手で素振りすると、高らかに宣言するのだった。

「この村は儂らが守るのじゃ！　男は剣を持て！　女は家を守れ！」

「ハッ、村長。馬の準備はできています！」

「うむ。願ってもなき重ちよう畳じよう。いくぞ、勇者の元へ！」

　剣をかかげる村長を、見守るようにして葉を揺らしているブルーバード……。

　その葉の一枚が蒼あおい燐りん光こうを纏まとうと、夜空に向けて翼を開くかのように蒼く輝きだしたではないか。

「今にも朽ちようとしていたブルーバードよ！　我らの勇気に応えてくれるというのか！　蒼き翼に祝福を！　どうか我らが飛び立てんことを！」

　馬に跨またがったモーガンは、高らかに剣をかかげる。

「アオバを助けにいくぞ！　この村は儂たちのものじゃ！」
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「くっ。こんなところにまで魔物がきているだなんて……っ」

　御者台に身を乗り出して唇を嚙かんだのは、シルフであった。

　ヴァンの元へと駆けつける道中、湖畔から逃げてきたであろうオークたちと鉢合わせしてしまったのだ。

　道の両側は鬱うつ蒼そうとした森に遮られている。迂う回かいすることは不可能だ。

　オークどもを蹴散らしながら直進しようにも数が多すぎる。

「こんなことなら、もうちょっと魔力を温存しておくべきでした。さて、私たちはどうしたらいいのです……？」

　頰に手をあてて思案するも、逃げてきた魔物たちはやる気満々のようだ。

「お、女じゃねえか。それも二人も。かなり上物みたいだぜ？」

「俺はパイパイが大きい方がいいなあ」

「それじゃあ俺は小柄なほうで。さっきはあの芋臭い村娘を食い損なったからなぁ、しっかり楽しませてくれや、姉ちゃんたち」

　オークどもはゲスな笑みを浮かべて近寄ってくる。

「ぐへへ。そんなに怖がらなくてもいいんだぜぇ？　おじさんと楽しいことしようじゃねえか、ぐふっ、ぐふふ……ふぎっ!?」

　オークの引き攣つった悲鳴。

　アカリに触れようとしたオークの眉間には、レイピアが深々と突き刺さっていた。

「汚い手で触らないで。アカリの身体はお兄様専用なの」

　アカリはレイピアを引き抜くと、馬車から降り立つ。

「お兄様への恋路を邪魔するやつは容赦しない」

「アカリさん、あまり熱くならないでください。さすがに数が多すぎます」

「それでも前に進まないといけないのでしょう？　それともアカリが先にお兄様の元に駆けつけてもいいの？」

「そ、それは……ダメです。私だってヴァン様のことを……ッ」

　だがシルフの魔力もすでに底をついていた。

　魔力というのは、集中力に依存するところがある。

　フレイムアローを乱射したのも原因の一つだが、遠距離からの狙撃が思っていた以上に集中力を消耗させていた。

「魔力さえあれば、このようなオークに負けないものを……っ」

　シルフは悔しげに唇を嚙むも、オークたちはジリジリと馬車を取り囲んでくる。

「ぐふふ。お姉ちゃんよぉ、そんなに怖い顔してないで、そのパイパイで楽しいことしようや。こんなに育ってて、普段から弄ってるンやろ？」

「ちっちゃくて小生意気そうなお嬢ちゃんも、意外と可愛いもんやで。おじさんが上から覆い被さってあげようかい？　それともお嬢ちゃんが上がいいかな？　ぐふ、ぐふ、ぐふふ…………メメキャッ!?」

　アカリに手を伸ばそうとしてきたオーク……その頭が潰れると、直後には霧散していた。飛び出した両目が、地面に転がり落ちる。

　この一撃を加えたのは──、

「シルフ殿、アカリ殿、ここは儂わしらが引き受けた！　あなた方は、勇者様の元へ！」

　バスターソードを肩にかけたモーガンであった。

　これにはアカリも目を疑ってしまう。

「あなたは剛剣のモーガン……！　膝は平気なの!?」

「そんなもの気合でカバーじゃ。それよりもあなた方は、先を急がれよ！」

「でも、道には魔物がたくさんいるんだけど」

「なあに、道ならすぐにできる。血路が、な──」

　モーガンはバスターソードを大上段に構える。

　その剣身に、蒼あおき燐りん光こうが渦を巻いたのは、目の錯覚ではあるまい。

「儂が剛剣のモーガンと呼ばれていた所以ゆえん、その目に焼き付けるがいい……！　いくぞ、大地・断！」

　モーガンが特大剣を振り下ろすと、地面が割れて魔物の群れを一気に飲み込んでいく。

　剣圧に吹き飛ばされるもの、地割れに飲み込まれていくもの。

　そこには文字通りの血路が開かれていた。

「さあ、あなた方は勇者様の元へ！　ここは儂らが引き受けますじゃ！　いくぞ、皆の衆！　うおおおおおお！」

　モーガンの鬨ときの声に、村人たちがなだれ込んでくる。

「ミーシャさん、先を急いで下さい！　この想いを無駄にするわけにはいきません！」

「しっかり摑つかまってるニャよ！　超特急でいくニャ！」

　馬車は、その背に蒼き祝福を受けながら、血路を突き進んでいく。
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「さーて、こいつは楽しいことになってきたぜ……！」

　不敵な笑みを浮かべて剣を構えたのは、ヴァンであった。

　しかし、内心は穏やかではない。

　目の前には島のように巨大なレイクドラゴン。

　しかもそいつは今にも津波を起こそうとしている。絶体絶命ってやつだ。

「どうした、ヴァン！　もうお手上げか？　どうやらオレ様のほうが一枚上手だったようだな！」

　ドラゴンの背には、高笑いしているガルド。

　虎の威を借る狐きつねという言葉があるが、それがピッタリなシチュエーションではあった。

「どうするヴァン。このままでは村ごと全滅だぞ。なにか奥の手はないのか？」

「パオ吉きちこそ、なにか手はないのか？　シルフのマナを吸ったときみたいに、大砲みたいなやつとかさ」

「エクスカリバーは、マナを限界まで取り入れたとき初めて具現化できるんだよ。だから今は無理だ。お前だって感じただろ？　エクスカリバーが具現化するときに、鼓動が早くなるのを」

「確かに感じたが……くっ。俺一人でここにきたのが、既に奴の術中にはまっていたというわけか……っ」

　こうなったら、この銀のロングソードで戦うしかない。

　だがあのドラゴンの巨体にしてみれば、この剣は包丁にも届かぬほどの大きさだが。

「やる気か、ヴァンよ」

「ああ。やるしかないだろ」

「それならば、ガルドを直接狙うんだ。おそらく、あの魔水晶とやらを砕けばレイクドラゴンも大人しくなるはずだ」

「おうよ」

　このあまりにも小さいロングソードでは、そうするしかなかった。

　ドラゴンに斬りかかっても、皮を破ることさえもできないだろう。だが、どうやってドラゴンの背中に立つガルドのところまで行けばいい!?

「なんだ、無駄な足あ搔がきをする気か？　はっきり言って徒労だぞ。たとえオレ様を斬ることができても、もうこの波を止めることはできんからな！」

　得意げにヴァンを見下しているガルド。だが、

「んん？　なんだ、あれは！」

　その表情に、明らかな狼ろう狽ばいの色が浮かんでいた。

　その視線を追って振り返ってみると、そこには。

「な、なんだ、あれは……！」

　ヴァンさえも我が目を疑ってしまった。

　星空に暗く浮き上がっている、山の稜りよう線せん……。

　その稜線からぼんやりと蒼あおい燐りん光こうが舞い上がり、オーロラのように波打っていたのだ。

　アオバも、

「あれは……、あれは、ブルーバードの燐光！」

　その光景がよほど信じられなかったのだろう。

　それがなんなのか理解できずに数秒間見つめていると、やがて感極まったのか見開かれた碧へき眼がんから、大粒の涙がこぼれ落ちてきた。

「あれはみんなが勇気を取り戻してくれた証……！　勇者様の声に、みんなが応えてくれた証……！」

「いや、それは違うぞ。アオバ」

「えっ？　なぜです？　勇者様」

「俺の声が届いたんじゃない。アオバ、お前の勇気にみんなが応えてくれたのさ」

「……はい！　勇者様！」

　その言葉は噓うそなんかじゃなかった。

　現に湖畔にも蒼あおき燐りん光こうが舞い、ゆっくりとだがアオバの身体へと溶け込んでいる。身体の中で凝縮されているというのだろうか。

　幸せの青い鳥は、気づかぬほど身近なところにいるっていう話は、噓ではないようだ。

　アオバは、それほどまでに村人たちから大切に育てられてきたのだろう。

「パオ吉きちよ、感じないか!?　この空気に満ちあふれるマナの力を！」

「ああ、ビンビンに感じるぜ！」

　股間で大きく膨らんでいるパオ吉。

　あとはマナを極限まで蓄えることができればエクスカリバーの真の力を具現化することができるが……、そのためには女体が!!

（さ、さすがにアオバから頂くには抵抗があるが……！）

　躊ちゆう躇ちよしていると、ガルドは言い放つのだった。

「まあ、マナの密度がちょっと上がったのは驚いたが……それも遅きに失したな。どうやらドラゴンの準備ができたみたいだぜ」

　無情にも、そこにあったのは、干上がった湖底だった。

　そこにあった湖は、ドラゴンによって北側へと引いている。もしもこの波が一斉に押し寄せてくれば、ヴァンどころか村も滅びるに違いなかった。

「くっ。万事休すか！」

　ここでアオバからマナを受け取っても、どんなエクスカリバーが具現化するか分からない。だが、ここは僅かでも可能性にかけるしか……！

　躊躇ためらっている、そのときだった。




「にゃあああああああああああああああ！」




　遠くの方から聞き覚えのある声がきこえてくると、

「ニャンでこんなデカブツがいるのに、突っ込まなきゃならないにゃあああああ！」

　緊張感が張り詰める湖畔に、勢いよく馬車が突入してきたではないか！

　馬車は猛スピードで突っ込んでくると、ヴァンのすぐ横で急停車する。

　御者台では、ミーシャが今にも泣きそうな顔をしていた。

「ううっ、地獄の一丁目にご案内だニャ。まさかこんなところまで付き合わされるだなんて……せいぜい、ギャラを勉強しておくがいいニャ！」

「ありがとうございました、ミーシャさん！」

「ツケはお兄様に」

　荷台からはシルフとアカリが飛び降りてくる。

　なぜこんな危険な場所に!?

「なんで二人がこんなところに来てるんだよ。危ないじゃないか！」

「ヴァン様、本気で言ってるなら怒りますよ？　あなただけを見捨てるようなこと、できると思います？」

「右に同じく。お兄様だけを戦わせるようなこと、できないんだから」

　馬車から降り立った二人は、ヴァンを睨にらみ付け、そしてドラゴンの背に乗ったガルドを一いち瞥べつする。

　パオ吉きちは、股間でニヤリと唇の端を吊つり上げた。

「フッ。どうやらヴァン。お前よりも、お嬢ちゃんたちのほうが肝が据わっているようだな。こんなところにまで来てくれるとは、男冥利に尽きないか？」

「ああ、こいつは責任重大なようだな」

「役者は揃そろった。さあ、ヴァン！　これでエクスカリバーを具現化することができるぞ！　二人からマナを受け取るんだ！」

「ふ、二人から、だと!?　そんなことできるのか!?」

「お前の今の度量ならできる！　自分を信じて、夢の３Ｐといこうじゃないか！」

「だからお前はいちいち言い方が卑ひ猥わいなんだよ！」

　だがこうしているあいだにも、ガルドが待っていてくれるはずはなかった。

「ザコどもが集まってくれて手間が省けたぜ。一網打尽にしてくれる！　いけ、レイクドラゴン、すべてを押し流せ！」

『ぐお、ぐおおぉぉぉぉぉん！』

　地鳴りをともなった、レイクドラゴンの咆ほう哮こう。

　ゆっくりと、しかし圧倒的な質量が波となって押し寄せてくる。

「さあお兄様、もう時間がない。アカリのマナを受け取って！」

「ヴァン様、私も、この身一つではせ参じました……！」

　今まさに波が押し寄せてきているというのに、二人は胸をはだける。

　ムワ……ッ、甘くねっとりとした香りが、二つの双丘から立ち昇った。

　既にシルフとアカリは母乳によって、胸の谷間をヌルヌルにさせていた。

「今日は……、ずっとお預けされてたから、もう張りすぎてますぅ……っ」

「アカリも、もう我慢できないんだから……」

　二人は胸をはだけると、こちらに身を任せようと、うっすらと瞳を閉じる。

「ヴァン様……。恥ずかしいですけど、おっぱい……触って下さい……っ」

「アカリのことも無茶苦茶にして」

　大人しい顔をしているというのに、牛のように張っているシルフの乳房。

　控えめだけど、積極的で健康的な乳をしているアカリ。

　こういうときって、どっちを最初に触ればいいのだろう？

　一瞬だけ……、ほんの一瞬だけ迷ってしまうけど、答えは最初から決まっていた。

「二人いっぺんにいくぜ！」

　ヴァンは二人の柔らかな双丘に触れると、

　プシュ──、ねっとりとした白濁汁が、二人の乳首から噴き出した。

　それは乳房が波打つたびに噴き出してくると、ヴァンやパオ吉きちへと降りかかっていく。

「んんっ！　白いの、でちゃい、ますう！　ずっと焦らされてたから……んんっ、いい！　食い込んでいて、痺しびれちゃいます……んああああ！」

「お兄様、そんなに強くされたら……帰って来れなくな……あっ、あふう！」

　溢あふれ出すマナを感じながら乳房に指を食い込ませ、乳首を転がすと、二人の少女は無意識のうちになのだろう。物欲しそうに内股を擦り合わせている。

　そんな少女たちからは甘い蜜の香りが漂ってきていて──、

「も、もう俺様も我慢できん！　時間がないから巻きで行くぜ！」

　パオ吉の鼻が伸びると、二人の身体を絞め上げて一気にマナを吸い始めていた。

「んっ、んううううう！　パオ吉さんっ、そんなに食い込んでこられると……あっ、あふう！　堪忍っ、堪忍して下さいっ」

　苦しそうな声を上げながらも、シルフの乳房は悦びに打ち震え母乳を噴き出す。

「ふふふ、イヤそうにしていても、身体は正直にしてるじゃねえか」

「エクスカリバー、もっと、もっとアカリのことを乱暴に……んんん！　はぁん！　もっと、強く……してぇ……お兄様に、応えたい、から……んふう！」

　恥ずかしがりながらも官能的に身体を震わせているシルフとアカリから、熱いマナの奔流が流れ込んでくる。

「も、もう限界、ですぅ……っ」

「んんん！　お兄、様ぁ……！　アカリはもう……イッ、イッ、イグッ!!」

　ビュクッ！　ビュククッ！

　二人の乳房が波打つと、ねっとりとした欲望が噴き出して男の股間を濡ぬらしていく。

　パオ吉きちの顔は、早くも母乳でヌルヌルになっていた。

　それでも腹が減っていると言わんばかりに、更に二人を責めていく。

「まだだ、まだ終わらねえぜ！　こんなに母乳を噴き出すなんて……、ここはどうなっているのかな？」

　パオ吉の鼻は、少女たちの股間へと食い込んでいく。

「ふっ、やはりな。二人とも赤ん坊みたいにツルツルのくせに、おもらししたみたいにグショグショに濡ぬれそぼってるじゃないか」

「んああっ、そんなに深いところにまで食い込んでこないでくださいぃっ」

「エクスカリバー、お豆は、お豆は痺しびれる……ッ」

　敏感なところに鼻が食い込んできて、二人の少女はガクガクと腰を震わせる。そのたびに、ねっとりとした蜜が、ショーツから滲しみ出してきていた。

　特にアカリは蜜の量が多く、太股を滝のように透明な粘液が流れ落ちている。それを見逃すパオ吉ではなかった。

「アカリはずいぶん濡れてるみたいだな。恥ずかしい蜜が垂れてきてるぞ。もしかして一人で遊んでたのか……？」

「ううっ、そんなことを聞くなんて、エクスカリバー、言うと思ってるのかしら？」

「これも羞恥心を高めるために必要なことだぞ。さあ、ヴァンのために正直に言うんだ」
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「この卑ひ怯きよう者もの……っ。い、いいわ……教えてあげる。……アカリは、アカリはぁ……っ、お兄様のことを考えて、何度も、一人でしちゃったんだから……っ。朝から、何回もおぱんつ換えないといけないくらいに……っ」

「あ、アカリが俺のことを考えて……？」

　その告白は、ヴァンにとってはちょっとした衝撃だった。澄ました顔をしているアカリに、まさかこんな秘密があったとは。

「こんなに恥ずかしいことをお兄様に聞かれるなんて……ううっ、恥ずかしすぎておまたが熱くなってきちゃう……っ」

　アカリの内股を流れている蜜の滝は、いまやふくらはぎを伝うまでになっていた。パオ吉きちは、そんなアカリに囁ささやきかけるのだった。

「ふふっ、いい感じに凝縮されてきたじゃないか。アカリは感度は抜群だが、羞恥心を搔かき立ててやらないと、本気を出してくれない身体のようだな」

「くっ。こんなことをお兄様に知られちゃうなんて……っ」

　顔を真っ赤にして俯うつむいているアカリ。

　だがその乳房からはねっとりとした母乳が垂れてきていた。

「お兄様ぁ……。もっと、アカリをいじめて？　おっぱい……飲んでもいいんだよ？」

「ア、アカリ……本当にいいのか？」

「……んっ。お兄様の赤ちゃんに、変な味がするおっぱいあげられないから……。だから、お兄様に味見して欲しい」

　アカリは、母乳にまみれている乳房を、ヴァンへと波打たせる。

　シルフも、

「ヴァン様……、私のおっぱいも……こんなに溢あふれ出してきてるんですから……。よ、よかったら……飲んで、みて、下さい……っ」

　顔を真っ赤にして乳房をさしだしてきた。パオ吉も空気を読んでくれているのだろう。ヴァンが飲みやすいようにと、縛り上げている二人の乳頭を近づけてくれる。

　この光景を前にして、理性を保っていられる男など、いるはずがなかった。

「……二人いっぺんに行くからなっ」

　ヴァンは少女たちの乳房を前に、しゃぶりついていた。

　米の研ぎ汁のようにサラッとしているアカリの母乳。

　そしてやや粘度の高い、濃厚なシルフの母乳。

　その二つの母乳が、口のなかでブレンドされる。

「んっ、くううっ、お兄様に吸われてる……っ。おっぱい飲まれちゃってるなんてっ」

「ヴァン様、そんなに吸われると、うううっ、嬉うれしすぎて……っ」

　官能的に震える二人の花園からは、こうしている瞬間にも蜜が溢れ出してきている。

「ふっ、さすがヴァン。罪な男だな。二人からマナがガンガン流れ込んできてるぜ！」

　マナを喰くらっているパオ吉きちが、黄金に輝き出す。

　どうやら限界は近いようだ。

「……二人の母乳、美味かったぜ」

「ああ……。ヴァン様に褒められるなんて、私、幸せ、ですぅ……」

「お兄様に……味わってもらっちゃった……あ、あぁぁ……」

　ヴァンのたった一言がよほど嬉うれしかったのだろう。

　感極まった二人は頰を弛し緩かんさせると、じゅわり。

　くぐもった水音とともに、男の象徴を、生暖かい聖水が撫なで回していく。

「あぁ……おぱんつが……だめぇ……」

「こんなに恥ずかしいところを見られるなんて……。もう、アカリはお兄様以外にお嫁に行けないんだから……」

　黄金水で男を撫で回しながら、二人はくったりと弛緩してしまった。

　そんな二人を、パオ吉は優しく地面に下ろす。

　二人とも腰を抜かしてしまったのだろう。ぺったりとお尻をついて、気まずそうに内股を擦り合わせていた。

「ありがとよ。お嬢ちゃんたち。おかげで腹一杯だぜ。ヴァン、お前も感じるだろう？　二人分の熱いマナを！」

「ああ、溢あふれ出してきそうなくらいに、な！」

　ドクンッ！

　ヴァンは確かに感じていた。

　鼓動が力強く、そして早く脈動するのを。

「いくぜ、ヴァン！」

「エクスカリバーよ、俺の元に姿を現すがいい！」

　ドピュッ、ドピュピュ！

　パオ吉が大きく脈打つと、虹色の聖液が放たれる。

　それはヴァンの目の前でスライムのような不定形を保ちつつ浮遊していた。

「さあヴァン、二人分のマナが凝縮されたエクスカリバーを手に取るがいい！」

「……くっ。やはり手に取らないと、ダメ、だよなぁ……？」

「当たり前だ。男なら責任取ってみせろ」

「相変わらず言ってることはまともなのが悔しいが……っ、ここは背に腹は代えられねえ！　いくぞ、エクスカリバー！」

　虹色のスライムのなかへと手を突っ込むと、そのなかは火傷しそうなほどに熱く、そして手にまとわりついてくる。

　やがてそれはヴァンの手のひらに集まってくると、一つの形へと生成されていく。

　それは黄金に輝く、エクスカリバーに違いなかったが……。

「な、なんだ、これは……!?」

　ヴァンは右手に具現化されようとしている剣に、目を疑わざるを得なかった。

　それはヴァンの背丈を優に超えるほどの特大剣だったのだ。

　黄金に輝く刀身。

　そこには幾何学的な文様が刻み込まれていて、血流のように青白いマナが流れている。

「ほほう。こいつは驚いた」

　パオ吉きちは不敵な笑みを浮かべると、

「シルフのじゃじゃ馬なマナと、アカリの大人しいマナが融合して、こんなことになろうとはな。これは俺様も初めて見るぜ」

　現れたのは、モーガンのバスターソードよりも更に大きい。

　それは片刃の特大剣だった。

　峰の部分は可動するようになっているらしく、

　ガッション、

　機械的にスライドすると、空になった薬やつ莢きようが排出される。

　すると剣身から蒸気が噴き出し、刃の部分が赤熱してきたではないか。

「これは……、シルフの大砲と、アカリの聖剣が合体したというのか!?」

　ヴァンは戸惑いながらも、具現化したエクスカリバーを持ち上げる。

　見た目は重量感に溢あふれているが、それは羽根のように軽かった。

　だが、その剣先には、今まさに大津波が押し寄せてきているところであった。

　いくら強力な武器があろうとも、この荒波を相手にするには骨が折れそうだ。

「くっ。そこに勝利があるっていうのに……！」

　このエクスカリバーさえあれば、波を割ることはできるだろう。

　だが押し寄せてくる波を返し、ガルドへと一矢報いるとなると、それはちょっとした奇跡に頼らなくてはいけなさそうだ。

　せめて、波を搔かき分け、進むことができる翼さえあれば……！

「勇者様！」

　背後からのアオバの声。その声に振り向くと、

「ブッ！」

　こんな状況だというのにヴァンは思わず噴き出してしまった。

　なんとそこに立っていたのは、マントを払った下着姿のアオバだったのだ。

　そんなアオバは恥ずかしそうに頰を赤らめて、

「わ、私の……マナも、使って下さい！」

「なっ、アオバ、本当にいいのか!?」

「そんなこと、聞かないで下さい……」

　アオバは、躊躇ためらいながらもプチン、野暮ったいブラを外す。

　ブラの下から露わになったのは、慎ましやかな思春期の膨らみだった。

　そのポッチリとしたシコリのような乳首は、すでに乳白色の体液によって濡ぬれていた。

「私だって、その……マナを送ることができるんですから……っ。だから、少しでも力になれるなら、どうか協力させて下さいっ」

「だ、だが……っ」

　ヴァンが止めるのも聞かずに、アオバは跪ひざまずいて上目遣いで見つめてくる。

「こ、こうすれば……マナを送れるのですか……？」

　一生懸命にご奉仕してくれるアオバに、パオ吉きちも苦しげに呻うめく。

「ううっ、思春期の張りのあるおっぱい……っ。連戦にはツラすぎる刺激だぜっ」

　アオバの乳房は、アカリのものよりも小ぶりだが、そのぶんだけ張りがあった。

　やや固い感触だというのに、もっちりと男の象徴に張りついてくる。

「なんだか勇者様のここから、いい匂いがしてきて……身体、熱くなってきてしまいます……。しっかり、マナ、届いていますか？」

「あ、ああ……。アオバから、熱いマナが流れ込んできて……。破裂しそうだぞ」

「えへっ。それはよかったです。……勇者様、私の想いが伝わっているみたいで……」

「アオバの、想い……？　それって……」

「い、いえ。なんでもありません。忘れて下さいっ」

　アオバは顔を伏せると、羞恥心をごまかすように、自らの乳房を両方から圧迫してサンドイッチしてくる。

「わ、私も……っ」

「アカリも負けてられないんだからっ」

　これにはパオ吉もご満悦だ。

「むほっ。まさかの４Ｐとは♪」

　ぺたりとしゃがみ込んでいたシルフとアカリも両側から乳房をさしだしてくる。

　三人の母乳によってヴァンの男の象徴はヌルヌルになり、熱く滾たぎっていく。

「勇者様、あなたは鳥籠のなかの小鳥ではないのですから……。羽ばたいたら戻らないと知っていても、それでも私はあなたに惹ひかれてしまう……。たとえ、それが許されない感情だと知っていても」

「お兄様の女たらし……。アカリに夢中にさせてあげるんだから」

「わ、私も微力ながらっ」

　謙遜しているシルフだけど、実は一番暴力的な質量を誇っている。そんなことを言ったら怒られそうだから黙っておくけど。

　アオバ・シルフ・アカリは跪ひざまずいてマナを送ってきてくれた。

「私の想い……。そして村のみんなの想いが詰まったこの身体を、勇者様、あなたに託します……！」

「お、おぅ！　アオバから熱い想いが、流れ込んできている……!?」

「勇者様、勇者様……ッ、触って──ああッ！」

　アオバの小ぶりな乳房に触れた瞬間、ヴァンの手のひらで快楽が弾けた。

「あっ！　あっ！　あっ！　こんなに噴き出してきてしまうなんてっ。ごめんなさいっ、勇者様のお洋服を母乳で汚してしまいましたっ」

「そんなこと気にするな。パオ吉きち、この熱いマナを感じるか!?」

「おう。今にも飛びそうだぜ!!」

　ヴァンは確かに見た。

　アオバの華きや奢しやな身体から、ほのかな蒼あおい燐りん光こうが舞い上がると、パオ吉へと流れ込んでくるのを。

　ヴァンは確かに感じた。

　燐光が身体へと溶け込んでくると、その背に蒼き翼が宿っていくのを。

「羽ばたいたら戻らないと知っていても、勇者様、この想いを止めることはできませんでした……！　どうか、この翼で羽ばたいて下さい」
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「アオバの想い、しかと受け取ったぜ！」

　その言葉とともに──、ブワッ！

　ヴァンの背に宿った翼が開かれ、蒼あおき燐りん光こうが舞い上がった。

「ああ、その姿は、まさしく村に伝わる羽根の勇者様……！」

「この翼には、アオバを大切に育ててきたみんなの想いが詰まっているんだ。この翼さえあれば、どこにだって飛び立っていける！」

　跪ひざまずいている三人を背に、エクスカリバーを手にしたヴァンは飛び上がる。

　そしてそのままの勢いで、押し寄せてくる波へ、なんの躊躇ためらいもなく突進していった。

　動けなくなった三人を守るため……、そしてこの荒波から村を守るためには、この波を割るしかなかった。

　ヴァンが下段に構えたエクスカリバーを荒波へと突き立てた瞬間、ジュッ！

　赤熱した剣身から爆発的な水蒸気が上がり、ヴァンは波を割って滑空していく。

「俺の声に応えよ！　エクスカリバー！」

「ヴァン、お前の男を見せてやれ！」

　荒波を切り裂くエクスカリバーは、

　ガッション、ガッション！

　峰がスライドするたびに排はい莢きようされ、剣身が赤熱し荒波を割って突き進む。

「ガルドォォォ！　この想いが詰まった一太刀、その身に刻め！」

「な、なに!?　バカな！　正面から突っ込んでくる、だとぉ!?」

　ドラゴンの背中に立っているガルドは、明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　それも無理もないことだろう。ガルドからしてみれば、蒼い翼を背に宿したヴァンが、荒波を割って突進してきているのだ。

「レイクドラゴンよ！　お前の力はそんなものか!?　もっと、もっとだ！　ヴァンを押し返してみせろ！」

　ドラゴンの背に立って地団駄を踏むガルドだが……、そんなことをしてもヴァンを止めることなどできるはずがなかった。

　特大剣となったエクスカリバーによって荒波が左右に割られていき、ついにヴァンはドラゴンの口元へと到達し、その額を蹴って飛ひ翔しようする。

「よう。また会ったな」

　夜空へと飛び立ったヴァンは、ドラゴンの背中に着地していた。

「くっ、おのれぇ……！」

　怒りに頰を引き攣つらせたヴァン。

　対するのは、恐怖に頰を凍りつかせたガルド。

　この瞬間に、勝負は決まっていたのかも知れない。

　だが、見逃してやるには、あまりにもこいつは業が深すぎた。

「一撃で終わらせてやる。覚悟を決めるんだな」

「ぐぬぬぬぬ……！」

　ガッション！

　峰がスライドし、エクスカリバーが赤熱する。

　それはヴァンの怒りを体現しているようでもあった。

　ヴァンはエクスカリバーを大上段に構えると、

「エクスカリバーよ、俺の怒りに応えよ！」

「ま、待て……！　話せば分か！」

　もはや聞く価値さえもなかった。

　ガルドの脳天へと振り下ろされた一撃に、黄金の光が蒸気となって溢あふれ出す。

　ガルドという存在は、その光の中へと消滅した。

　あとに残ったのは、魔水晶と、ガルドの核を成していたであろう、紅に染まったルビーだった。

「血のように赤いルビーとはな。こいつにお似合いだぜ」

　このルビーをどうする？

　持っていけば路銀の足しくらいにはなるだろうが……。

　しかしこんなもので得た金が、自分の血肉になっていくというのはあまりいい気分ではない。

　ここで粉々に砕くべきか？

　そんなことを迷っていると、

『ぐおおおおぉぉぉぉん』

　どうやらガルドを倒したことによって、魔水晶の呪縛が解けたらしい。レイクドラゴンが暴れ出す。

「おっと、危ねえ」

　ヴァンが真上へと飛ひ翔しようすると、ルビーと魔水晶は背びれに跳ね上げられて、夜空に放物線を描いていた。

　それが落ちる先には、レイクドラゴンが大口を開けて待ち構えていて……、

　ごくり。

　二つの宝石を飲み込んだレイクドラゴンは満足したのか、再び湖底へ帰っていった。

　その様子を見届けたヴァンは、

「……終わった、な」

「ああ、完勝ってやつだ。さあ、力になってくれた女の子たちにお礼を言いにいかないとな。モテる男はつらいよなあ？」

「おいパオ吉きち、さっきは巻きでいった癖に、まだなにかやるつもりなのか!?」

「ちげえよ、ヴァン。これだから青二才なんだ」

「なにが違うんだよ」

「こういうときは、近くにいてやるだけで女は満たされるんだよ。後戯ってのは大事だぞ。よーく覚えておけ」

「……心に留めておく」




　ヴァンがシルフたちの元へと降り立つと、エクスカリバーと蒼あおき翼は、なにごともなかったかのように霧散していった。

「終わったよ。みんなの力があってこその勝利だったな」

「それでこそヴァン様です」

　着衣を整えることさえも忘れているシルフは、マナを受け渡すときに腰を抜かしてしまったのか、ぺたりと地面にお尻をついていた。

　それでもヴァンに抱きついてくる。

　アカリも、そしてアオバも同じように腰を抜かしていたが……、ヴァンに甘えるように抱きついてきた。

「さすがは勇者様です……」

「お兄様、怪我はしてない？」

「ああ、おかげさまで大丈夫だ」

「それにしてはお兄様のおちんちんが萎んでるの。早く大きくしてあげないと」

　アカリはなんの躊躇ためらいもなくパオ吉の鼻を握ってくる。

　その小さな手には母乳がまぶされていてヌルヌルになっていた。

「ちょっ、アカリ、今は賢者タイムだからっ。いくら俺様でも、４Ｐ後の連戦はツラい……うおおおおおお」

「お兄様。アカリはまだ物足りないの。最後までしてほしいな」

「アカリさん、抜け駆けは許さないですっ」

「わ、私も僭せん越えつながら……」

　抱きついてくる三人の半裸の少女たちを受け止めると、ヴァンはその場に押し倒されていた。

　そんな四人を見守るかのように、蒼き燐りん光こうが夜空に舞い上がり……。ヴァンは、少女たちを抱きしめ、体温を感じ合うのだった。





●エピローグ　青い鳥




　北の湖でガルドを倒してからというもの、村では祭りの続きと言わんばかりに飲めや歌えの騒ぎとなり、ヴァンは顔も知らぬ村人たちから祝杯を幾度となく受け、そして交わし合った。

　そして一夜が明けた──。




「勇者様、本当に行ってしまうのですか？」

「ああ、そのつもりだ」

　村の広場。

　ブルーバードの木漏れ日が、春の日差しに瞬いている。

　村人たちが総出でヴァンの旅立ちを見送ってくれていた。

　その一番前に立ち、頰を涙で濡ぬらしているのはアオバだった。

「勇者様、もう少しくらいゆっくりしていかれても……」

　だけどその言葉に囚われるわけにはいかない。

　それにこれ以上この村にいれば、別れはもっと辛いものになるに違いなかった。

「もっとゆっくりしていたいのは山々だけど、な。勇者っていうのは、魔王を追いかけてないと無職になっちまうんだ」

「どうしても……行ってしまうのですね？」

　よほど別れが辛いのだろう。

　アオバが目を伏せると、大粒の涙がこぼれ落ちてくる。

「そんなに泣かないでくれよ。俺まで悲しくなってきちまうから」

「うう……、分かっています。だけど、勝手に涙が出てきて……」

「やれやれ、こいつは困ったことになったな」

「ヴァンよ、女を泣かせるなんて罪な男だな」

「パオ吉きち、お前は黙っててくれ……」

　涙を止めることができないアオバ。

　そんなアオバの頭を、モーガンは優しく撫なでるのだった。

「これ以上勇者様を困らせるでない。出会いというものがあるからこそ、その先に別れがある。この悲しみを乗り越えて、人というのは成長していくものじゃ」

「でも、村長……。やっぱり悲しいです……っ」

　顔を伏せて、何度もしゃくり上げているアオバ。

　だけど、この悲しい思いを消してやることは、ヴァンにはできなかった。できることといえば、見守ってやることくらいだ。

　それでもなんとかアオバは顔を上げてみせた。

　しゃくり上げながらも、ヴァンまでも悲しませぬように、頰を濡ぬらしているというのに、笑みを浮かべて。

「ごめんなさい。勇者様まで悲しい思いをさせてしまって」

「強いな、アオバは」

「私、もう泣きません。勇者様は、鳥籠のなかの鳥ではないのですものね。こんな村で翼を休めている暇なんてない……羽ばたいたら戻らないと知っていても、それでも……うぐっ。……あれ？　おかしいですね、涙、止まりません……」

「無理するなって。勇者ってのは、女の子の涙で強くなれるって言ったろう？」

「世界には、まだ勇者様の力を必要としている人がたくさんいる……。すみませんでした。わがままを言ってしまって」

「いいよ、これくらい」

「でも、一つだけ聞いてもらってもいいですか？　私のわがままを」

「そいつは？」

　アオバは涙を拭って、ヴァンを真っ直ぐに見つめると、頰を赤らめる。

「いつか世界が平和になったら……、再び会ってもらえませんか？　そのときは、きっと私の想いを伝えられると思いますから……っ」

「それならお安い御用だ」

「それじゃあ、ちょっとだけ目を瞑つむっていて下さい。あ、あと……、ちょっとだけかがんでくれたら嬉うれしいです」

「んん？　こうか？」




　チュッ。




　頰に感じる、柔らかい感触。

　控えめに触れると、すぐに離れていった。

　瞳を開けると、そこには真っ赤になったアオバがいる。

「こいつは……」

「今のは約束の証です。噓うそをついたら、承知しないんですから」

「ふっ。こいつは約束を破るわけにはいかないな」

「ヴァン、お前も罪な男だな。えっ、俺様へのチューはないのか？」

「それはビジュアル的にマズいだろ」

　パオ吉きちの頰を軽くつねっていると、遠くから馬のいななく声がきこえてきた。

　どうやら、旅立ちのときがきたようだ。

「ご主人様、馬車の用意ができたニャ」

　ゆったりとした蹄てい鉄てつの音とともに、御者台に乗ったミーシャがやってくる。

　荷台にはシルフとアカリも乗っていた。

「アオバさん、短い間ですがお世話になりました」

「……ご飯、美味しかったの。また来るから」

「またな！」

　ヴァンはマントをはためかせて馬車へと乗り込んだ。その頰に、アオバの温もりの残ざん滓しを感じながら。

「どうか勇者様、蒼あおき翼のご加護を……！」

「ああ。再び会える日を祈って、しばらくのさよならだ」

　ヴァンが手を振ると、馬車はゆっくりと進み出す。

　一陣の風が吹くと、ブルーバードが枝を揺らし、蒼き燐りん光こうが舞い上がった。

　それはヴァンの旅路を祝福するかのように。





あとがき




　初めまして。

　普段は大きなお友達向けのゲームシナリオや、フランス書院さんで『実用書』の執筆をしています、遠とお野の渚なぎさです。

　このたびは『俺の股間がエクスカリバー！』を手にして頂きありがとうございます。

　この小説は、聖剣エクスカリバーを携えた勇者ヴァンと、清楚なエルフの王女様シルフが繰り広げる、剣と魔法の正統派ファンタジー小説になるはずでした。

　しかし初期の企画段階では、極めて真面目な内容だったのですが、打ち合わせを重ねるにつれてパオ吉きちのテクニックが上がっていき、更にはアカリも挑発的になっていき、今の形に落ち着いたわけです。

　こうして書くとシルフの巻き込まれ感が半端ないですね。

　また、僕はいつもお下品なネタに走ってしまう癖があるので、どこまでやったら編集さんからブレーキがかかるのかを確かめながら書くことにしているのですが、

「おっぱいを出したらさすがに止められるだろう。フランス書院じゃないんだし」

　そう思っていたのですが、なぜか止められない。なので次は、

「母乳を噴いたらさすがに止められるに違いない」

　そう思っていたんですけど、それでも止められない。ならばと言うことで、

「………………さ、さすがにおし●こはアウトだろう」

　と思って、そのシーンを書き足してみたところ、それでも止められませんでした。そして編集さんがつけてくれたタイトル。

　……いつの間にか『股間』が追加されていました。

　この時になって悟りました。

　ブレーキだと思っていたものは、実はアクセルだったんだ、と。

　そのようなこともあり、初期の硬派なイメージは跡形もなく吹っ飛び、肌色成分いっぱいの作品になったわけです。

　爺わら先生のエッチで可愛らしいイラストもあり、文章以上にパワーアップしているかと思います。ありがとうございました。眼福です。

　一年近く、何度も打ち合わせしてくれた編集さん。ありがとうございました。

　そしてなによりも、最後まで読んでくださった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。




　それではパオ吉きちの鼻が更に伸びることを願い……、ひとまずのお別れです。ここまで読んでくれてありがとうございました。
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本作品は、二〇一八年二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







俺おれの股こ間かんがエクスカリバー！
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